
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

○ ○ ○

○ ○

C 読解編２．視点を変える「水の東
西」（山崎正和）、言葉へのまなざ
し「言葉は世界を切り分ける（今井
むつみ）」
【知識及び技能】
言葉を通して他者に関わることの難
しさや重要性を認識する。
【思考力、判断力、表現力等】
言葉を巡る評論を読み、言語生活に
対する価値認識を深める。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ 〇 ○

【知識及び技能】
抽象的な内容を中心とした評論文の内容を理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】　
評論文でよく用いられる語彙や言葉の表現を自
分のものにできる。
【学びに向かう力、人間性等】
抽象的な文章の読解に興味をもって取り組め
る。

6

定期考査

○ ○ ○ 6

Ｆ探求編　グラフや写真の読み取り
方
【知識及び技能】
文章以外の多様なメディアから情報
を読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】　
文章以外の多様なメディアから得た
情報を文章化させる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活にあふれる、多様なメディ
アに興味を持って触れさせる。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

〇 ○

【知識及び技能】
文章以外の多様なメディアから情報を読み取れ
る。
【思考力、判断力、表現力等】　
文章以外の多様なメディアから得た情報を文章
化できる。
【学びに向かう力、人間性等】
日常生活にあふれる、多様なメディアに興味を
持って触れようとする。

1

【知識及び技能】
図書館の利用方法を学び、読書に親しむ態度を
持てる。
【思考力、判断力、表現力等】　
身近な題材で手順書を作り、自身の持つ情報を
端的に他者に伝えられる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者に自身の考えを分かりやすく伝えるように
努力できる。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

思 態
配当
時数

１
学
期

A 読解編１
科学から見た人間「学ぶと言うこと
と人間の知恵（広中平祐）」
【知識及び技能】基礎的な評論文を
通し、論の構成や内容を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】物事
を論理的かつ多面的にとらえること
に取り組む。
【学びに向かう力、人間性等】基礎
的な評論文や文語の言い回しに興味
を持って取り組む。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ 〇 ○

【知識及び技能】基礎的な評論文を通し、論の
構成や内容を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】物事を論理的か
つ多面的にとらえることに取り組める。
【学びに向かう力、人間性等】基礎的な評論文
や文語の言い回しに興味を持てる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 5

B 探求編２
図書館の利用方法　手順を整理して
正確に伝える
【知識及び技能】
図書館の利用方法を学び、読書に親
しむ態度を養う。
【思考力、判断力、表現力等】　
身近な題材で手順書を作り、自身の
持つ情報を端的に他者に伝えるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
他者に自身の考えを分かりやすく伝
えるように努力する。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ ○

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な言葉の特徴や使い方、話や文章
に含まれている情報の扱い方などの国語の知識
や技能を養う。

論理的に考える力や、共感したり想像したりす
る力を伸ばす。またそれらを他者との関わりの
中で伝え合い、一層深めていく。

読書に親しみ自己を向上させようとし、言語文
化の担い手としてその価値を認識する。また言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を
養う。

現代の国語（東京書籍）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

（１組：吉岡　哲） （２組：吉岡　哲） （３組：吉岡　哲） （４組：樋口　康一郎） （５組：樋口　康一郎） （６組：樋口　康一郎）

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2



【知識及び技能】
構成や展開を適切に読み取れる。
【思考力、判断力、表現力等】　
人間の特質や、人間を取り巻く時代の変化につ
いて考えを持てる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代から現代、また現代起きている変化を見つ
めようとする。

○ ○ ○

11

合計

58

○ ○ 1

３
学
期

Ｉ読解編５．科学から見た人間「人
工知能はなぜ椅子に座れないのか」　
読解編６．「〈私〉時代のデモクラ
シー」
【知識及び技能】
構成や展開を適切に読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】　
人間の特質や、人間を取り巻く時代
の変化について考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代から現代、また現代起きている
変化を見つめる。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ 〇 ○

定期考査

○ ○ ○ 5

Ｇ読解編４．共に生きる「真の自立
とは（鷲田清一）」
【知識及び技能】
「自立」とは何かについて筆者の考
えを適切に読み取らせる。
【思考力、判断力、表現力等】　
筆者の考えを踏まえ、自分の考えを
表現させる。
【学びに向かう力、人間性等】
「自立」という問題について自身に
引き付けて考える。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ 〇

○ ○ 1

Ｈ探求編３．発想を広げて課題を見
つける　
【知識及び技能】
メディアを適切に使い分けながら、
情報の収集を行わせる。
【思考力、判断力、表現力等】
自身で見つけた課題についての情報
を、複数のメディアを適切に使い分
けて取り扱わせる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近なメディアの特性について興味
をもって考える。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

〇 ○

【知識及び技能】
メディアを適切に使い分けながら、情報の収集
を行える。
【思考力、判断力、表現力等】
自身で見つけた課題についての情報を、複数の
メディアを適切に使い分けて取り扱うことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近なメディアの特性について興味をもって考
えようとする。

○

【知識及び技能】
「自立」とは何かについて筆者の考えを適切に
読み取れる。
【思考力、判断力、表現力等】　
筆者の考えを踏まえ、自分の考えを表現でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「自立」という問題について自身に引き付けて
考えようとする。

○ ○ ○

3

【知識及び技能】
抽象的な内容を中心とした評論文の内容を理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】　
評論文でよく用いられる語彙や言葉の表現を自
分のものにできる。
【学びに向かう力、人間性等】
抽象的な文章の読解に興味をもって取り組め
る。

○ ○ ○ 8

8

定期考査

２
学
期

Ｅ読解編３．メディアを考える
「広告の形而上学（岩井克人）」
「映像文化の変貌（松浦寿輝）」
【知識及び技能】
抽象的な内容を中心とした評論文の
内容を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】　
評論文でよく用いられる語彙や言葉
の表現を身に着けさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
抽象的な文章の読解に興味をもって
取り組む。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

○ 〇 ○

D 探求編１．読書に親しむ
【知識及び技能】
効果的なプレゼンテーションの方法
を学ばせる。
【思考力、判断力、表現力等】　
ビブリオバトルを行い、他者の共感
を得られるような伝え方を試みさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の発表を味わい、他者の考えを
受けとめさせる。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointプリントなどを利用
して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。

〇 ○

【知識及び技能】
効果的なプレゼンテーションの方法が分かる。
【思考力、判断力、表現力等】　
ビブリオバトルを行い、他者の共感を得られる
ような伝え方ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
他者の発表を味わい、他者の考えを受けとめよ
うとする。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

○ ○ 1

定期考査
1

Ｃ古文編１．古文入門「絵仏師良
秀」古文編２．随筆「ある人、弓射
ることを習ふに」
【知識及び技能】
用言の活用など古文の基礎を理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典に描かれた人々の特異な様や共
感できる様を共に味わわせる。
【学びに向かう力、人間性等】
説話・随筆の面白さを味わい、古文
の世界に親しませる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 10

○

【知識及び技能】
再読文字や使役形など漢文の基礎を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
諸子百家の寓話が示すものについて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
諸子百家の様々な思想に興味を持とうとす
る。

○ ○ ○

○ ○○ ○

6

定期考査

Ｅ漢文編．寓話２「虎の威を借る
狐」
【知識及び技能】
再読文字や使役形など漢文の基礎を
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
諸子百家の寓話が示すものについて
考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
諸子百家の様々な思想に興味を持た
せる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 〇 ○

【知識及び技能】
訓点や置き字、助動詞など、漢文の基礎を理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
現代にも伝わる格言の内容を考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢文の世界に親しもうとする。

Ｂ漢文入門「訓読の基本」
【知識及び技能】
訓点や置き字、助動詞など、漢文の
基礎を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
現代にも伝わる格言の内容を考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
漢文の世界に親しませる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 4

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

○

○〇

【知識及び技能】
用言の活用など古文の基礎を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典に描かれた人々の特異な様や共感できる
様を共に味わうことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
説話・随筆の面白さを味わい、古文の世界に
親しむ。

○ ○〇 ○ ○

○

（６組：吉岡　哲）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に進んで関わろうとし
ている。

言語文化

配当
時数

（１組：樋口　康一郎）

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 言語文化 3

（２組：樋口　康一郎） （３組：樋口　康一郎） （４組：吉岡　哲） （５組：吉岡　哲）

言語文化国語

態

１
学
期

4

我が国の言語について、必要な知識や技能を身
につけているとともに、言語文化について、文
化の継承、発展、創造を支えるという特質を理
解し、適切に使う力を養う。

我が国の言語について、内容や構成、展開など
について叙述を基に的確に読み取り、作品や文
章に表れているものの見方、感じ方、考え方を
解釈し、表現力や想像力を伸ばそうとしてい
る。

精選言語文化（東京書籍）

国語

10

Ｂ現代文編２．小説１「羅生門」
【知識及び技能】
近代小説の言い回しや語句を理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
翻案元の古典作品と比較し、小説の
主題について考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
小説に描かれた登場人物や情景、心
情などに共感や興味を持たせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識及び技能】
近代小説の言い回しや語句を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
翻案元の古典作品と比較し、小説の主題につ
いて考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
小説に描かれた登場人物や情景、心情などに
共感や興味を持とうとする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

Ａ古文入門
【知識及び技能】
歴史的仮名遣いと現代仮名遣い、動
詞の活用の基礎を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】　
古文の人々の感情や考えを想像させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
説話の面白さを味わい、古文の世界
に親しませる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。

○

〇

【知識及び技能】
歴史的仮名遣いと現代仮名遣い、動詞の活用
の基礎を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】　
古文の人々の感情や考えを想像できる。
【学びに向かう力、人間性等】
説話の面白さを味わい、古文の世界に親しも
うとする。



○

6

合計

88

○ 2

Ｌ古文編６．作り物語と軍記物語
「木曽の最期（平家物語）」
【知識及び技能】
和漢混交文をリズミカルに音読させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の描写からその特徴や心情
を読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
広く愛された物語の内容に興味を持
たせる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 〇 ○

【知識及び技能】
和漢混交文をリズミカルに音読しようとす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
登場人物の描写からその特徴や心情を読み取
ろうとする。
【学びに向かう力、人間性等】
広く愛された物語の内容に興味を持とうとす
る。

○ ○ ○ 8

8

定期考査

３
学
期

Ｋ現代文編３．詩歌「一つのメルヘ
ン（中原中也）」
【知識及び技能】
詩歌のリズムや表現方法を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
詩歌に描かれた世界を味わうことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な詩歌に関心を持たせる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 〇 ○

【知識及び技能】
詩歌のリズムや表現方法を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
詩歌に描かれた世界を味わうことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な詩歌に関心を持とうとする。

○ ○

Ｍ漢文編４．史話「管鮑之交（十八
史略）」
【知識及び技能】
漢文のきまりを踏まえ、中程度の長
さの漢文を読むことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
史話に描かれた情景や人間関係を想
像することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
史実を踏まえて本文に書かれた内容
に興味を持つ。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 ○ 〇 ○

【知識及び技能】
漢文のきまりを踏まえ、中程度の長さの漢文
を読みとろうとする。
【思考力、判断力、表現力等】
史話に描かれた情景や人間関係を想像しよう
とする。
【学びに向かう力、人間性等】
史実を踏まえて本文に書かれた内容に興味を
持とうとする。

○ ○

○ ○ 1

Ｊ漢文編５．思想「論語―十一章
（孔子）」
【知識及び技能】
助詞や置き字について包括的に理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
古代中国の思想について理解を深め
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
古代中国の思想に興味を持たせる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 〇 ○

【知識及び技能】
助詞や置き字について包括的に理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
古代中国の思想について理解を深めることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
古代中国の思想に興味を持とうとする。

○ ○ ○

【知識及び技能】
一人称小説における主人公の心情描写の特徴
を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
景物や展開の示す内容を読み取れる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の小説を味わおうとする。

○ ○ ○ 4

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 〇 ○

【知識及び技能】
助動詞の文法的特徴を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
和歌の知識を踏まえ、歌物語に描かれる内容
を読み取ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文学の美意識に興味を持とうとする。

○ ○ ○ 8

○ ○ 1

8○ ○ ○

【知識及び技能】
用言の活用や和歌の修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
和歌や女房文学など、平安王朝を中心とする
豊かな言語文化を味わえる。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文化へ興味関心を持とうとする。

○

〇

6

Ｇ漢文編３．詩文「春暁（孟浩
然）」「黄鶴楼送孟浩然之広陵（李
白）」「涼州詞（王翰）」「春望
（杜甫）」
【知識及び技能】
漢詩の修辞を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】　
唐代の著名な詩人の表現や思想を味
わわせる。
【学びに向かう力、人間性等】
唐代の作品を自分に引き付けて考え
させる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 ○ ○

【知識及び技能】
漢詩の修辞を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】　
唐代の著名な詩人の表現や思想を味わえる。
【学びに向かう力、人間性等】
唐代の作品を自分に引き付けて考えようとす
る。

〇

２
学
期

定期考査

Ｉ古文編３．歌物語「芥川（伊勢物
語）」「筒井筒（伊勢物語）」
【知識及び技能】
助動詞の文法的特徴を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
和歌の知識を踏まえ、歌物語に描か
れる内容を読み取らせる。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文学の美意識に興味を持たせ
る。

Ｆ古文編２．随筆「ありがたきもの
（枕草子）」　５．和歌「万葉集」
「古今和歌集」「新古今和歌集」
【知識及び技能】
用言の活用や和歌の修辞を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
和歌や女房文学など、平安王朝を中
心とする豊かな言語文化を味わわせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
王朝文化へ興味関心を持たせる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。

Ｈ現代文編４．小説２「鏡（村上春
樹）」
【知識及び技能】
一人称小説における主人公の心情描
写の特徴を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
景物や展開の示す内容を読み取らせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の小説を味わわせる。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointプリントなどを
利用して説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。 ○ 〇 ○

○

○○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

3
学
期

学年末考査

世界の諸問題
【知】
・各種資料から問題の分布や要因を理解でき
る。
【思】
・各種資料から各問題の構造性や対策を考察で
きる。
【態】
・問題と日本の関わりに対して自分の意見を持
てる。

地球的課題

教科書、ロイロノート

【知】
・各種資料から各問題の分布や要因を理解できる。 
【思】
・各種資料から各問題の構造性や対策を考察し説明できる。 
【態】
・各問題と日本との関係を踏まえつつ自分なりの意見を持つ
ことができる。

〇 〇

〇

中国・東南アジアの工業
教科書、地図帳、資料集

ロイロノート

【知】
・ 産業の特徴を捉え、変化を概観できる
【思】
・ 経済活動の発展を資料からとらえ多角的に考察できる。
【態】
・複雑化する産業構造を複数の資料から主体的に考察してい
る。

〇 〇

70

8

合計

〇

〇

1

気候と農業・工業
【知】
・気候と生活の関連を理解できる。
・産業の特徴と分布・変化を理解できる。
【思】
・気候分布の特徴、生活との関連を考察でき
る。
・地域産業を比較し生活との関連を考察でき
る。
【態】
・データの作成ができる。
・各種資料から産業について考察できる。

ケッペンの気候区分
農業・土壌
工業の発展 

教科書、地図帳、資料集、
プリント、Google Earth

【知】
・気候と人間生活が密接に関連していることを理解してい
る。 
・世界の産業の特徴を捉え分布や変化を概観することができ
る。 
【思】
・気候分布の規則性をとらえ、生活文化との関連性共通点相
違点を考察整理表現できる。 
・世界の産業の特徴を地域ごとに比較し自然環境や生活文化
との関連性を考察している。 
【態】
・雨温図やグラフなどを読み取るだけでなく表現しようとし
ている。 
・複雑化する産業構造を複数の資料から考察しようとしてい
る。

〇

中国・東南アジアの工業
【知】
・産業の特徴と背景を理解できる。
【思】
・経済活動の発展と変容を捉えられる。
【態】
・身近な商品を世界規模の産業構造と結び付け
られる。

5

14

わたしたちの地理総合（二宮書店)、高等地図帳（二宮書店）

地理歴史科

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関
係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的
な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論
したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しよ
うとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについて
の自覚などを深める。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

1

〇 〇 〇

定期考査 ○ ○

○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
　地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様
性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解する
とともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査
や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

　地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連
を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関
係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課
題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想した
ことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりす
る力を養う。

1

地形図
【知】
・地形図を読み取れるる。
・地形に関する事象を理解する。　
【思】　
・目的に応じて地図を活用できる。
・地形の成因と分布を理解できる。
【態】
・電子地形図を活用できる。
・疑問点を発見できる。

○

○

13

定期考査 　

態

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史科 地理総合

定期考査

配当
時数

各種地図
【知】
・各図法の特徴を理解し活用できる。
・国家の領域と領土問題を理解する。
・日本と世界の関係を理解する。
【思】　
・方位位置距離を読み取れる
・領域に関する考察ができる。
・統計データを読み取れる。
【態】
・時差の影響を考察できる。
・領土問題を考察できる。
・地球規模の課題について考察できる。

図法・時差
国家の領域・領土問題
統計データ読み取り・記述

教科書、地図帳、資料集、
プリント、Google Earth
ロイロノート

【知】
・球面上の位置方位距離を正確に認識し各図法の特徴を理解
している。 
・国家の領域と領土問題を理解している。 
・日本のと世界の結びつきを理解している。
【思】　
・球面上の方位位置距離を読み取れる。 
・領域に関する問題を考察しまとめることができる。 
・国際関係を整理・考察できる。
【態】
・時差が与える影響を考察しようとしている。 
・日本の領土的課題を考察しようとしている。 
・地球規模の課題について考察しようとしている。

○

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解す
るとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（５組：沢田　　） （６組：沢田　　）

 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようと
する態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国
の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を
尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深
める。

（１組：沢田　　） （２組：沢田　　） （３組：沢田　　） （４組：沢田　　）

地理歴史 地理総合 2

1

２
学
期

地形と防災
【知】
・日本の地形について理解する。
・地域の防災について資料から読み取れる。
【思】
・災害の原因と特徴を考察できる。
・地域の防災に対処法を考察できる。
【態】
・防災に対する当事者意識を抱ける。
・被災時の具体的な行動を考えることができ
る。

宗教
【知】
・宗教の各特徴を理解できる。
【思】
・宗教の分布と要因を自然歴史等と関連付けら
れる。
【態】
・宗教の課題を考察できる。

日本と東京の地形
防災・GIS 

教科書、地図帳、資料集、
プリント、地理院地図

言語・宗教

教科書、ロイロノート

【知】
・日本の地形について資料から理解できる。 
・生活圏の防災について地形図やハザードマップから読み取
れる。 
【思】
・日本の災害の要因と特徴を考察し課題について考察でき
る。 
・生活圏の防災について具体的な課題と避難行動を構想でき
る。 
【態】
・当事者意識を持った防災意識を高めようとしている。 
・自助共助公助の観点から具体的な行動を構想しようとして
いる。 

【知】
・語族の分布を理解し資料から読み取れる。
・世界の宗教の特徴を理解し資料から読み取れる。 
【思】
・世界の言語分布と要員を考察している。
・世界の宗教の分布と要因を考察し自然や歴史と関連させて
考察している。 
【態】

地形図
大地形・小地形

教科書、地図帳、資料集、
プリント、地理院地図

【知】
・地形図に関する知識を身に付け読み取り活用できる。 
・世界的な視野から地形に関する事象を読み取れる。
【思】　
・使用目的に応じて地図を利用している。 
・他の要素と関連づけながら地形の成因と分布を考察でき
る。
【態】
・自ら課題を設定して電子地形図を使おうとしている。
・自分なりの考察をし疑問を発見しようとしている。

○ ○

１
学
期

○

〇 〇

○

○

〇 14

〇 〇 〇 5

○

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（５組：中野　　） （６組：中野　　）

地理や歴史に関わるさまざまな事項について，
これからをつくる人間として，社会をよりよく
しようとして課題を主体的に解決しようとす
る。

【学びに向かう力、人間性等】

○

6

定期考査

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

B 「近代化と私たち」
【知識及び技能】　・資料から情報を読み
取ったりまとめたりする技能を身に付けてた
か。・18 世紀のアジアや日本における生産と
流通，貿易などを基に，18 世紀のアジアの経
済と社会を理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】　・近代化に
伴う生活や社会の変容について考察し，問題
点を認識できるか。・18 世紀のアジア諸国と
その他の国や地域の動向を比較したり，相互
に関連付けたりして，18 世紀のアジア諸国に
おける経済活動の特徴，アジア各地域間の関
係，アジア諸国と欧米諸国との関係などを多
面的・多角的に考察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】・近代化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしている。

地歴公民 歴史総合

○ ○

5

歴史総合

知 思 態

1

「近代化と私たち」2
【知識及び技能】産業革命と交通・
通信手段の革新，中国の開港と日本
の開国などを基に，工業化と世界市
場の形成を理解している。　
【思考力、判断力、表現力等】・産
業革命の影響，中国の開港と日本の
開国の背景とその影響などに着目し
て，主題を設定し，アジア諸国とそ
の他の国や地域の動向を比較した
り，相互に関連付けたりするなどし
て，アジア諸国と欧米諸国との関係
の変容などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】・近
代化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

○

○

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識及び技能】産業革命と交通・通信手段
の革新，中国の開港と日本の開国などを基
に，工業化と世界市場の形成を理解できた。　
【思考力、判断力、表現力等】・産業革命の
影響，中国の開港と日本の開国の背景とその
影響などをもとに着目して，主題を設定し，
アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較
したり，相互に関連付けたりするなどして，
アジア諸国と欧米諸国との関係の変容などを
多面的・多角的に考察し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】・近代化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしている。

8

配当
時数

○ ○

B 「近代化と私たち」1
【知識及び技能】　・資料から情報
を読み取ったりまとめたりする技能
を身に付けている。・18 世紀のア
ジアや日本における生産と流通，ア
ジア各地域間やアジア諸国と欧米諸
国の貿易などを基に，18 世紀のア
ジアの経済と社会を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】・近
代化に伴う生活や社会の変容につい
て考察し，問いを表現している。・
18 世紀のアジア諸国の経済が欧米
諸国に与えた影響などに着目して，
主題を設定し、アジア諸国とその他
の国や地域の動向を比較したり，相
互に関連付けたりするなどして，18 
世紀のアジア諸国における経済活動
の特徴，アジア各地域間の関係，ア
ジア諸国と欧米諸国との関係などを
多面的・多角的に考察し，表現して
いる。　
【学びに向かう力、人間性等】・近
代化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

○

１
学
期

A 「歴史の扉」
【知識及び技能】歴史における資料
の意味と日本や世界の歴史とのつな
がりの理解。　
【思考力、判断力、表現力等】近代
化，大衆化、国際化などの考察・表
現と資料の考察，表現。　
【学びに向かう力、人間性等】より
よい社会をめざした課題の主体的な
追究。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識・技能】私たちの身近な例から，日本
や世界の歴史とのつながりがわかる。歴史は
資料に基づくものであると理解する。　
【思考・判断・表現】　私たちの身近な例を
近代化，大衆化、国際化などの変化と関わら
せて，考察し，表現できる。資料の関係や変
化に着目して，考察し，表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究しよう
とする。

○ ○ ○

歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の
展開に関して理解し，調査や諸資料から様々な
情報を適切に、そして効果的に調べまとめるこ
とができる。

地理や歴史に関わるできごとの意味，特色や相
互の関係を，多面的に考えたり、社会のさまざ
まな課題の解決を考えたり、説明したり，議論
したりできる。

『詳解　歴史総合』東京書籍　　

地歴公民

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土
や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

（１組：疋田　　） （２組：中野　　） （３組：中野　　） （４組：中野　　）

地歴公民

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準



7

1

「近代化と私たち」3
【知識及び技能】・18 世紀後半以
降の欧米の市民革命や国民統合の動
向，日本の明治維新や大日本帝国憲
法の制定などを基に，立憲体制と国
民国家の形成を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】・国
民国家の形成の背景や影響などに着
目して，主題を設定し，アジア諸国
とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなど
して，政治変革の特徴，国民国家の
特徴や社会の変容などを多面的・多
角的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】・近
代化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

○

定期考査 ○ ○

【知識及び技能】・18 世紀後半以降の欧米の
市民革命や国民統合の動向，日本の明治維新
や大日本帝国憲法の制定などを基に，立憲体
制と国民国家の形成を理解できたか。
【思考力、判断力、表現力等】・国民国家の
形成の背景や影響などに着目して，主題を設
定し，アジア諸国とその他の国や地域の動向
を比較したり，相互に関連付けたりするなど
して，政治変革の特徴，国民国家の特徴や社
会の変容などを多面的・多角的に考察し，表
現できた。
【学びに向かう力、人間性等】・近代化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○

○

「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」
【知識及び技能】　・第一次世界大
戦の展開，日本やアジアの経済成
長，ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭，ナショナリズムの
動向と国際連盟の成立などを基に，
総力戦と第一次世界大戦後の国際協
調体制を理解している。
【思考力・判断力・表現力等】　・
国際秩序の変化や大衆化に伴う生活
や社会の変容について考察し，問い
を表現している。・第一次世界大戦
の推移と第一次世界大戦が大戦後の
世界に与えた影響，日本の参戦の背
景と影響などに着目して，主題を設
定し，日本とその他の国や地域の動
向を比較したり，相互に関連付けた
りするなどして，第一次世界大戦の
性格と惨禍，日本とアジア及び太平
洋地域の関係や国際協調体制の特徴
などを多面的・多角的に考察し，表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】・国
際秩序の変化や大衆化と私たちにつ
いて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしてい
る。

6

「近代化と私たち」4
【知識及び技能】・列強の進出と植
民地の形成，日清・日露戦争などを
基に，列強の帝国主義政策とアジア
諸国の変容を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】・帝
国主義政策の背景，帝国主義政策が
アジア・アフリカに与えた影響など
に着目して，主題を設定し，アジア
諸国とその他の国や地域の動向を比
較したり，相互に関連付けたりする
などして，帝国主義政策の特徴，列
強間の関係の変容などを多面的・多
角的に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】・近
代化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識及び技能】・列強の進出と植民地の形
成，日清・日露戦争などを基に，列強の帝国
主義政策とアジア諸国の変容を理解できた
か。
【思考力、判断力、表現力等】・帝国主義政
策の背景，帝国主義政策がアジア・アフリカ
に与えた影響などに着目して，主題を設定
し，アジア諸国とその他の国や地域の動向を
比較したり，相互に関連付けたりするなどし
て，帝国主義政策の特徴，列強間の関係の変
容などを多面的・多角的に考察し，表現でき
たか。
【学びに向かう力、人間性等】・近代化と私
たちについて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしているか。

○ ○

１
学
期

8

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識及び技能】　・第一次世界大戦の展
開，日本やアジアの経済成長，ソヴィエト連
邦の成立とアメリカ合衆国の台頭，ナショナ
リズムの動向と国際連盟の成立などを基に，
総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制を
理解できた。
【思考力・判断力・表現力等】　・国際秩序
の変化や大衆化に伴う生活や社会の変容につ
いて考察し，問いをたてられる。・第一次世
界大戦の推移と第一次世界大戦が大戦後の世
界に与えた影響，日本の参戦の背景と影響な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，第一次世界大戦の性
格と惨禍，日本とアジア及び太平洋地域の関
係や国際協調体制の特徴などを多面的・多角
的に考察して，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】・国際秩序の
変化や大衆化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究してい
る。

○ ○ ○

２
学
期

○

1

「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」2
【知識及び技能】・大衆の政治参加
と女性の地位向上，大正デモクラ
シーと政党政治，大量消費社会と大
衆文化，教育の普及とマスメディア
の発達などを基に，大衆社会の形成
と社会運動の広がりを理解してい
る。
【思考力・判断力・表現力等】　・
第一次世界大戦前後の社会の変化な
どに着目して，主題を設定し，日本
とその他の国や地域の動向を比較し
たり，相互に関連付けたりするなど
して，第一次世界大戦後の社会の変
容と社会運動との関連などを多面
的・多角的に考察し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】・国
際秩序の変化や大衆化と私たちにつ
いて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしてい
る。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識及び技能】・大衆の政治参加と女性の
地位向上，大正デモクラシーと政党政治，大
量消費社会と大衆文化，教育の普及とマスメ
ディアの発達などを基に，大衆社会の形成と
社会運動の広がりを理解できたか。
【思考力・判断力・表現力等】　・第一次世
界大戦前後の社会の変化などに着目して，主
題を設定し，日本とその他の国や地域の動向
を比較したり，相互に関連付けたりするなど
して，第一次世界大戦後の社会の変容と社会
運動との関連などを多面的・多角的に考察
し，表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】・国際秩序の
変化や大衆化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○



３
学
期

「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」4
【知識及び技能】第二次世界大戦の
展開，国際連合と国際経済体制，冷
戦の始まりとアジア諸国の動向，戦
後改革と日本国憲法の制定，平和条
約と日本の独立の回復などを基に，
第二次世界大戦後の国際秩序と日本
の国際社会への復帰を理解してい
る。
【思考力・判断力・表現力等】・第
二次世界大戦の推移と第二次世界大
戦が大戦後の世界に与えた影響，第
二次世界大戦後の国際秩序の形成が
社会に及ぼした影響などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他の
国や地域の動向を比較したり，相互
に関連付けたりするなどして，第二
次世界大戦の性格と惨禍，第二次世
界大戦下の社会状況や人々の生活，
日本に対する占領政策と国際情勢と
の関係などを多面的・多角的に考察
し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】・国
際秩序の変化や大衆化と私たちにつ
いて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしてい
る。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

「国際秩序の変化や大衆化と私たち」4
【知識及び技能】第二次世界大戦の展開，国
際連合と国際経済体制，冷戦の始まりとアジ
ア諸国の動向，戦後改革と日本国憲法の制
定，平和条約と日本の独立の回復などを基
に，第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国
際社会への復帰を理解できた。
【思考力・判断力・表現力等】・第二次世界
大戦の推移と第二次世界大戦が大戦後の世界
に与えた影響，第二次世界大戦後の国際秩序
の形成が社会に及ぼした影響などに着目し
て，主題を設定し，日本とその他の国や地域
の動向を比較したり，相互に関連付けたりす
るなどして，第二次世界大戦の性格と惨禍，
第二次世界大戦下の社会状況や人々の生活，
日本に対する占領政策と国際情勢との関係な
どを多面的・多角的に考察し，表現すること
ができたか。
【学びに向かう力、人間性等】・国際秩序の
変化や大衆化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究しよう
とした。

○○

合計

70

○ ○ 1

○ 11

1

定期考査

定期考査 ○ ○

「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」3
【知識及び技能】・世界恐慌，ファ
シズムの伸張，日本の対外政策など
を基に，国際協調体制の動揺を理解
している。　
【思考力・判断力・表現力等】　・
経済危機の背景と影響，国際秩序や
政治体制の変化などに着目して，主
題を設定し，日本とその他の国や地
域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，各国の世界
恐慌への対応の特徴，国際協調体制
の動揺の要因などを多面的・多角的
に考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】・国
際秩序の変化や大衆化と私たちにつ
いて，よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとしてい
る。

・指導事項　指導目標をもとに、板
書やPowerPointなどを利用して説明
する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調べ
学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識及び技能】・世界恐慌，ファシズムの
伸張，日本の対外政策などを基に，国際協調
体制の動揺を理解できたか。　
【思考力・判断力・表現力等】　・経済危機
の背景と影響，国際秩序や政治体制の変化な
どに着目して，主題を設定し，日本とその他
の国や地域の動向を比較したり，相互に関連
付けたりするなどして，各国の世界恐慌への
対応の特徴，国際協調体制の動揺の要因など
を多面的・多角的に考察し，表現できるか。
【学びに向かう力、人間性等】・国際秩序の
変化や大衆化と私たちについて，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ 高等学校数学Ⅰ（数研出版）,　新課程４プロセス数学Ⅰ完成ノート、新課程チャート式数学Ⅰ＋A（数研出版） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○ 23

○ 1

1

○ 32

○ ○ ○

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分
析について基礎的な知識と技能を的確に活用す
る

数学

知識を的確に活用する能力を伸ばす。

数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

（５組：神山） （６組：神山）

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分
析について数学的な見方や考え方の良さを認識
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分
析について理解させ、基礎的な知識の習得と技
能の習熟を図る。

（１組：山田） （２組：豊岡） （３組：豊岡） （４組：神山）

数学 数学Ⅰ 4

1

　数と式について理解させ、基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図り、
それらを的確に活用する能力を伸ば
すとともに、数学的な見方や考え方
の良さを認識できるようにする。

*整式の加法*減法
*整式の乗法
*因数分解
*実数
*平方根を含む式の計算
*不等式の性質
*１次不等式

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○

32

態

1○定期考査 ○

○

○ ○ 24

絶対値、命題と集合、二次関数、に
ついて理解させ、基礎的な知識の習
得と技能の習熟を図り、それらを的
確に活用する能力を伸ばすととも
に、数学的な見方や考え方の良さを
認識できるようにする。

*絶対値を含む方程式・不等式
*命題と条件
*命題とその逆・対偶・裏　　　*
命題と証明
*関数とグラフ
*2次関数のグラフ
*2次関数の最大・最小　
　　
*2次関数の決定

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

定期考査

３
学
期

　データの分析について理解させ、
基礎的な知識の習得と技能の習熟を
図り、それらを的確に活用する能力
を伸ばすとともに、数学的な見方や
考え方の良さを認識できるようにす
る。

*データの整理
*データの代表値
*データの散らばりと四分位数
*分散と標準偏差

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○

合計

140

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ 24

　三角比とその応用について理解さ
せ、基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図り、それらを的確に活用する
能力を伸ばすとともに、数学的な見
方や考え方の良さを認識できるよう
にする。

*正弦定理
*余弦定理
*正弦定理と余弦定理の応用
*三角形の面積
*空間図形への応用

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○

２
学
期

　2次方程式2次不等式・三角比につ
いて理解させ、基礎的な知識の習得
と技能の習熟を図り、それらを的確
に活用する能力を伸ばすとともに、
数学的な見方や考え方の良さを認識
できるようにする。

*2次方程式
*2次関数のグラフとx軸の位置関係
*2次不等式
*三角比
*三角比の相互関係　
　　
*三角比の拡張

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○

定期考査

定期考査
○ ○

○ ○

定期考査
○

○

○



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 12○ ○

1

【学びに向かう力、人間性等】

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

配当
時数

単元の具体的な指導目標

（１組：神山） （２組：重松） （３組：渡辺か） （４組：渡辺か）

数学 数学A 2

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

（５組：山田） （６組：神山）

高等学校数学A（数研出版）,　新課程４プロセス数学A完成ノート、新課程チャート式数学Ⅰ＋A（数研出版）

　場合の数と確率、図形の性質、整数の性質に
ついて基礎的な知識と技能を的確に活用する。

数学

知識を的確に活用する能力を伸ばす。

数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。

数学A

　集合、場合の数について理解さ
せ、基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図り、それらを的確に活用する
能力を伸ばすとともに、数学的な見
方や考え方の良さを認識できるよう
にする。

*集合
*集合の要素の個数
*場合の数

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○ ○ 12

○ 16

定期考査 ○

順列、組合せ、事象と確率について
理解させ、基礎的な知識の習得と技
能の習熟を図り、それらを的確に活
用する能力を伸ばすとともに、数学
的な見方や考え方の良さを認識でき
るようにする。

*順列
*組合せ
*事象と確率　
　　

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○

○ ○ ○ 16

定期考査

合計

70

○ ○ 1

○ 9

○ ○ 1

1○ ○

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科

○ ○

定期考査

○ ○

数学 数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　場合の数と確率、図形の性質、整数の性質に
ついて理解させ、基礎的な知識の習得と技能の
習熟を図る。

【 知　識　及　び　技　能 】

　場合の数と確率、図形の性質、整数の性質に
ついて理解させ数学的な見方や考え方の良さを
認識できるようにする。

３
学
期

　図形の性質について理解させ、基
礎的な知識の習得と技能の習熟を図
り、それらを的確に活用する能力を
伸ばすとともに、数学的な見方や考
え方の良さを認識できるようにす
る。

*2直線の位置関係
*直線と平面の位置関係
*2平面の位置関係
*多面体

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

定期考査

２
学
期

　確率について理解させ、基礎的な
知識の習得と技能の習熟を図り、そ
れらを的確に活用する能力を伸ばす
とともに、数学的な見方や考え方の
良さを認識できるようにする。

*確率の基本性質
*独立な試行と確率
*条件付き確率

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

定期考査

　図形の性質について理解させ、基
礎的な知識の習得と技能の習熟を図
り、それらを的確に活用する能力を
伸ばすとともに、数学的な見方や考
え方の良さを認識できるようにす
る。

*三角形の辺の比
*三角形の外心・内心・重心
*チェバの定理・メネラウスの定理
*円に内接する四角形
*円と直線

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

１
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

観察，実験などを行い，化学の基本的な概念や原理・法則を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】化学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，科学的な見方や考え方を養う。

【学びに向かう力、人間性等】日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識を持って観察，実験などを行う。

科目 の目標：

１
学
期

単元　化学結合

【知識及び技能】イオン結合、共有

結合と分子の極性，金属結合と代表

的な金属、共有結合と高分子化合

物、配位結合の仕組みと錯イオンに

ついて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】組成

式を書き構成を考えることができ

る。配位結合の仕組みと錯イオンに

ついて考えることができている。金

属結合と金属の性質を考えることが

できている。　

　

【学びに向かう力、人間性等】原子

の電子配置との関連が深い3種の化

学結合について調べようとする。

12

単元　物質の構成粒子

【知識及び技能】原子の構造と電子

配置、電子殻と価電子、イオン、周

期表の周期律と元素の性質を理解す

る。

【思考力、判断力、表現力等】電子

殻と電子配置、イオンの生成の仕組

みを理解し考えることができる。　

　

【学びに向かう力、人間性等】原子

の構造，原子番号と質量数、電子殻

と電子配置、イオンの生成の関係を

調べようとする。

・指導事項

　原子の構造や陽子，中性子，電子

の性質、電子配置と周期律との関係

を指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①原子の構造と電子配置につい

て考え，価電子が物質の性質に影響しているこ

とがわかる。②電子殻と価電子についてわか

る。③イオンの生成とイオンについて理解し，

価数をイオン式で表す方法がわかる。④周期表

の周期律と元素の性質についてわかる。

【思考・判断・表現】①原子番号と質量数の違

いを，原子の構造と関連付けて考えることがで

きる。②電子殻と電子配置について考えること

ができる。③イオンの生成の仕組みを理解し，

イオン式と価数について考えることができる。

④周期表において，元素の性質と周期律につい

て考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】①原子の構

造，原子番号と質量数の関係を調べようとす

る。

○ ○

（１組：吉廣由香） （２組：吉廣由香） （３組：吉廣由香）

単元　　物質の構成

【知識及び技能】混合物の分離と抽

出、単体と化合物の違い、熱運動と

物質の三態を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】物質

を構成する元素の検出方法につい

て，考えることができる。　

【学びに向かう力、人間性等】物質

の分類や分離・精製法，物質の状態

変化について調べようとする。

思

・指導事項

　物質の分類や混合物の分離・精錬

方法，また，物質をつくっている粒

子の熱運動について指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①混合物と純物質の違い，混合

物の分離と抽出について，様々な手法がわか

る。②元素の検出法や，単体と化合物の違いに

ついてわかる。③粒子の熱運動と物質の三態に

ついてわかる。

【思考・判断・表現】①混合物と純物質の違い

と，混合物の分離について考えることができ

る。②物質を構成する元素の検出方法につい

て，考えることができる。　

【主体的に学習に取り組む態度】①物質の性質

を調べるために，物質の分類や分離・精製法，

物質の状態変化について調べようとする。

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（４組：吉廣由香） （５組：吉廣由香）

啓林館　化学基礎

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

化学基礎

【知識及び技能】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

・指導事項

３種類の化学結合をとりあげ，それ

らの結合からなる物質が示す性質に

ついて指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①イオン結合による物質の性質

がわかる。②共有結合と分子の極性，電気陰性

度による物質の性質の違いを理解し，分子間に

働く力についてわかる。

③共有結合の分子から出来ている様々な物質を

調べ，代表的な高分子化合物についてわかる。

④金属結合と代表的な金属についてわかる。

【思考・判断・表現】①イオン結合とイオン結

合でできた物質について，組成式を書いてその

構成を考えることができる。②共有結合と高分

子化合物を関連付け，配位結合の仕組みと錯イ

オンについて考えることができている。③金属

結合と金属の性質とその性質が起こる仕組み

を，電子の動きと関連付けて考えることができ

ている。　

【主体的に学習に取り組む態度】原子の電子配

置との関連が深い3種の化学結合について調べ

ようとする。

（６組：吉廣由香）

観察，実験などを行い，化学の基本的な概念

や原理・法則を理解する。

化学的に探究する能力と態度を身につけるととも

に，科学的な見方や考え方を養う。

日常生活や社会との関連を図りながら物質とその

変化への関心を高め，目的意識を持って観察，実

験などを行う。

4○

4

知 態
配当
時数

○

○ ○ ○

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2



〇 16

20

１
学
期

単元　化学結合

【知識及び技能】イオン結合、共有

結合と分子の極性，金属結合と代表

的な金属、共有結合と高分子化合

物、配位結合の仕組みと錯イオンに

ついて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】組成

式を書き構成を考えることができ

る。配位結合の仕組みと錯イオンに

ついて考えることができている。金

属結合と金属の性質を考えることが

できている。　

　

【学びに向かう力、人間性等】原子

の電子配置との関連が深い3種の化

学結合について調べようとする。

12

・指導事項

原子や分子の質量の簡単な表し方や

粒子の数で表す物質の量の単位

mol，化学変化前後の物質の量的関

係を指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①アボガドロ数の意味と，モル

の定義についてわかる。②溶液の成分の量を表

す方法についてわかる。③化学変化を化学反応

式によって考えることができる。④化学変化に

よる物質の量的変化を考えることができる。

【思考・判断・表現】①粒子の量の表し方の原

理を理解し，気体や溶液の濃度の測定方法につ

いて考えることができる。②アボガドロ数の意

味や，モルによる物質量の表し方について考え

ることができる。③溶液の定義と性質について

考えることができる。④化学変化と量的関係を

化学反応式によって考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】①原子や分子

の質量の相対質量による表し方，物質量，化学

変化における物質の量的関係を表す方法などを

調べようとする。

○

単元　酸化還元反応

【知識及び技能】酸化還元反応と電

子の授受，酸化数、酸化剤と還元

剤、金属のイオン化傾向と金属の反

応性を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】酸化

還元反応と電子の授受を酸化数によ

り考える。酸化還元反応を酸化還元

反応式にして考える。金属のイオン

化傾向を金属の反応性に関連付けて

考えることができる。　

【学びに向かう力、人間性等】代表

的な化学反応の１つである酸化還元

反応の仕組みを，酸化数と関連付け

て理解し，その利用例について調べ

ようとしている。

・指導事項

代表的な化学反応の１つである酸化

還元反応のしくみや日常生活での利

用例等指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

〇 〇 14

単元　物質量と化学反応式

【知識及び技能】アボガドロ定数、

モルの定義、溶液の成分量表示、化

学反応式と量的関係を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】気体

や溶液の濃度の測定方法、物質量の

表し方、化学変化と量的関係を考え

ることができる。　

【学びに向かう力、人間性等】原子

や分子の質量の相対質量による表し

方，物質量，化学変化における物質

の量的関係を表す方法などを調べよ

うとする。

定期考査

○

○ ○

70

２
学
期

単元　酸と塩基

【知識及び技能】酸と塩基の性質、

水の電離とｐＨの測定方法、中和滴

定，塩の性質について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】酸と

塩基の性質、水溶液の液性の強弱の

仕組み、中和する反応、中和による

塩の生成について考えることができ

る。　

【学びに向かう力、人間性等】酸と

塩基の性質や反応について，酸と水

素イオン，塩基と水酸化物イオンと

の関係を調べようとする。

・指導事項

酸と塩基の性質や反応について学

ぶ。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識・技能】①酸化と還元の定義と酸化数の

規則を理解し，酸化数を計算してわかる。②酸

化剤と還元剤，酸化還元反応式について考え，

主な酸化剤と還元剤の種類がわかる。③金属の

イオン化傾向とイオン化列，金属の反応性と不

動態の性質についてわかる。

【思考・判断・表現】①酸化反応と還元反応を

電子の授受と関連付け，酸化数を計算して考え

ている。②主な酸化剤と還元剤をあげ，その役

割と酸化還元反応を酸化還元反応式にして考え

ることができる。③金属のイオン化傾向をイオ

ン化列に並べ，金属の反応性に関連付けて考え

ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】①代表的な化

学反応の１つである酸化還元反応の仕組みを，

酸化数と関連付けて理解し，その利用例につい

て調べようとしている。

３
学
期

○ ○

○

○ ○

【知識・技能】①酸と塩基の性質と価数がわか

る。②水の電離とｐＨの測定方法についてわか

る。③中和滴定による中和の量的関係について

わかる。④中和と塩，塩の性質についてわか

る。

【思考・判断・表現】①酸と塩基の性質を，水

素イオンと水酸化物イオンの価数に関連付けて

考えることができる。②水の電離とｐＨの意味

を理解し，水溶液の液性の強弱の仕組みを考え

ることができる。③酸と塩基が打ち消しあっ

て，中和する反応を滴定曲線に描いて考えるこ

とができる。④中和によって，塩が生成される

ことを考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】①酸と塩基の

性質や反応について，酸と水素イオン，塩基と

水酸化物イオンとの関係を調べようとする。

・指導事項

３種類の化学結合をとりあげ，それ

らの結合からなる物質が示す性質に

ついて指導する。

・教材　同上

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】①イオン結合による物質の性質

がわかる。②共有結合と分子の極性，電気陰性

度による物質の性質の違いを理解し，分子間に

働く力についてわかる。

③共有結合の分子から出来ている様々な物質を

調べ，代表的な高分子化合物についてわかる。

④金属結合と代表的な金属についてわかる。

【思考・判断・表現】①イオン結合とイオン結

合でできた物質について，組成式を書いてその

構成を考えることができる。②共有結合と高分

子化合物を関連付け，配位結合の仕組みと錯イ

オンについて考えることができている。③金属

結合と金属の性質とその性質が起こる仕組み

を，電子の動きと関連付けて考えることができ

ている。　

【主体的に学習に取り組む態度】原子の電子配

置との関連が深い3種の化学結合について調べ

ようとする。

定期考査

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組 ～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：

〇

・外界の環境が変化しても，体内環境は一定の範囲に保たれていることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・DNAの構造や性質を，研究史を展開しながら理解さ
せる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に，複製され質・量ともに均
等に分配されることにより遺伝情報が伝えられることを
理解させる。

・さまざまな生命現象にはタンパク質が関わっているこ
とに触れ，それらタンパク質がDNAの遺伝情報に基づ
いて合成されることを理解させる。
・DNAからタンパク質が合成される際には，転写・翻訳
が行われることを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつねに発現しているわけ
ではないことを理解させる。

・動物が体内環境をもち，外界からの影響を適切に調
節していることを理解させる。
・恒常性により，体内環境が保たれていることを理解さ
せる。
・体液を調節することで，体内環境が保たれていること
を理解させる。

・体内での情報の伝達が体の調節に関係していること
を見いだして理解させる。
・体内環境の調節に，神経系と内分泌系が関わってい
ることを理解させる。
・体内環境の維持とホルモンの働きとの関係を見いだ
して理解させる。

・DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が合成されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに特定の遺伝子が発現することを理解する。
（定期考査）

〇

・気温や降水量の違いにより，地球上には多くのバイ
オームが成立していることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・荒原のバイオームとな
ることを理解させる。
・バイオームの構成要素である植物種を取り上げ，そ
の場所の気温や降水量に適応していることを理解させ
る。
・日本のバイオームについても，その構成種とともに理
解させる。

・ヒトには異物を排除する防御機構が備わっていること
を見いだして理解させる。
・病原体の侵入を防ぐための，異物を認識し，排除す
るしくみを理解させる。
・免疫のしくみの概要を取り上げ，体液性免疫や細胞
性免疫について理解させる。

・生物は環境からの影響を受けながら存在し，生態系
には多様な生物が存在することを理解させる。
・陸上には，草原や森林などのさまざまな植生がある
ことを理解させる。
・植生は不変ではなく，光の量や植生をとり巻く環境か
ら影響を受けて変化していくことを理解させる。

・生態系内における種多様性，生物どうしのかかわりあいについて理解している。
・生態系のバランスや，生態系の保全の重要性について理解している。
（定期考査）

〇

・体の調節に関する観察，実験などを行い，体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだし
て理解することができる。
・血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律神経系の両方の働きから説明できる。
（発問評価・課題提出）

〇

・観察，実験に基づいて，体内での情報の伝達が体の調節に関係していることを見いだし，理解しようとす
る。
・資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が調節されるしくみを見いだし，理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

〇

合計70

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験などを行うことを通して，科
学的に探究する能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め，科学的な自然観を育成する。

生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的
に探究するために必要な資質・能力をり育成することを目指す。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象
についての観察，実験などを行うことを通して，生物や
生物現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解する
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本的な技能が身に付いている。

【知識及び技能】

趣旨

評価の観点

学習活動・学習のねらい

・様々な生物の比較に基づいて，生物は多様でありな
がら共通性をもっていることを見いだして理解する。
・生物が共通性を保ちながら進化し多様化してきたこ
と，共通性は起源の共有に由来することを理解させ
る。
・生物に共通する性質は細胞であることを理解させる。
また，細胞にも原核細胞と真核細胞があることを細胞
の内部構造とともに理解させる。

・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解さ
せる。その際，呼吸と光合成の概要を扱う。
・代謝の反応が行われるときに，酵素がどのように関
与しているのか理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成する反応であることを理
解させる。

・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解しようとする。
（発問評価・授業態度） 〇

〇

・病原体などの異物を認識・排除するしくみを理解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患について理解している。
（定期考査）

　2節　植生とバイオーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
バイオームの定義についてはその構成要素に動物も含
まれるが，生物基礎ではおもに植物で説明を行うことに
留意する。

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全　　　　　　　　　　　　　　　・
生物の関係性については捕食と被食を中心に扱い，生
産者，消費者(分解者)について触れる。
・人間活動の影響により，生物の多様性に変化がみられ
た例については，科学的なデータや根拠を示して，生態
系の保全の重要性を理解させる。
・生物の多様性の低下と関連させて，生物の絶滅につい
ても扱う。

・二次応答における記憶細胞の存在や，予防接種などの医療利用についても取り上げる。
・身近な疾患として花粉症やエイズなどを取り上げる。 〇

〇

・神経やホルモンの働きにより体内環境が維持されることを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖濃度が保たれることを理解しており，ホルモンの分泌不足による発症する疾患
についての知識を得ている。
（定期考査）

〇

・体内環境が一定の範囲に保たれることとその意味を理解している。
・腎臓での塩類濃度の調節や，肝臓による物質の合成・分解などのしくみを理解している。
（定期考査）

〇

〇

・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合成される過程を体系的に考察し，表現できる。
（発問評価・課題提出） 〇

・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパク質が合成されることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度） 〇

〇

・DNAの性質や構造を，DNAの研究史とともに理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係について理解しようとする。
・細胞分裂の際に，DNAの塩基配列が正確に複製されるしくみを見いだし，理解しようとする。

〇

〇

〇

・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見いだすことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明することができる。
（発問評価・課題提出）

〇

・資料に基づいて，生命活動にエネルギーが必要であることを理解しようとする。また，呼吸や光合成から得
ていることを理解しようとする。
・体内で行われる化学反応は，酵素が関わっていることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）
・DNAが二重らせん構造であること，そのため，2本鎖の塩基配列は相補的であることを理解している。
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理解している。
・体細胞分裂が行われる際に，遺伝情報の同一性が保たれることを理解している。

配当
時数

8

6

8

6

6

6

8

・気温や降水量によって成立するバイオームが異なるのは，バイオームを構成する植物種がその場所の気
温や降水量に適応しているためであると考察し，それを表現することができる。
（発問評価・課題提出）

〇

〇

・地球上には，気温や降水量ごとにさまざまなバイオームが成立していることを理解している。
（定期考査） 〇

・生物の共通性と多様性について，すべての生物で細胞が共通の構造であることを理解している。
・原核細胞と真核細胞の違いについて，それらの細胞に含まれる細胞小器官の違いとともに理解している。
（定期考査）
・試料の採取，染色などを行い，光学顕微鏡で観察する技能を習得している。
・資料や実験をもとに，生物に共通する性質を見いだし表現することができる。
・細胞が生物の基本構造であることを，生物学的な視点から考察することができる。
（発問評価・課題提出）

・生物の共通性を，実験や観察を通して見いだし，理解しようとする。
・原核細胞と真核細胞について，その細胞に含まれる細胞小器官を基に，違いを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光合成から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は，酵素が触媒していることを理解している。
（定期考査）
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を，関連づけて考察し，それを表現できる。
（発問評価・課題提出）
・カタラーゼを用いた実験から，酵素の作用と作用する物質の関係について結果を導き出すことができる。
（実験評価）

6

第
3
学
期

２
・
３

6

・生態系と生物の多様性に関する観察，実験などから，生態系における生物の種多様性を見いだすことが
できる。
・生態系の保全の重要性について，生物の多様性の視点から考察することができる。
・世界の環境問題について，情報を調査し，自分の考えをまとめ，表現することができる。

〇

・生物が多様であることを，食物網や間接効果と関連付けて理解しようとする。
・生態系のバランスや，生態系を保全することが重要であることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

〇

・生態系における生物の種多様性について理解させ
る。
・生物の種多様性と生物間の関係性とを関連付けて
理解させる。
・捕食によって物質とエネルギーが移動することを理
解させる。

第
3
学
期

1 4

・陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの植生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種により植生が変わっ
ていくことを理解している。
・植生の遷移についてその過程を理解している。
（定期考査）

〇

・資料に基づいて，遷移の要因を見いだして理解することができる。
・植生の遷移が，光環境や土壌の変化によってどのように進むかを説明できる。
（発問評価・課題提出）

・資料に基づいて，植生が変化する要因を見いだし，その要因が植生にどのように影響するかを理解しよう
とする。
（発問評価・授業態度）

12

・地球上にはさまざまなバイオームが成立していることを理解しようとする。
（発問評価・授業態度） 〇

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　植生とその成り立ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・植物の環境形成作用が遷移の進行に影響すること，遷
移の進み方はすべての植生で必ずしも同じではないこと
に留意させる。

第
2
学
期

9

10

11

・腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ過・再吸収のしくみを説明することができる。
（発問評価・課題提出）

6

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・時間がある場合は，DNAの分子構造や，染色体の構造
についても触れる。
・体細胞分裂の過程については，中学でも学習している
ことに留意する。
・時間があれば，減数分裂時のDNA量の変化を体細胞
分裂と比較して，違いを理解させる。

学
期

月

第
１
学
期

4

5

　2節　遺伝情報とタンパク質の合成　　　　　　　　　　　　・
時間があれば，アミノ酸の構造やタンパク質の立体構造
について触れる。
・転写，翻訳の過程の詳細について，必要であれば触れ
る。また，その際，トリプレットとコドンの関係についても触
れる。

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
体液の成分や血液循環，血液凝固に触れる。
・腎臓が塩類濃度調節や老廃物除去に関わること，肝臓
の機能が体液調節に関わることについても触れる。

7

〇

　2節　細胞とエネルギー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・時間がある場合は，酵素の基質特異性や最適条件，呼
吸や光合成の反応の過程などにも触れる。
・時間がある場合は，細胞の共通性に関連して，呼吸と
光合成が行われる細胞小器官の起源についても触れ
る。

学習内容

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性　　　　　　　　　　　　　　　　
・生物の共通性と多様性をこの科目の導入に位置づけ，
以降の学習においてこの視点を意識させて展開する。
・原核細胞と真核細胞を学習する際に，両者の観察を行
う。

　2節　体内環境の維持のしくみ　　　　　　　　　　　　　　　
・神経系については，中枢神経系と末梢神経系に分けら
れることを扱い，脳幹の働きに関連して脳死についても
触れる。
・内分泌系については，血液中に分泌されるホルモンが
標的器官に情報を伝達することで調節が行われることを
扱い，神経系に比べて持続的な調節が行われることにも
触れる。

　3節　免疫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・二次応答における記憶細胞の存在や，予防接種などの
医療利用についても取り上げる。
・身近な疾患として花粉症やエイズなどを取り上げる。

評価の観点
知識 思考 表現

評価規準（評価方法）

〇

〇

〇

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それらに対する気付きから課題を設
定し解決しようとする態度など，科学的に探究しようとする態度が養われてい
る。その際，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度が養われている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎
理 生物基礎 2

【思考力、判断力、表現力等】

科目の目標

（1組：吉田猛敏）（2組：吉田猛敏）（3組：吉田猛敏）（4組：秋山雅志）（5組：秋山雅志）（6組：秋山雅志）

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通して，問題を見いだ
すための観察，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験に
よる検証，調査，データの分析・解釈，推論などの探究の方法
が習得できている。また，報告書を作成したり発表したりし
て，科学的に探究する力が育まれている。

高等学校　生物基礎　（数研出版)

教科の目標



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

○ ○ ○

8

8

10

8

【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関
わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫できる
【学びに向かう力、人間性等】
曲について調べたり意見を交換したりして曲
想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わ
りを理解するとともに，自分や社会にとって
の音楽の意味や価値を考えることができる

【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留
意して演奏し，表現に必要な技能を身に付け
ている
【思考力、判断力、表現力等】
演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲
想と楽器の音色や奏法との関わりを理解して
いる
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫ている

○

音楽Ⅰ芸術

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】
 曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などに留意して歌い，表現に必要な技能
を身に付けている
 
【思考力、判断力、表現力等】　
歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想
と音楽の構造や歌詞との関わりを理解すして
いる
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫している

【知識及び技能】
リズムを正確に捉えるとともに，その重なり
合いやつながりを意識して演奏できる
【思考力、判断力、表現力等】　
曲想に合った音色や奏法，パフォーマンスな
どの技能を身に付け，表現を工夫できる
【学びに向かう力、人間性等】
共通のイメージをもって，曲の特徴を生かし
た表現ができるよう試行錯誤したり意見を交
換したりしながら演奏している

○

○ ○

態

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることがで
きるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

【知識及び技能】
反復，変化などの手法を用いてメロディーを
つくったり，つくったメロディーにもう一つ
のメロディーを重ねたりする技能を身に付け
ている
【思考力、判断力、表現力等】
コードの構成音をもとに音の組み合わせ方や
つなげ方を試しながら，自分の表したいイ
メージに合うメロディーをつくることができ
る
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫している

○ ○ ○

○

２
学
期

D 表現を工夫してギター演奏しよう
【知識及び技能】
曲にふさわしい奏法，身体の使い方
などに留意して演奏し，表現に必要
な技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
演奏したり互いに聴き合ったりしな
がら，曲想と楽器の音色や奏法との
関わりを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯
誤しながら表現を工夫する

・指導事項
曲想とギターの音色や奏法との関
わりを理解し，曲にふさわしい奏
法，身体の使い方などの技能を身
に付けながら，イメージ
をもって表現を工夫して演奏する
・教材
日曜日よりの使者
第三の男のテーマ
・一人１台端末の活用　等
構成や形式の確認
読譜の補助

○

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B ボディー・パーカッションに挑戦
しよう
【知識及び技能】
リズムを正確に捉えるとともに，そ
の重なり合いやつながりを意識して
演奏する
【思考力、判断力、表現力等】　
曲想に合った音色や奏法，パフォー
マンスなどの技能
を身に付け，表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
共通のイメージをもって，曲の特徴
を生かした表現ができるよう試行錯
誤したり意見を交換したりしながら
演奏する

・指導事項
曲想と音色や奏法との関わりを理
解し，曲にふさわしい奏法，身体
の使い方などの技能を身に付ける
とともに，他者と協働しながらイ
メージをもって表現を工夫して演
奏する
・教材
クラッピング・カルテット
・一人１台端末の活用　等
構成や形式の確認
読譜の補助

E 「コード進行」をもとにメロ
ディーをつくろう
【知識及び技能】
反復，変化などの手法を用いてメロ
ディーをつくったり，つくったメロ
ディーにもう一つのメロディーを重
ね
たりする技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
コードの構成音をもとに音の組み合
わせ方やつなげ方を試しながら，自
分の表したいイメージに合うメロ
ディーをつくる
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯
誤しながら表現を工夫する

・指導事項
音のつなげ方やフレーズのまとま
り，重なりによる響きを理解し，
反復，変化などの手法を
活用してメロディーをつくる技能
を身に付けながら，イメージを
もって表現を工夫して創作する
・教材
「『コード進行』をもとにメ
ロディーをつくろう」
「コード・ネーム」
・一人１台端末の活用　等
ガレージバンドを用いた創作

○

C J-POPや歌謡曲の特徴を理解して
歌おう
【知識及び技能】
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背
景との関わりを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方な
どを試行錯誤しながら表現を工夫す
る
【学びに向かう力、人間性等】
曲について調べたり意見を交換した
りして曲想と音楽の構造や歌詞，文
化的背景との関わりを理解するとと
もに，自分や社会にとっての音楽の
意味や価値を考える

・指導事項
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的
背景との関わりを理解し，曲にふ
さわしい歌唱表現の技能を身に付
けながら，イメージをもって表現
を工夫して歌うとともに，自分や
社会にとっての音楽の意味や価値
を考える
・教材
Ｌｅｍｏｎ
負けないで
・一人１台端末の活用　等
構成や形式の確認
読譜の補助

○

（４組：高野瀬 ） （５組：高野瀬 ） （６組：高野瀬 ）

8

【知識及び技能】

○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現する
ための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み，生涯にわたり音楽を愛好する心
情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親
しみ，音楽によって生活や社会を明
るく豊かなものにしていく態度を養う。

配
当
時
数

１
学
期

A 曲にふさわしい発声で表情豊かに
歌おう
【知識及び技能】
 曲にふさわしい発声，言葉の発
音，身体の使い方などに留意して歌
い，表現に必要な技能を身に付ける
 
【思考力、判断力、表現力等】　
歌ったり互いに聴き合ったりしなが
ら，曲想と音楽の構造や歌詞との関
わりを理解する
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯
誤しながら表現を工夫しようとする

・指導事項
曲にふさわしい発声などの技能を
身に付けるとともに，曲想と音楽
の構造や歌詞との関わりを理解
し，表現を工夫して表情豊かに歌
う
・教材
ヴォイストレーニング
O sole mio
・一人１台端末の活用　等
構成や形式の確認
読譜の補助

 MOUSA1 （教育芸術社）

○ ○ ○

○

芸術

○

芸術 音楽Ⅰ 2

【思考力、判断力、表現力等】

音楽Ⅰ

知 思

○ ○

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性につい
て理解するとともに，創意工夫を生かした音楽
表現をするために必要な技能を身に
付けるようにする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫す
ることや，音楽を評価しながらよ
さや美しさを自ら味わって聴くことができるよ
うにする。

（１組：高野瀬 ） （２組：高野瀬 ） （３組：高野瀬 ）



8○ ○

6

10

F 能や謡に親しもう
【知識及び技能】
能を鑑賞したり能について調べたり
しながら，音楽の特徴と文化的・歴
史的背景との関わりを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，
身体の使い方などに留意して謡い，
表現に必要な技能を身に付ける
【学びに向かう力、人間性等】
身に付けた技能を用いて積極的に謡
に挑戦する

○

【知識及び技能】
能を鑑賞したり能について調べたりしなが
ら，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関
わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などに留意して謡い，表現に必要な技能
を身に付けているびに向かう力、人間性等】
身に付けた技能を用いて積極的に謡に挑戦し
ている ○ ○ ○ 6

○ 8

○

・指導事項
能の音楽の特徴と文化的・歴史的
背景との関わり，言葉の特性と曲
種に応じた発声との関わりを理解
し，曲にふさわしい発声，言葉の
発音，身体の使い方などの技能を
身に付けながら，イメージをもっ
て表現を工夫して謡う
・教材
歌唱： 《高砂》/《羽衣》
鑑賞：能《道成寺》/「舞台芸
術」
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助

○

【知識及び技能】
能を鑑賞したり能について調べたりしなが
ら，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関
わりを理解している
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などに留意して謡い，表現に必要な技能
を身に付けているびに向かう力、人間性等】
身に付けた技能を用いて積極的に謡に挑戦し
ている

【知識及び技能】
一人一人が主体性を発揮しながら，他者との
調和を意識して演奏する技能を身に付けてい
る
【思考力、判断力、表現力等】
各パートの役割を理解するとともに，全体の
響きやハーモニーをイメージしながら演奏で
きる
共通のイメージをもって，音楽を形づくって
いる要素の働かせ方などを試行錯誤しながら
表現を工夫できる
【学びに向かう力、人間性等】
互いに協働しながらアンサンブルを作り上げ
ている

○

○

○

【知識及び技能】
反復，変化などの手法を用いてメロディーを
つくったり，つくったメロディーにもう一つ
のメロディーを重ねたりする技能を身に付け
ている
【思考力、判断力、表現力等】
コードの構成音をもとに音の組み合わせ方や
つなげ方を試しながら，自分の表したいイ
メージに合うメロディーをつくることができ
る
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫している

○ ○ ○

○ ○ ○○

３
学
期

H さまざまな器楽アンサンブルを楽
しもう
【知識及び技能】
一人一人が主体性を発揮しながら，
他者との調和を意識して演奏する技
能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
各パートの役割を理解するととも
に，全体の響きやハーモニーをイ
メージしながら演奏する
共通のイメージをもって，音楽を形
づくっている要素の働かせ方などを
試行錯誤しながら表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】
互いに協働しながらアンサンブルを
作り上げる

・指導事項
器楽アンサンブルによる表現の特
徴を理解し，それを生かして演奏
したり，他者との調和を意識して
演奏したりする技能を身に付けな
がら，イメージをもって表現を工
夫して演奏する
・教材
ミッション：インポッシブ
ルのテーマ
タイムマシンにおねがい
星に願いを
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助　読譜の補助　楽器と
して活用

○ ○

２
学
期

F 音楽を形づくっている要素に注目
して，曲のよさや美しさを探ろう
【知識及び技能】
音楽を形づくっている要素や要素同
士の関連を知覚し，それらの働きに
注目しながら鑑賞する
【思考力、判断力、表現力等】
曲想や表現上の効果と音楽の構造と
の関わりについて意見を交換し理解
を深める
【学びに向かう力、人間性等】
曲や演奏に対する評価とその根拠を
述べ合う

・指導事項
音楽を形づくっている要素やそれ
らの働きに注目しながら曲を聴
き，曲想や表現上の効果と音楽の
構造との関わりについて理解する
とともに，根拠をもって曲や演奏
を批評する
・教材
「音楽を織りなすさまざまな
要素」/組曲《動物の謝肉祭》
交響曲第9番《合唱付き》から
第４楽章/バレエ音楽《火の
鳥》組曲/「西洋音楽の流れ」
「オーケストラを知ろう」
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助

E 「コード進行」をもとにメロ
ディーをつくろう
【知識及び技能】
反復，変化などの手法を用いてメロ
ディーをつくったり，つくったメロ
ディーにもう一つのメロディーを重
ね
たりする技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
コードの構成音をもとに音の組み合
わせ方やつなげ方を試しながら，自
分の表したいイメージに合うメロ
ディーをつくる
【学びに向かう力、人間性等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯
誤しながら表現を工夫する

・指導事項
音のつなげ方やフレーズのまとま
り，重なりによる響きを理解し，
反復，変化などの手法を
活用してメロディーをつくる技能
を身に付けながら，イメージを
もって表現を工夫して創作する
・教材
「『コード進行』をもとにメ
ロディーをつくろう」
「コード・ネーム」
・一人１台端末の活用　等
ガレージバンドを用いた創作

○

【知識及び技能】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などに留意して歌い，表現に必要な技能
を身に付けている
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方などを試行錯誤しながら表現を
工夫している
【学びに向かう力、人間性等】歌ったり互い
に聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造
や歌詞，文化的・歴史的背景との関わりを理
解しようとしている

○ ○

G 日本や諸外国の歌曲に親しみ，表
現を工夫して独唱しよう
【知識及び技能】
曲にふさわしい発声，言葉の発音，
身体の使い方などに留意して歌い，
表現に必要な技能を身に付ける
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって，音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯
誤しながら表現を工夫する
【学びに向かう力、人間性等】歌っ
たり互いに聴き合ったりしながら，
曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・
歴史的背景との関わりを理解しよう
とする

・指導事項
曲想と音楽の構造や歌詞，文化
的・歴史的背景との関わりを理解
し，曲にふさわしい発声，言
葉の発音，身体の使い方などの技
能を身に付けながら，イメージを
もって表現を工夫して歌う
・教材
むこうむこう/この道
「日本語と旋律」/「詩の心を
大切に歌おう」/「日本語の歌
詞の歌い方」/Caro mio ben
「Caro mio ben 大解剖!」
Heidenröslein(シューベルト
/ヴェルナー)/Ich liebe dich
オー・シャンゼリゼ
・一人１台端末の活用　等
鑑賞の補助　読譜の補助

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 6 組

教科担当者： （1組：富田） （２組：富田） （３組：富田） （４組：富田） （５組：富田）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

12○

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主題を効果的に表現するために表現形式の特性
を生かし，形体，色彩，構成などを工夫し， 材
料や用具を活用し，創造的に表現できる。

感性や想像力を働かせて，対象のよさや美しさ
を捉え，表現形式や方法，造形の要素，材 料や
用具などについての体験的理解を基に，自己の
表現意図に合った方法を創意工夫し，創造的に
表現を構想できる。

高等学校　美術Ⅰ（光村図書）

芸術

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることがで
きるようにする。
生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や
社会を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

創造活動の豊かな美的体験を通して，これから
の社会をよりよくする課題を主体的に解決しよ
うとする。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現する
ための技能を身に付けるようにする。

【 知　識　及　び　技　能 】

（６組：富田）

【学びに向かう力、人間性等】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

A 鉛筆デッサン
【知識及び技能】
　対象モチーフにふさわしい鉛筆の
技法に留意して描き、描画表現に必
要な技能を身に付ける　

【思考力、判断力、表現力等】　
　対象モチーフの良さを感性や想像
力を働かせて捉え、配置や構図を工
夫して表現する方法を理解する

【学びに向かう力、人間性等】
　想像力をもって、対象モチーフが
持つ美しさや特徴を理解し、その要
素を試行錯誤しながら描画する工夫
をしようとする　

・指導事項
　鉛筆の削り方と基礎的なデッサ
ンを習得し、鉛筆による様々な描
画表現を身に付けるとともに、対
象モチーフの質感や形の良さを理
解し、画面に表現する
・教材
高校美術Ⅰ　光村図書
プリント
・一人１台端末の活用　等
鉛筆の削り方の動画を教科書のQR
コードから読み取り確認する
資料探し

B　平面構成

【知識及び技能】
「色相・明度・彩度」等の基礎的な
色彩の理論をとアクリル絵の具の技
法を学び、様々な感覚を色彩で表現
するために必要な技能を身に付ける　

【思考力、判断力、表現力等】　
　感情を色彩で表すというテーマに
ふさわしい配色や構図を考え、デザ
インに結び付けて表現する方法を理
解する

【学びに向かう力、人間性等】
　平面構成の制作を通じてデザイン
とは何かを考えながら構想を練り、
試行錯誤しながら表現する工夫をし
ようとする

・指導事項
　基礎的な色彩理論を学び、アク
リル絵の具による様々な表現を身
に付けるとともに、デザインする
ことで画面に表現する
・教材
高校美術Ⅰ　光村図書
プリント
・一人１台端末の活用　等
絵具についての動画を教科書のQR
コードから読み取り確認する
資料探し

○

配
当
時
数

評価規準 知 思 態

○ ○ 12

○

○

○○

芸術 美術Ⅰ

○

A 鉛筆デッサン
【知識及び技能】
　対象モチーフにふさわしい鉛筆の技法に留
意して描き、描画表現に必要な技能を身に付
けている　
【思考力、判断力、表現力等】　
　対象モチーフの良さを感性や想像力を働か
せて捉え、配置や構図を工夫して表現する方
法を理解している
【学びに向かう力、人間性等】
　想像力をもって、対象モチーフが持つ美し
さや特徴を理解し、その要素を試行錯誤しな
がら描画する工夫をしようとしている　

B　平面構成

【知識及び技能】
「色相・明度・彩度」等の基礎的な色彩の理
論をとアクリル絵の具の技法を学び、様々な
感覚を色彩で表現するために必要な技能を身
に付けている

【思考力、判断力、表現力等】　
　感情を色彩で表すというテーマにふさわし
い配色や構図を考え、デザインに結び付けて
表現する方法を理解している

【学びに向かう力、人間性等】
　平面構成の制作を通じてデザインとは何か
を考えながら構想を練り、試行錯誤しながら
表現する工夫をしようとしている

美術Ⅰ芸術



○○ ○

合
計

70

E　版画による絵画表現　

【知識及び技能】
版画の技法を理解し、意図に応じて
材料や用具の特性を生かすととも
に，形や色，構図などの表現を工夫
し，主題を追求して創造的にあらわ
す

【思考力、判断力、表現力等】
夢や想像，自己を見つめて感じ取っ
たことや考えたことなどから主題を
生成し，形や色，構図などについて
考え，イメージを組み合わせるなど
創造的な表現の構想を練る

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に想像した世界を描いた作品
の造形的なよさや美しさを感じ取
り，作者の意図や作品に込められた
思いなどについて考える鑑賞の創造
活動に取り組む

３
学
期

２
学
期

・指導事項
　版画の種類と技法を学び、ドラ
イ・ポイント技法を用いて心に浮
かんだイメージをもとに発想を広
げ，夢や想像の世界をあらわす。
・教材
高校美術Ⅰ　光村図書
プリント
・一人１台端末の活用　等
版画についての動画を教科書のQR
コードから読み取り確認する
資料探し

【知識及び技能】
版画の技法を理解し、意図に応じて材料や用
具の特性を生かすとともに，形や色，構図な
どの表現を工夫し，主題を追求して創造的に
あらわしている。

【思考力、判断力、表現力等】
夢や想像，自己を見つめて感じ取ったことや
考えたことなどから主題を生成し，形や色，
構図などについて考え，イメージを組み合わ
せるなど創造的な表現の構想を練っている。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に想像した世界を描いた作品の造形的
なよさや美しさを感じ取り，作者の意図や作
品に込められた思いなどについて考える鑑賞
の創造活動に取り組もうとしている。

○ ○

○

18

20○ ○ ○

○ ○ ○ 8

○

D　立体表現

【知識及び技能】
形や色，材料，光などが感情にもた
らす効果や，造形的な特徴などをも
とに，空間のデザインを，全体のイ
メージや作風などで捉えることを理
解する

【思考力、判断力、表現力等】
コルビュジエの建築の目的や機能と
の調和の取れた洗練された美しさな
どを感じ取り，作者の採光などの意
図や機能性を重視した設計の工夫な
どについて考え，見方や感じ方を深
める

【学びに向かう力、人間性等】
主体的にコルビュジエの建築物の目
的や機能との調和の取れた美しさな
どを感じ取り，設計の工夫などにつ
いて考える鑑賞の創造活動に取り組
む

・指導事項
　立体の魅力と素材による表現方
法の違いや立体で表わすことのよ
さを理解し，テーマを基づいた意
図が伝わるような形や空間を構想
し，材料や用具の特性を生かしな
がら技能と表現力を身に付ける
・教材
高校美術Ⅰ　光村図書
プリント
・一人１台端末の活用　等
空間デザインについての動画を教
科書のQRコードから読み取り確認
する
資料探し
写真撮影

【知識及び技能】
形や色，材料，光などが感情にもたらす効果
や，造形的な特徴などをもとに，空間のデザ
インを，全体のイメージや作風などで捉える
ことを理解している

【思考力、判断力、表現力等】
コルビュジエの建築の目的や機能との調和の
取れた洗練された美しさなどを感じ取り，作
者の採光などの意図や機能性を重視した設計
の工夫などについて考え，見方や感じ方を深
めることができる

【学びに向かう力、人間性等】
主体的にコルビュジエの建築物の目的や機能
との調和の取れた美しさなどを感じ取り，設
計の工夫などについて考える鑑賞の創造活動
に取り組もうとしている

○

○

【知識及び技能】
彫刻作品を鑑賞し、彫刻の特徴と周辺の美術
史について理解している

【思考力、判断力、表現力等】
彫刻作品の制作意図や歴史的背景と結び付
け、作品の良さとともに社会に幅広く視野を
広げる思考力を身に付けている

【学びに向かう力、人間性等】
考えたことを話し合い、他社の考えに興味を
もち、作品の見方や感じ方を深めるととも
に、身に付けた知識を用いて立体表現に積極
的に挑戦している
 

立体表現
彫刻の

○

C　作品鑑賞

【知識及び技能】
彫刻作品を鑑賞し、彫刻の特徴と周
辺の美術史について理解する

【思考力、判断力、表現力等】
彫刻作品の制作意図や歴史的背景と
結び付け、作品の良さとともに社会
に幅広く視野を広げる思考力を身に
付ける

【学びに向かう力、人間性等】
考えたことを話し合い、他社の考え
に興味をもち、作品の見方や感じ方
を深めるとともに、身に付けた知識
を用いて立体表現に積極的に挑戦す
る

・指導事項
　「サモトラケのニケ」を鑑賞
し，作品に込められた思いや願い
を感じ取り、感じたことや考えた
ことを話し合い，他者の考えに関
心をもち，作品の見方や感じ方を
深める
・教材
高校美術Ⅰ　光村図書
プリント
美の巨人たち「サモトラケのニ
ケ」
・一人１台端末の活用　等
彫刻についての動画を教科書のQR
コードから読み取り確認する



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

２
学
期

【知識及び技能】
篆書隷書草書等の古典の書体や書風
と用筆運筆との関わりについて理解
する
篆書隷書草書等の古典に基づく基本
的な用筆運筆の技能、線質、字形や
構成を生かした表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
篆書隷書草書等の古典の書体や書風
に即した用筆運筆、字形、全体の構
成について構想し工夫することがで
きる
篆書隷書草書の古典の価値を考え、
書の良さや美しさを味わって捉える
ことができる　
【学びに向かう力、人間性等】
篆書隷書草書等の表現の特質に基づ
き、幅広い表現の学習活動に主体的
に取り組もうとする

〇漢字の書
草書、隷書、篆書
・草書、隷書、篆書の各書体の生
まれた背景を知り、特徴を理解す
る
・草書、隷書、篆書の作品の鑑賞
と臨書を通してその書美を学ぶ
漢字の書の創作
・漢字の書の作品制作の手順を知
り、表現を楽しむ 〇

【知識及び技能】
仮名の古筆の書体や書風と用筆運筆
との関わりについて理解する
仮名の古筆に基づく基本的な用筆運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の書体や書風に即した用
筆運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫することができる
仮名の古筆の価値を考え、書の良さ
や美しさを味わって捉えることがで
きる　
【学びに向かう力、人間性等】
仮名の表現の特質に基づき、幅広い
表現の学習活動に主体的に取り組も
うとする
仮名のよさや美しさ、作品の価値な
どを考えながら、幅広い鑑賞の学習

〇仮名の書
・仮名の生まれた背景と変遷を理
解する
・仮名の基本用筆と平仮名、変体
仮名、連綿を学び、仮名文字の表
現の幅広さを感得する
・古筆の鑑賞と臨書を通してその
書美を学ぶ

【知識及び技能】・漢字の書の楷書の古典の
書風と用筆・運筆の関係を理解している
・漢字の書の楷書の古典の表現に基づく、基
礎的な用筆・運筆の技能を身につけ表してい
る
【思考力、判断力、表現力】・漢字の書のよ
さや美しさを感じ取り、感性を働かせなが
ら、自らの意図に基づいて構想、表現を工夫
している
【学びに向かう力、人間性】・漢字の書の創
造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に
関心を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造的活
動に取り組もうとしている

〇

（6組：藤田由起　）

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育むとともに、感性を
高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

（5組：藤田由起　）

芸術 書道Ⅰ

〇

〇 〇

〇 〇 〇 18

【知識及び技能】・漢字の書の篆書、隷書、草
書の古典の書風と用筆・運筆の関係を理解し、
篆書、隷書、草書の古典の表現に基づく、基礎
的な用筆・運筆の技能を身につけ表している
・創作をする際には用具用材の使い方等を工夫
することができる
【思考力、判断力、表現力】・漢字の書のよさ
や美しさを感じ取り、感性を働かせながら、自
らの意図に基づいて構想、表現を工夫している
・創作をする際には、表現しようとするイメー
ジや文字数にあわせた紙面の使い方や構成する
ことなどについて理解している
【学びに向かう力、人間性】・漢字の書の創造
的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に関心
を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取
り組もうとしている

6

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇

8〇

【知識及び技能】・仮名の書の用筆・運筆の
特徴を理解している
・仮名の書の古典の表現に基づく、基礎的な
用筆・運筆の技能を身につけ表している
【思考力、判断力、表現力】・仮名の書のよ
さや美しさを感じ取り、感性を働かせなが
ら、自らの意図に基づいて構想し、表現を工
夫している
【学びに向かう力、人間性】・仮名の書の創
造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に
関心を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造的活
動に取り組もうとしている

〇

〇

【知識及び技能】・漢字の書の行書の古典の
書風と用筆・運筆の関係を理解している
・漢字の書の行書の古典の表現に基づく、基
礎的な用筆・運筆の技能を身につけ表してい
る
【思考力、判断力、表現力】・漢字の書のよ
さや美しさを感じ取り、感性を働かせなが
ら、自らの意図に基づいて構想、表現を工夫
している
【学びに向かう力、人間性】・漢字の書の創
造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に
関心を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造的活
動に取り組もうとしている

〇 〇

14

【知識及び技能】・用筆・運筆から生み出され
る書の表現性とその表現効果との関わりについ
て理解している
・書を構成する要素について、それら相互の関
連がもたらす働きと関わらせて理解している
【思考力、判断力、表現力】・漢字の書体の変
遷、仮名の成立等について理解している
・作品の価値とその根拠について考え、書のよ
さや美しさを味わって捉えている
【学びに向かう力、人間性】・主体的に幅広い
表現と鑑賞の学習活動に取り組もうとしている

○ ○ ○○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 思 態

配
当
時
数

知

6

【知識及び技能】
楷書の古典の書体や書風と用筆運筆
との関わりについて理解する
楷書の古典に基づく基本的な用筆運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した用
筆運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫することができる
楷書の古典の価値を考え、書の良さ
や美しさを味わって捉えることがで
きる　
【学びに向かう力、人間性等】
楷書の表現の特質に基づき、幅広い
表現の学習活動に主体的に取り組も
うとする
楷書のよさや美しさ、作品の価値な

〇漢字の書
楷書
・楷書の特徴を理解し、楷書古典
の書風の相違を感得する
・唐の四大家等の作品(孔子廟堂
碑、九成宮醴泉銘、雁塔聖教序、
顔氏家廟碑）等の鑑賞と臨書を通
してその書美を学ぶ

〇 〇 〇〇

１
学
期

【知識及び技能】
用具用材の特徴や表現効果としての
関わりを理解する
目的や用途に即した効果的な表現な
どを身につける
【思考力、判断力、表現力等】
中学書写で学んだ表現形式などや、
意図に基づいた表現について構想し
工夫できる
漢字の書体の変遷と、各書体の字形
や線質の特徴について理解すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現活動に主体的に取り組も

〇書へのいざない
・姿勢や執筆法、基本用筆など書
の基本を身に付け、用具用材の種
類、名称、製法、扱い方などにつ
いて学ぶ
・中学校までの書写の学習を振り
返り、書写と書道の共通点と相違
点を理解する
・漢字の書体の変遷と仮名の誕生
について理解する

○ 〇 〇

〇

【知識及び技能】
行書の古典の書体や書風と用筆運筆
との関わりについて理解する
行書の古典に基づく基本的な用筆運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用
筆運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫することができる
行書の古典の価値を考え、書の良さ
や美しさを味わって捉えることがで
きる　
【学びに向かう力、人間性等】
行書の表現の特質に基づき、幅広い
表現の学習活動に主体的に取り組も
うとする
行書のよさや美しさ、作品の価値な
どを考えながら、幅広い鑑賞の学習

〇漢字の書
行書
・行書の特徴を理解し、行書古典
の書風の相違を感得する
・王羲之の書の尊重と影響につい
て知る
・集王聖教序や蘭亭序、風信帖な
どの鑑賞と臨書を通してその書美
を学ぶ

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書I（教育図書）

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を想像していく態度を
養い、豊かな情操を培う。

（1組：藤田由起　）（2組：藤田由起　）（3組：藤田由起　）（4組：藤田由起　）

書の表現方法や形式、多様性などについて幅広
く理解するとともに、書写能力の向上を図り、
書の伝統に基づき、効果的に表現するための基
礎的な技能を身に付けるようにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化
の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたり
することができるようにする。

書道Ⅰ

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技術を身に付けるよ
うにする。

書道Ⅰ芸術



３
学
期

【知識及び技能】
仮名の古筆に基づく基本的な用筆運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の書体や書風に即した用
筆運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫することができる　
【学びに向かう力、人間性等】
仮名の表現の特質に基づき、幅広い
表現や鑑賞の学習活動に主体的に取
り組もうとする

〇仮名の書
仮名の書の創作
・散らし書きの古筆の美しさを感
得する
・仮名の書の作品制作の手順を知
り、表現を楽しむ

２
学
期 【知識及び技能】

仮名の古筆の書体や書風と用筆運筆
との関わりについて理解する
仮名の古筆に基づく基本的な用筆運
筆の技能、線質、字形や構成を生か
した表現を身につける
【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆の書体や書風に即した用
筆運筆、字形、全体の構成について
構想し工夫することができる
仮名の古筆の価値を考え、書の良さ
や美しさを味わって捉えることがで
きる　
【学びに向かう力、人間性等】
仮名の表現の特質に基づき、幅広い
表現の学習活動に主体的に取り組も
うとする
仮名のよさや美しさ、作品の価値な
どを考えながら、幅広い鑑賞の学習

〇仮名の書
・仮名の生まれた背景と変遷を理
解する
・仮名の基本用筆と平仮名、変体
仮名、連綿を学び、仮名文字の表
現の幅広さを感得する
・古筆の鑑賞と臨書を通してその
書美を学ぶ

〇 〇

【知識及び技能】
用具用材の特徴と表現効果との関わ
りや、名筆や現代の書の表現と用筆
運筆との関わりを理解し、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能
を身に付けようとしている
【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形や文字の
大きさ、全体構成、目的や用途に即
した表現形式、意図に基づいた表現
等表現について構想し工夫している　
【学びに向かう力、人間性】
自身の意図に基づく表現、漢字仮名
交じりの書のに基づく幅広い表現活
動や鑑賞の学習に主体的に取り組も
うとする

〇漢字仮名交じりの書
・漢字と仮名による日本語表記と
その変遷を知り、漢字と仮名の調
和を学ぶ
・漢字仮名交じりの書の紙面構成
について学び、言葉と表現の関係
について考える
・漢字仮名交じりの書の作品制作
の手順を知り、表現を楽しむ

〇 〇

〇 〇

〇 〇

14

合
計

70

〇

〇

4

〇

【知識及び技能】・漢字と仮名の調和した表現
の基本的な技能を身につけている
【思考力、判断力、表現力】・目的や用途に即
した漢字仮名交じりの書の効果的な表現を身に
つけ表している
・漢字仮名交じりの書のよさや、美しさを感じ
取り、感性を働かせながら、自らの意図に基づ
いて構想し、表現を工夫している
【学びに向かう力、人間性】・漢字仮名交じり
の書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と
文化に関心を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造
的活動に取り組もうとしている

8

〇

【知識及び技能】・仮名の書の用筆・運筆の
特徴を理解している
【思考力、判断力、表現力】・仮名の書のよ
さや美しさを感じ取り、感性を働かせなが
ら、自らの意図に基づいて構想し、表現を工
夫している
・創作をする際には、表現しようとするイ
メージや文字数に合わせた紙面の使い方や構
成等について理解している
・紙面全体の調和を意識しながら、文字の大
きさや配置を工夫し、構想を練っている
【学びに向かう力、人間性】・仮名の書の創
造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に

〇

〇

【知識及び技能】・仮名の書の用筆・運筆の
特徴を理解している
・仮名の書の古典の表現に基づく、基礎的な
用筆・運筆の技能を身につけ表している
【思考力、判断力、表現力】・仮名の書のよ
さや美しさを感じ取り、感性を働かせなが
ら、自らの意図に基づいて構想し、表現を工
夫している
【学びに向かう力、人間性】・仮名の書の創
造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に
関心を持ち、主体的に表現や鑑賞の創造的活
動に取り組もうとしている

〇



年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 1 学年 教科： 外国語（英語）科目： 3単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

対象学年・組： 第1学年 1組～6組

教科担当者:（1組村川裕一）（2組	村川裕一）（3組	村川裕一）（4組	後藤貴子）（5組	後藤貴子）（6組	後藤貴子）

使用教科書： EARTHRISE English Logic and Expression 1 Standard

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等： 論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等： コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 の目標

L R Sや S発 W 知識・技能 思考・判断・表現主体的に学習に取り組む態度

Take a 

Moment 

to Think

英語学習や写真の中のカタカナ語などについて話し

合う。

○

What's 

the 

Topic?

和製英語に関する英語話者の体験について説明する

モノローグの概要や要点を聞き取り、聞き取った内

容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

漢字とカタカナ語に関するグラフを見て、読み取っ

たことや考えたことについて話し合う。

○

本文 和製英語に関する英語話者の体験談から、概要や要

点を聞き取ったり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

和製英語などについて意見や情報を交換する。 ○

Wrap It 

Up!

和製英語に関する英語話者の体験談について、概要

や要点を表に書いて整理したりしながら、書いてま

とめる。

○ ○

和製英語をめぐる誤解についての対話から、概要や

詳細を聞き取る。

○

和製英語の例とその適切な英訳について、情報や意

見を交換する。

和製英語の長所または短所について、グループで話

し合った内容を基に、情報や考えを書く。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

不定詞，動名詞を使って、自分の考えや行動につい

て書く。

○

Another 

Point of 

View

さまざまな国や文化におけるジェスチャーについ

て、概要を聞き取ったり読み取ったりする。

写真で示されたジェスチャーについて、自分自身の

考えなどを伝え合う。

○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

部屋の掃除や整理整頓などについて話し合う。 ○

What's 

the 

Topic?

近藤麻理恵さんについて説明するモノローグの概要

や要点を聞き取り、聞き取った内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

近藤麻理恵さんの経歴や著書のタイトルを見て、考

えたことについて話し合う。

○

本文 近藤麻理恵さんの生き方や片づけに関する考え方に

ついて、概要や要点を聞き取ったり読み取ったりす

る。

○ ○

Your 

Reactio

片づけに関する自身の経験や考え方について意見を

交換したり、書いたりする。

○ ○

教科書を予習することにより積極的に授業に参加し、復習や課題によって自

己の学習を調整し言語の習得に粘り強く取り組む。

③学びに向かう力、人間性等

4-5 Lesson 2 
Does It 
Spark 
Joy?

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)
ウ(ア)
エ(ア)
カ(ア)

●片づけの専門家・

近藤麻理恵さんの生

き方や片づけに関す

る考え方について、

理解して考えを深め

ることができる。

●片づけに関する自

身の経験や考え方、

自分自身がときめく

ものなどについて、

意見を交換したり、

書いて伝えたりする

ことができる。

[L] 部屋の整理整頓

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取るこ

とができる。

[R] 近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方につい

て読み、概要や要点

を把握することがで

きる。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものなどについ

て、基本的な語句や

文を用いて、自分の

考えを話して伝え合

うことができる。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

扉 [知識] 

現在完了、現在完了進

行形、助動詞に関する

事項を理解している。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] 部屋の整理整頓に

ついて、対話の中での

両者の考え方の違いに

注意しながら、対話を

聞き取る技能を身に付

けている。

[R] 近藤麻理恵さんの

生き方や片づけに関す

る考え方について、現

在完了、現在完了進行

形、助動詞や本文中で

使われている表現に留

意して、読み取る技能

を身に付けている。

[Sや] 片づけに関する

自身の経験や考え方、

自分自身がときめくも

のについて、理由など

を説明する表現などを

用いて、円滑に意見を

交換する技能を身に付

けている。

[W]  自分自身がときめ

くものについて、自身

の経験などを基に、考

えを書いて伝える技能

を身に付けている。

Section 
1~4

評価の観点 配

当

4 Lesson 1 
The Blue 
White 
Shirt

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)
ウ(ア)
エ(ア)
カ(ア)

●和製英語につい

て、理解して考えを

深めることができ

る。

●和製英語などにつ

いて、意見を交換し

たり、書いて伝えた

りすることができ

る。

[L] 和製英語をめぐる

誤解についての対話

の概要や要点、必要

な情報を、写真を参

考にしながら聞き取

ることができる。

[R] 和製英語に関す

る英語話者の体験談

を読み、概要や要点

を把握することがで

きる。

[Sや] 和製英語の例

とその適切な英訳な

どについて、基本的

な語句や文を用い

て、与えられた表現

を参考に自分の考え

を話して伝え合うこ

とができる。

[W] 和製英語の長所

または短所につい

て、グループで話し

合った内容を基に、

基本的な語句や文を

用いて、情報や考え

を書いて伝えること

ができる。

扉 [知識] 

不定詞、動名詞、文の

構造に関する事項を理

解している。

体験談の中で使われて

いる表現の意味や働き

を理解している。

[技能]

[L] 和製英語をめぐる

誤解について、対話の

中での相づちをうつ表

現や話の展開に注意し

ながら、対話を聞き取

る技能を身に付けてい

る。

[R] 和製英語に関する

英語話者の体験談につ

いて、不定詞、動名詞

や本文中で使われてい

る表現に留意して、読

み取る技能を身に付け

ている。

[Sや] 和製英語の例と

その適切な英訳などに

ついて、考える時間を

かせぐ表現や例をあげ

る表現などを用いて、

円滑に意見を交換する

技能を身に付けてい

る。

[W] 和製英語の長所ま

たは短所について、グ

ループで話し合った内

容を基に、情報や考え

を書いて伝える技能を

身に付けている。

[L] 和製英語をめぐ

る誤解について、対

話の概要や要点、必

要な情報を、写真を

参考にしながら聞き

取って捉えている。

[R] 和製英語につい

て、理解を深めるた

めに、和製英語に関

する英語話者の体験

談を読み取り、概要

や要点を把握してい

る。

[Sや] 和製英語の例

とその適切な英訳に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W] 和製英語の長所

または短所につい

て、グループで話し

合った内容を基に、

基本的な語句や文を

用いて、情報や考え

を書いて伝えてい

る。

[L] 和製英語をめぐ

る誤解についての対

話の概要や要点、必

要な情報を、写真を

参考にしながら主体

的に聞き取って捉え

ようとしている。

[R]  和製英語につい

て理解を深めるため

に、和製英語に関す

る英語話者の体験談

を主体的に読み取

り、概要や要点を把

握しようとしてい

る。

[Sや] 和製英語の例

とその適切な英訳に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[W] 和製英語の長所

または短所につい

て、グループで話し

合った内容を基に、

基本的な語句や文を

用いて、主体的に情

報や考えを書いて伝

えようとしている。

教科書で学んだ文章を理解できる。題材についての発話を聞

き取ることができる。日常的・基本的な言語活動を行うこと

ができる。

教科書で学んだ文法・語彙の知識を応用し、個人情報や身近な人の情報、

買い物、地元の地理などについて、情報交換や発表ができる。

月 L
学習指導

要領の内
レッスン別CAN-DO コーナー 題材・場面・言語活動・言語材料

主な領域

[L] 部屋の整理整頓

について、対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取って

捉えている。

[R] 片づけや部屋の

整理整頓について、

理解を深めるため

に、近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方を読み

取り、概要や要点を

把握している。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

用いて、考えを話し

て伝えたり、相手か

らの質問に答えたり

している。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

自身の経験などを基

に、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えている。

[L] 部屋の整理整頓

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら主体的に聞

き取って捉えようと

している。

[R] 片づけや部屋の

整理整頓について、

理解を深めるため

に、近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方を主体

的に読み取り、概要

や要点を把握しよう

としている。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

用いて、主体的に考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えようとしたり

している。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

自身の経験などを基

に、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

ようとしている。

7

6

Section 
1~3

課末

Give It a 

Try!

①知識及び技能 ②思考力、判断力、表現等

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1



Wrap It 

Up!

近藤麻理恵さんの生き方や片づけに関する考え方に

ついて、概要や要点を表に書いて整理したりしなが

ら、書いてまとめる。

○ ○

部屋の整理整頓についての対話から、概要や詳細を

聞き取る。

○

自分自身がときめくものについて、考えや意見を交

換する。

自分自身がときめくものについて、考えや経験を書

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

現在完了、現在完了進行形、助動詞を使って、自身

の経験を話したり、状況に応じた会話をおこなった

りする。

○

Another 

Point of 

View

近藤麻理恵さんへのインタビュー記事について、概

要を聞き取ったり読み取ったりする。

インタビュー記事の内容について、近藤麻理恵さん

へ尋ねてみたいことを考えて書いたり、「捨てる」

以外のものとのかかわり方について意見を交換した

○ ○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

美術の授業で学んだこと、アートの目的などについ

て話し合う。

○

What's 

the 

Topic?

ミヤザキケンスケさんの活動について説明するモノ

ローグの概要や要点を聞き取り、聞き取った内容を

伝え合う。

○ ○

Informat

ion

ミヤザキケンスケさんのこれまでの活動地域を表し

た地図を見て、知識を確認し合う。

○

本文 ミヤザキケンスケさんの活動や考え方について、概

要や要点を聞き取ったり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

ミヤザキケンスケさんの活動や考え方について、考

えや意見を交換する。

○

Wrap It 

Up!

ミヤザキケンスケさんの活動や考え方について、概

要や要点を表に書いて整理したりしながら、書いて

まとめる。

○ ○

アートの楽しみ方についての対話から、概要や詳細

を聞き取る。

○

アートの楽しみ方について、考えや意見を交換す

る。

アートの楽しみ方について、グループで話し合った

内容を基に、考えや経験を書く。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

関係代名詞、分詞の形容詞的用法、受動態を使っ

て、自身の好きなことについて発表したり、状況に

応じた会話をおこなったりする。

○ ○

Another 

Point of 

View

バンクシーに関する記事について、概要を聞き取っ

たり読み取ったりする。

バンクシーの絵や、彼が伝えようとしているメッ

セージについて、考えや意見を交換する。

○ ○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

縄文時代や土偶について知っていることなどを話し

合う。

○

What's 

the 

Topic?

縄文時代について紹介するモノローグの概要や要点

を聞き取り、聞き取った内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

縄文時代と世界の古代文明を比較した年表から読み

取ったことについて話し合う。

○

本文 縄文時代の人々の暮らしや土器、土偶などに関する

プレゼンテーションについて、概要や要点を聞き

取ったり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

縄文人に尋ねてみたいことや土偶の目的などについ

て、考えや意見を交換したり書いたりする。

○ ○

Wrap It 

Up!

縄文時代の人々の暮らしや土器、土偶などに関する

プレゼンテーションについて、概要や要点を表に書

いて整理したりしながら、書いてまとめる。

○ ○

土偶が伝えるメッセージについての対話から、概要

や詳細を聞き取る。

○

[L]土偶が伝えるメッ

セージについての対

話の概要や要点、必

要な情報を、写真を

参考にしながら主体

的に聞き取って捉え

ようとしている。

[R] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、理

解を深めるために、

プレゼンテーション

の内容を主体的に読

み取り、概要や要点

を把握しようとして

いる。

[Sや］縄文時代の

人々の暮らしや土

器、土偶などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを話して伝え

たり、相手からの質

問に答えようとした

りしている。

[W]縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを書いて

伝えようとしてい

る。

[S発]土偶の表情か

ら想像し読み取った

ことについて、書い

た内容を基に、基本

的な語句や文を用い

て、主体的に情報や

考えを発表して伝え

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

6-7 Lesson 4 
Digging 
into 
Mystery

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(イ)
カ(ア)(イ)

●縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて、理解

して考えを深めるこ

とができる。

●縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて、意見

を交換したり、書い

て伝えたりすること

ができる。

[L] 土偶が伝える

メッセージについて

の対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取ることがで

きる。

[R]縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて読み、

概要や要点を把握す

ることができる。

[Sや]縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、基

本的な語句や文を用

いて、自分の考えを

話して伝え合うこと

ができる。

[W] 縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを書いて伝えるこ

とができる。

[S発]土偶の表情から

扉 [知識] 

過去完了、過去完了進

行形、関係代名詞

what、S+V+O（O＝

疑問詞／if節）に関す

る事項を理解してい

る。

プレゼンテーションの

中で使われている表現

の意味や働きを理解し

ている。

[技能]

[L] 土偶が伝えるメッ

セージについて、対話

の中での両者の考え方

の違いに注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶な

どについて、過去完

了、過去完了進行形、

関係代名詞what、

S+V+O（O＝疑問詞／

if節）やプレゼンテー

ションの中で使われて

いる表現に留意して、

読み取る技能を身に付

けている。

[Sや] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土偶

などについて、自分の

意見を述べる表現など

を用いて、円滑に意見

を交換する技能を身に

付けている。

[W]  縄文人へ尋ねてみ

たいことや土偶の表情

から想像し読み取った

ことなどについて、考

えを書いて伝える技能

6 Lesson 3 
Hatching 
the Egg 
of Hope

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(イ)

●アーティスト・ミ

ヤザキケンスケさん

の活動や考え方につ

いて、理解して考え

を深めることができ

る。

●ミヤザキケンスケ

さんの活動や考え

方、アートの楽しみ

方などについて、意

見を交換したり、書

いて伝えたりするこ

とができる。

[L] アートの楽しみ

方についての対話の

概要や要点、必要な

情報を、写真を参考

にしながら聞き取る

ことができる。

[R] ミヤザキケンス

ケさんの活動や考え

方について読み、概

要や要点を把握する

ことができる。

[Sや] ミヤザキケン

スケさんの活動や考

え方、アートの楽し

み方などについて、

基本的な語句や文を

用いて、自分の考え

を話して伝え合うこ

とができる。

[W] アートの楽しみ

方について、基本的

な語句や文を用い

て、グループで話し

合った内容を基に、

考えや経験を書いて

伝えることができ

る。

[S発] 好きなミュー

ジシャンやテレビ番

扉 [知識] 

関係代名詞、分詞の形

容詞的用法、受動態に

関する事項を理解して

いる。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] アートの楽しみ方

について、対話の中で

の両者の考え方の違い

に注意しながら、対話

を聞き取る技能を身に

付けている。

[R] ミヤザキケンスケ

さんの活動や考え方に

ついて、関係代名詞、

分詞の形容詞的用法、

受動態や本文中で使わ

れている表現に留意し

て、読み取る技能を身

に付けている。

[Sや] ミヤザキケンス

ケさんの活動や考え

方、アートの楽しみ方

について、自分の意見

を述べる表現などを用

いて、円滑に意見を交

換する技能を身に付け

ている。

[W] アートの楽しみ方

について、グループで

話し合った内容を基

に、考えや経験を書い

て伝える技能を身に付

けている。

[S発] 好きなミュージ

シャンやテレビ番組な

どについて、受動態を

用いて、考えを発表す

る技能を身に付けてい

る。

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

4-5 Lesson 2 
Does It 
Spark 
Joy?

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)
ウ(ア)
エ(ア)
カ(ア)

●片づけの専門家・

近藤麻理恵さんの生

き方や片づけに関す

る考え方について、

理解して考えを深め

ることができる。

●片づけに関する自

身の経験や考え方、

自分自身がときめく

ものなどについて、

意見を交換したり、

書いて伝えたりする

ことができる。

[L] 部屋の整理整頓

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取るこ

とができる。

[R] 近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方につい

て読み、概要や要点

を把握することがで

きる。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものなどについ

て、基本的な語句や

文を用いて、自分の

考えを話して伝え合

うことができる。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

[知識] 

現在完了、現在完了進

行形、助動詞に関する

事項を理解している。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] 部屋の整理整頓に

ついて、対話の中での

両者の考え方の違いに

注意しながら、対話を

聞き取る技能を身に付

けている。

[R] 近藤麻理恵さんの

生き方や片づけに関す

る考え方について、現

在完了、現在完了進行

形、助動詞や本文中で

使われている表現に留

意して、読み取る技能

を身に付けている。

[Sや] 片づけに関する

自身の経験や考え方、

自分自身がときめくも

のについて、理由など

を説明する表現などを

用いて、円滑に意見を

交換する技能を身に付

けている。

[W]  自分自身がときめ

くものについて、自身

の経験などを基に、考

えを書いて伝える技能

を身に付けている。

課末

Give It a 

Try!

[L] アートの楽しみ

方について、対話の

概要や要点、必要な

情報を、写真を参考

にしながら聞き取っ

て捉えている。

[R] アートの可能性

について、理解を深

めるために、ミヤザ

キケンスケさんの活

動内容や考え方を読

み取り、概要や要点

を把握している。

[Sや] ミヤザキケン

スケさんの活動や考

え方、アートの楽し

み方について、基本

的な語句や文を用い

て、考えを話して伝

えたり、相手からの

質問に答えたりして

いる。

[W] アートの楽しみ

方について、グルー

プで話し合った内容

を基に、基本的な語

句や文を用いて、考

えを書いて伝えてい

る。

[S発] 好きなミュー

ジシャンやテレビ番

組などについて、受

動態を用いて、考え

を発表して伝えてい

る。

（Grammar for 

Communication）

[L] アートの楽しみ

方についての対話の

概要や要点、必要な

情報を、写真を参考

にしながら主体的に

聞き取って捉えよう

としている。

[R] アートの可能性

について、理解を深

めるために、ミヤザ

キケンスケさんの活

動内容や考え方を主

体的に読み取り、概

要や要点を把握しよ

うとしている。

[Sや] ミヤザキケン

スケさんの活動や考

え方、アートの楽し

み方について、基本

的な語句や文を用い

て、主体的に考えを

話して伝えたり、相

手からの質問に答え

ようとしたりしてい

る。

[W] アートの楽しみ

方について、グルー

プで話し合った内容

を基に、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを書いて

伝えようとしてい

る。

[S発]  好きなミュー

ジシャンやテレビ番

組などについて、受

動態を用いて、主体

的に考えを発表して

伝えようとしてい

る。

(Grammar for 

Communication)

7

[L] 土偶が伝える

メッセージについ

て、対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取って捉えて

いる。

[R] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、理

解を深めるために、

プレゼンテーション

の内容を読み取り、

概要や要点を把握し

ている。

[Sや] 縄文時代の

人々の暮らしや土

器、土偶などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

話して伝えたり、相

手からの質問に答え

たりしている。

[W] 縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを書いて伝えてい

る。

[S発] 土偶の表情か

ら想像し読み取った

ことについて、書い

た内容を基に、基本

的な語句や文を用い

て、情報や考えを発

表して伝えている。

[L] 部屋の整理整頓

について、対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取って

捉えている。

[R] 片づけや部屋の

整理整頓について、

理解を深めるため

に、近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方を読み

取り、概要や要点を

把握している。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

用いて、考えを話し

て伝えたり、相手か

らの質問に答えたり

している。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

自身の経験などを基

に、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えている。

[L] 部屋の整理整頓

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら主体的に聞

き取って捉えようと

している。

[R] 片づけや部屋の

整理整頓について、

理解を深めるため

に、近藤麻理恵さん

の生き方や片づけに

関する考え方を主体

的に読み取り、概要

や要点を把握しよう

としている。

[Sや] 片づけに関す

る自身の経験や考え

方、自分自身がとき

めくものについて、

基本的な語句や文を

用いて、主体的に考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えようとしたり

している。

[W] 自分自身がとき

めくものについて、

自身の経験などを基

に、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

ようとしている。

7



土偶の表情から想像し読み取ったことについて、考

えを書く。

土偶の表情から想像し読み取ったことについて、書

いた内容を基に、発表する

○ ○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

過去完了、過去完了進行形、関係代名詞what、

S+V+O（O＝疑問詞／if節）使って、状況に応じた

会話をおこなったり、縄文時代についてさらに知り

たいことについて話し合ったりする。

○

Another 

Point of 

View

縄文テーマパークのパンフレットについて、概要を

聞き取ったり読み取ったりする。

関心があるワークショップについて意見を交換しな

がら、グループで日帰り用の旅程表を作成する。

○ ○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

飼っているペットやチンパンジーについて知ってい

ることなどについて話し合う。

○

What's 

the 

Topic?

グドール博士について紹介するモノローグの概要や

要点を聞き取り、聞き取った内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

チンパンジーの生態に関する表や地図から読み取っ

たことについて話し合う。

○

本文 人間と動物の共生や環境保護に関するグドール博士

へのインタビューについて、概要や要点を聞き取っ

たり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

人間と動物の共生や環境保護、グドール博士へ尋ね

てみたいことなどについて、考えや意見を交換した

り書いたりする。

○ ○

Wrap It 

Up!

人間と動物の共生や環境保護に関するグドール博士

へのインタビューについて、概要や要点を表に書い

て整理したりしながら、書いてまとめる。

○ ○

北海道のツル保護を支えた人物についての対話か

ら、概要や詳細を聞き取る。

○

参加してみたいルーツアンドシューツの活動につい

て、考えを書く。

参加してみたいルーツアンドシューツの活動につい

て、書いた内容を基に、発表する。

○ ○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

分詞構文、It ～ that …、同格の構文を使って、昨日

の放課後のできごとを伝え合ったり、自分の考えや

経験について、書いたり話し合ったりする。

○ ○

Another 

Point of 

View

グドール博士から高校生へ宛てた手紙について、概

要を聞き取ったり読み取ったりする。

グドール博士からの手紙について、印象に残った部

分について意見を交換しながら、グドール博士へ手

紙を書く。

○ ○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

スマートフォンのよい点、悪い点などについて、話

し合う。

○

What's 

the 

Topic?

スマートフォンの使用について注意を喚起するモノ

ローグの概要や要点を聞き取り、聞き取った内容を

伝え合う。

○ ○

Informat

ion

高校生が普段スマートフォンを使ってなにをしてい

るかを表したグラフを見て、読み取った内容や自分

の経験について話し合う。

○

本文 スマートフォンの使用に関するよい点と問題点につ

いて、概要や要点を聞き取ったり読み取ったりす

る。

○ ○

[L] アメリカの子ど

もたちの自由時間の

使い方について、対

話の概要や要点、必

要な情報を、グラフ

を参考にしながら聞

き取って捉えてい

る。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点につい

て、理解を深めるた

めに、スマートフォ

ンをめぐる現状と懸

念に関する文章を読

み取り、概要や要点

を把握している。

[Sや]  スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

話して伝えたり、相

手からの質問に答え

たりしている。

[W]  幼少期にスマー

トフォンやゲームな

どから受けた影響に

ついて、グループで

話し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えている。

[S発]   自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、紹介

している。

(Grammar for 

Communication)

[L] アメリカの子ど

もたちの自由時間の

使い方についての対

話の概要や要点、必

要な情報を、グラフ

を参考にしながら主

体的に聞き取って捉

えようとしている。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点につい

て、理解を深めるた

めに、スマートフォ

ンをめぐる現状と懸

念に関する文章を主

体的に読み取り、概

要や要点を把握しよ

うとしている。

[Sや] スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを話して伝え

たり、相手からの質

問に答えようとした

りしている。

[W] 幼少期にスマー

トフォンやゲームか

ら受けた影響などに

ついて、グループで

話し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

ようとしている。

[S発] 自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、主体

的に紹介しようとし

ている。

(Grammar for 

Communication)

7

Section 
1~4

10 Lesson 6 
You and 
Your 
Smartph
one― 
Who's in 
Charge?

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(ア)

●スマートフォンの

使用に関するよい点

と問題点について、

理解して考えを深め

ることができる。

●スマートフォンの

使用に関するよい点

と問題点などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] アメリカの子ども

たちの自由時間の使

い方についての対話

の概要や要点、必要

な情報を、グラフを

参考にしながら聞き

取ることができる。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点について

読み、概要や要点を

把握することができ

る。

[Sや] スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、自分の

考えを話して伝え合

うことができる。

[W] 幼少期にスマー

トフォンやゲームか

ら受けた影響につい

て、基本的な語句や

文を用いて、グルー

プで話し合った内容

を基に、考えや経験

を書いて伝えること

ができる。

[S発] 自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、紹介

することができる。

(Grammar for 

扉 [知識] 

関係副詞、S+V+O+C

（C＝原形不定詞／分

詞）に関する事項を理

解している。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] アメリカの子ども

たちの自由時間の使い

方について、対話の中

での両者の考え方の違

いや示されているグラ

フの内容に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] スマートフォンの

使用に関するよい点と

問題点について、関係

副詞、S+V+O+C（C

＝原形不定詞／分詞）

や本文中で使われてい

る表現に留意して、読

み取る技能を身に付け

ている。

[Sや] スマートフォン

の使用に関する自身の

経験や考え、幼少期に

スマートフォンやゲー

ムから受けた影響など

について、自分の経験

を述べる表現や例をあ

げる表現などを用い

て、円滑に意見を交換

する技能を身に付けて

いる。

[W] 幼少期にスマート

フォンやゲームなどか

ら受けた影響につい

て、グループで話し

合った内容を基に、考

えや経験を書いて伝え

る技能を身に付けてい

る。

[S発]  自分の町の観光

地について、関係副詞

を用いて、紹介する技

能を身に付けている。

[知識] 

分詞構文、It ～ that 

…、同格の構文に関す

る事項を理解してい

る。

インタビューの中で使

われている表現の意味

や働きを理解してい

る。

[技能]

[L] 北海道のツル保護

を支えた人物につい

て、対話の中での話題

の展開に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 人間と動物の共生

や環境保護に関するグ

ドール博士へのインタ

ビューについて、分詞

構文、It ～ that …、同

格の構文やインタ

ビューの中で使われて

いる表現に留意して、

読み取る技能を身に付

けている。

[Sや]人間と動物の共

生や環境保護などにつ

いて、自分の意見を述

べる表現などを用い

て、円滑に意見を交換

する技能を身に付けて

いる。

[W]グドール博士へ尋

ねてみたいことや、参

加してみたいルーツア

ンドシューツの活動な

どについて、考えを書

いて伝える技能を身に

付けている。

[S発] 参加してみたい

ルーツアンドシューツ

の活動について、書い

たことを基に、考えを

発表する技能を身に付

[L] 北海道のツル保

護を支えた人物につ

いて、対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R] 人間と動物の共

生や環境保護につい

て、理解を深めるた

めに、インタビュー

の内容を読み取り、

概要や要点を把握し

ている。

[Sや] 人間と動物の

共生や環境保護など

について、基本的な

語句や文を用いて、

考えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W] グドール博士へ

尋ねてみたいこと

や、参加してみたい

ルーツアンドシュー

ツの活動などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えている。

[S発] 参加してみた

いルーツアンド

シューツの活動につ

いて、書いた内容を

基に、基本的な語句

や文を用いて、情報

や考えを発表して伝

えている。

[L] 北海道のツル保

護を支えた人物につ

いての対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 人間と動物の共

生や環境保護につい

て、理解を深めるた

めに、インタビュー

の内容を主体的に読

み取り、概要や要点

を把握しようとして

いる。

[Sや］人間と動物の

共生や環境保護など

について、基本的な

語句や文を用いて、

主体的に考えを話し

て伝えたり、相手か

らの質問に答えよう

としたりしている。

[W] グドール博士へ

尋ねてみたいこと

や、参加してみたい

ルーツアンドシュー

ツの活動などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

ようとしている。

[S発] 参加してみた

いルーツアンド

シューツの活動につ

いて、書いた内容を

基に、基本的な語句

や文を用いて、主体

的に情報や考えを発

表して伝えようとし

ている。

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

[L]土偶が伝えるメッ

セージについての対

話の概要や要点、必

要な情報を、写真を

参考にしながら主体

的に聞き取って捉え

ようとしている。

[R] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、理

解を深めるために、

プレゼンテーション

の内容を主体的に読

み取り、概要や要点

を把握しようとして

いる。

[Sや］縄文時代の

人々の暮らしや土

器、土偶などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを話して伝え

たり、相手からの質

問に答えようとした

りしている。

[W]縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを書いて

伝えようとしてい

る。

[S発]土偶の表情か

ら想像し読み取った

ことについて、書い

た内容を基に、基本

的な語句や文を用い

て、主体的に情報や

考えを発表して伝え

7

課末

Give It a 

Try!

9 Lesson 5 
Roots ＆ 
Shoots

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(イ)
カ(ア)(イ)

●人間と動物の共生

や環境保護に関する

ジェーン・グドール

博士の考えについ

て、理解して考えを

深めることができ

る。

●人間と動物の共生

や環境保護などにつ

いて、意見を交換し

たり、書いて伝えた

りすることができ

る。

[L] 北海道のツル保

護を支えた人物につ

いての対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取ること

ができる。

[R] 人間と動物の共

生や環境保護に関す

るグドール博士への

インタビューを読

み、概要や要点を把

握することができ

る。

[Sや] 人間と動物の

共生や環境保護など

について、基本的な

語句や文を用いて、

自分の考えを話して

伝え合うことができ

る。

[W] グドール博士へ

尋ねてみたいこと

や、参加してみたい

ルーツアンドシュー

ツの活動などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えることが

できる。

[S発] 参加してみたい

扉

6-7 Lesson 4 
Digging 
into 
Mystery

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(イ)
カ(ア)(イ)

●縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて、理解

して考えを深めるこ

とができる。

●縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて、意見

を交換したり、書い

て伝えたりすること

ができる。

[L] 土偶が伝える

メッセージについて

の対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取ることがで

きる。

[R]縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶

などについて読み、

概要や要点を把握す

ることができる。

[Sや]縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、基

本的な語句や文を用

いて、自分の考えを

話して伝え合うこと

ができる。

[W] 縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを書いて伝えるこ

とができる。

[S発]土偶の表情から

[知識] 

過去完了、過去完了進

行形、関係代名詞

what、S+V+O（O＝

疑問詞／if節）に関す

る事項を理解してい

る。

プレゼンテーションの

中で使われている表現

の意味や働きを理解し

ている。

[技能]

[L] 土偶が伝えるメッ

セージについて、対話

の中での両者の考え方

の違いに注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 縄文時代の人々の

暮らしや土器、土偶な

どについて、過去完

了、過去完了進行形、

関係代名詞what、

S+V+O（O＝疑問詞／

if節）やプレゼンテー

ションの中で使われて

いる表現に留意して、

読み取る技能を身に付

けている。

[Sや] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土偶

などについて、自分の

意見を述べる表現など

を用いて、円滑に意見

を交換する技能を身に

付けている。

[W]  縄文人へ尋ねてみ

たいことや土偶の表情

から想像し読み取った

ことなどについて、考

えを書いて伝える技能

[L] 土偶が伝える

メッセージについ

て、対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取って捉えて

いる。

[R] 縄文時代の人々

の暮らしや土器、土

偶などについて、理

解を深めるために、

プレゼンテーション

の内容を読み取り、

概要や要点を把握し

ている。

[Sや] 縄文時代の

人々の暮らしや土

器、土偶などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

話して伝えたり、相

手からの質問に答え

たりしている。

[W] 縄文人へ尋ねて

みたいことや、土偶

の表情から想像し読

み取ったことなどに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを書いて伝えてい

る。

[S発] 土偶の表情か

ら想像し読み取った

ことについて、書い

た内容を基に、基本

的な語句や文を用い

て、情報や考えを発

表して伝えている。



Your 

Reactio

n

スマートフォンの使用に関するよい点と問題点など

について、考えや意見を交換する。

○

Wrap It 

Up!

スマートフォンの使用に関するよい点と問題点につ

いて、概要や要点を表に書いて整理したりしなが

ら、書いてまとめる。

○ ○

アメリカの子どもたちの自由時間の使い方について

の対話から、概要や詳細を聞き取る。

○

幼少期にスマートフォンやゲームなどから受けた影

響について、考えや意見を交換する。

幼少期にスマートフォンやゲームなどから受けた影

響について、グループで話し合った内容を基に、考

えや経験を書く。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

関係副詞、S+V+O+C（C＝原形不定詞／分詞）を

使って、自分の町の観光地について発表したり、状

況に応じた会話をおこなったりする。

○ ○

Another 

Point of 

View

スマートフォンの使い方を見直すよう促す記事につ

いて、概要を聞き取ったり読み取ったりする。

スマートフォンの使い方の改善方法について、考え

や意見を交換する。

○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

アラスカについて知っていることなどについて話し

合う。

○

What's 

the 

Topic?

アラスカの自然や動物について説明するモノローグ

の概要や要点を聞き取り、聞き取った内容を伝え合

う。

○ ○

Informat

ion

アラスカの基本情報をまとめた表や地図から読み

取ったことについて話し合う。

○

本文 星野道夫さんのアラスカでの体験について、概要や

要点を聞き取ったり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

遠く離れた場所に暮らすことや自然に対する自身の

考えなどについて、意見を交換する。

○

Wrap It 

Up!

星野道夫さんのアラスカでの体験やアラスカの自然

について、概要や要点を表に書いて整理したりしな

がら、書いてまとめる。

○ ○

地球温暖化がアラスカに与える影響についての対話

から、概要や詳細を聞き取る。

○

身の回りの環境問題について、考えや意見を交換す

る。

身の回りの環境問題や関心のある環境問題につい

て、グループで話し合った内容を基に、考えを書

く。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

seem to ～, it seems to ～、S＋is＋C（C＝that

節）、S＋V＋C（C＝分詞）を使って、状況に応じ

た会話をおこなう。

○

Another 

Point of 

View

星野道夫さんの16歳のときの体験記について、概要

を聞き取ったり読み取ったりする。

星野道夫さんの体験記を参考にしながら、これまで

でもっとも思い出に残っている旅行について書く。

○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

教科書pp.126-127の写真やどのような写真を撮って

みたいかなどについて、話し合う。

○ [L］写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついて、対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R］戦争の悲惨さや

平和の重要性、写真

の持つ力について、

理解を深めるため

に、20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を読み取り、概

要や要点を把握して

いる。

[Sや]  本文中で紹介

されている写真や、

戦争のない世界の実

現などについて、基

本的な語句や文を用

いて、考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えたりし

ている。

[W]  戦争のない世界

の実現について、グ

ループで話し合った

内容を基に、基本的

な語句や文を用い

て、考えを書いて伝

えている。

[S発]  最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

構文を用いて、発表

している。

(Grammar for 

Communication)

[L] 写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついての対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 戦争の悲惨さや

平和の重要性、写真

の持つ力について、

理解を深めるため

に、20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を主体的に読み

取り、概要や要点を

把握しようとしてい

る。

[Sや] 本文中で紹介

されている写真や、

戦争のない世界の実

現などについて、基

本的な語句や文を用

いて、主体的に考え

を話して伝えたり、

相手からの質問に答

えようとしたりして

いる。

[W] 戦争のない世界

の実現について、グ

ループで話し合った

内容を基に、基本的

な語句や文を用い

て、主体的に考えを

書いて伝えようとし

ている。

[S発]  最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

構文を用いて、主体

的に発表しようとし

ている。

(Grammar for 

Communication)

712 Lesson 8 
Not So 
Long Ago

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(イ)

●戦争の悲惨さや平

和の重要性、写真の

持つ力について、理

解して考えを深める

ことができる。

●本文中で紹介され

ている写真や戦争の

ない世界の実現など

について、意見を交

換したり、書いて伝

えたりすることがで

きる。

[L] 写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついての対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取ること

ができる。

[R] 20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を読み、概要や

要点を把握すること

ができる。

[Sや] 文章中で紹介

されている写真や戦

争のない世界の実現

などについて、基本

的な語句や文を用い

て、自分の考えを話

して伝え合うことが

できる。

[W] 戦争のない世界

の実現などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、グルー

プで話し合った内容

を基に、考えを書い

て伝えることができ

る。

[S発] 最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

扉 [知識] 

仮定法過去、S＋V＋

O1+O2（O2＝疑問詞

節）、付帯状況を表す

with に関する事項を理

解している。

ガイドの解説の中で使

われている表現の意味

や働きを理解してい

る。

[技能]

[L] 写真の持つ力や歴

史的なできごとについ

て、対話の中での話題

の展開に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 20世紀を振り返る

写真展のガイドの解説

について、仮定法過

去、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）、付

帯状況を表すwith や本

文中で使われている表

現に留意して、読み取

る技能を身に付けてい

る。

[Sや］本文中で紹介さ

れている写真や、戦争

のない世界の実現など

について、自分の意見

を述べる表現や賛成・

反対を表明する表現な

どを用いて、円滑に意

見を交換する技能を身

に付けている。

[W] 戦争のない世界の

実現などについて、グ

ループで話し合った内

容を基に、考えを書い

て伝える技能を身に付

けている。

[S発]   最近、テレビ番

組や映画などから学ん

だことについて、S＋V

＋O1+O2（O2＝疑問

[L] 地球温暖化がア

ラスカに与える影響

について、対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取って

捉えている。

[R］星野道夫さんの

自然に対する考え方

やアラスカの自然や

人々の暮らしについ

て、理解を深めるた

めに、星野道夫さん

のアラスカでの体験

に関する文章を読み

取り、概要や要点を

把握している。

[Sや] 自然に対する

自身の考えや身の回

りの環境問題などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W]  身の回りの環境

問題や関心のある環

境問題などについ

て、グループで話し

合った内容を基に、

基本的な語句や文を

用いて、考えや経験

を書いて伝えてい

る。

[L] 地球温暖化がア

ラスカに与える影響

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら主体的に聞

き取って捉えようと

している。

[R] 星野道夫さんの

自然に対する考え方

やアラスカの自然や

人々の暮らしについ

て、理解を深めるた

めに、星野道夫さん

のアラスカでの体験

に関する文章を主体

的に読み取り、概要

や要点を把握しよう

としている。

[Sや] 自然に対する

自身の考えや身の回

りの環境問題などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[W] 身の回りの環境

問題や関心のある環

境問題などについ

て、グループで話し

合った内容を基に、

基本的な語句や文を

用いて、主体的に考

えや経験を書いて伝

えようとしている。

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

11 Lesson 7 
Living in 
Alaska

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
カ(ア)(イ)

●写真家・星野道夫

さんの自然に対する

考え方、アラスカの

自然や人々の暮らし

について、理解して

考えを深めることが

できる。

●自然や身の回りの

環境問題などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] 地球温暖化がア

ラスカに与える影響

についての対話の概

要や要点、必要な情

報を、写真を参考に

しながら聞き取るこ

とができる。

[R] 星野道夫さんの

アラスカでの体験つ

いて読み、概要や要

点を把握することが

できる。

[Sや] 自然に対する

自身の考えや身の回

りの環境問題などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、自

分の考えを話して伝

え合うことができ

る。

[W] 身の回りの環境

問題や関心のある環

境問題などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、グルー

プで話し合った内容

扉 [知識] 

seem to ～, it seems 

to ～、S＋is＋C（C＝

that節）、S＋V＋C

（C＝分詞）に関する

事項を理解している。

講演の中で使われてい

る表現の意味や働きを

理解している。

[技能]

[L] 地球温暖化がアラ

スカに与える影響につ

いて、対話の中での話

題の展開に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 星野道夫さんのア

ラスカでの体験につい

て、seem to ～, it 

seems to ～、S＋is＋

C（C＝that節）、S＋

V＋C（C＝分詞）や講

演の中で使われている

表現に留意して、読み

取る技能を身に付けて

いる。

[Sや］自然に対する自

身の考えや身の回りの

環境問題などについ

て、自分の意見を述べ

る表現などを用いて、

円滑に意見を交換する

技能を身に付けてい

る。

[W] 身の回りの環境問

題や関心のある環境問

題などについて、グ

ループで話し合った内

容を基に、考えや経験

[L] アメリカの子ど

もたちの自由時間の

使い方について、対

話の概要や要点、必

要な情報を、グラフ

を参考にしながら聞

き取って捉えてい

る。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点につい

て、理解を深めるた

めに、スマートフォ

ンをめぐる現状と懸

念に関する文章を読

み取り、概要や要点

を把握している。

[Sや]  スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、考えを

話して伝えたり、相

手からの質問に答え

たりしている。

[W]  幼少期にスマー

トフォンやゲームな

どから受けた影響に

ついて、グループで

話し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、考えを

書いて伝えている。

[S発]   自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、紹介

している。

(Grammar for 

Communication)

[L] アメリカの子ど

もたちの自由時間の

使い方についての対

話の概要や要点、必

要な情報を、グラフ

を参考にしながら主

体的に聞き取って捉

えようとしている。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点につい

て、理解を深めるた

めに、スマートフォ

ンをめぐる現状と懸

念に関する文章を主

体的に読み取り、概

要や要点を把握しよ

うとしている。

[Sや] スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを話して伝え

たり、相手からの質

問に答えようとした

りしている。

[W] 幼少期にスマー

トフォンやゲームか

ら受けた影響などに

ついて、グループで

話し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

ようとしている。

[S発] 自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、主体

的に紹介しようとし

ている。

(Grammar for 

Communication)

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

10 Lesson 6 
You and 
Your 
Smartph
one― 
Who's in 
Charge?

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(ア)

●スマートフォンの

使用に関するよい点

と問題点について、

理解して考えを深め

ることができる。

●スマートフォンの

使用に関するよい点

と問題点などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] アメリカの子ども

たちの自由時間の使

い方についての対話

の概要や要点、必要

な情報を、グラフを

参考にしながら聞き

取ることができる。

[R] スマートフォン

の使用に関するよい

点と問題点について

読み、概要や要点を

把握することができ

る。

[Sや] スマートフォ

ンの使用に関する自

身の経験や考え、幼

少期にスマートフォ

ンやゲームから受け

た影響などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、自分の

考えを話して伝え合

うことができる。

[W] 幼少期にスマー

トフォンやゲームか

ら受けた影響につい

て、基本的な語句や

文を用いて、グルー

プで話し合った内容

を基に、考えや経験

を書いて伝えること

ができる。

[S発] 自分の町の観

光地について、関係

副詞を用いて、紹介

することができる。

(Grammar for 

[知識] 

関係副詞、S+V+O+C

（C＝原形不定詞／分

詞）に関する事項を理

解している。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] アメリカの子ども

たちの自由時間の使い

方について、対話の中

での両者の考え方の違

いや示されているグラ

フの内容に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] スマートフォンの

使用に関するよい点と

問題点について、関係

副詞、S+V+O+C（C

＝原形不定詞／分詞）

や本文中で使われてい

る表現に留意して、読

み取る技能を身に付け

ている。

[Sや] スマートフォン

の使用に関する自身の

経験や考え、幼少期に

スマートフォンやゲー

ムから受けた影響など

について、自分の経験

を述べる表現や例をあ

げる表現などを用い

て、円滑に意見を交換

する技能を身に付けて

いる。

[W] 幼少期にスマート

フォンやゲームなどか

ら受けた影響につい

て、グループで話し

合った内容を基に、考

えや経験を書いて伝え

る技能を身に付けてい

る。

[S発]  自分の町の観光

地について、関係副詞

を用いて、紹介する技

能を身に付けている。



What's 

the 

Topic?

20世紀の歴史について説明するモノローグの概要や

要点を聞き取り、聞き取った内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

20世紀の重要なできごとに関する調査から読み取っ

たことについて話し合う。

○

本文 20世紀を振り返る写真展のガイドの解説について、

概要や要点を聞き取ったり読み取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

本文中で紹介されている写真や20世紀に起こったよ

いできごとなどについて、意見を交換する。

○

Wrap It 

Up!

20世紀を振り返る写真展のガイドの解説について、

概要や要点を表に書いて整理したりしながら、書い

てまとめる。

○ ○

写真の持つ力や歴史的なできごとについての対話か

ら、概要や詳細を聞き取る。

○

戦争のない世界の実現について、考えや意見を交換

する。

戦争のない世界の実現のためにできることについ

て、グループで話し合った内容を基に、考えを書

く。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

仮定法過去、S＋V＋O1+O2（O2＝疑問詞節）、付

帯状況を表すwithを使って、自身の願望を書いた

り、テレビ番組や映画から学んだことについて発表

したりする。

○ ○ ○

Another 

Point of 

View

「焼き場に立つ少年」を長崎で撮影したジョー・オ

ダネルさんに関する文章について、概要を聞き取っ

たり読み取ったりする。

もし写真家になったらどのような写真を撮りたい

か、意見を交換する。

提示された2枚の写真のいずれかについて、どのよう

な経緯でその写真が撮影されたか、背後のストー

リーを想像して伝え合う。

○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

博物館に関する経験やイースター島について知って

いることなどについて、話し合う。

○

What's 

the 

Topic?

イースター島民による大英博物館へのモアイ像の返

還要求について説明するモノローグの概要や要点を

聞き取り、聞き取った内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

イースター島やモアイ像に関する基本情報をまとめ

た表や地図から読み取ったことについて話し合う。

○

本文 イースター島民による大英博物館へのモアイ像の返

還要求について、概要や要点を聞き取ったり読み

取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

大英博物館とイースター島民のそれぞれの主張など

について意見を交換したり、大英博物館やイース

ター島民の態度や行動の取り方について提案を書い

たりする。

○ ○

Wrap It 

Up!

イースター島民による大英博物館へのモアイ像の返

還要求について、概要や要点を表に書いて整理した

りしながら、書いてまとめる。

○ ○

ルーブル美術館からモナ・リザが盗み出された事件

についての対話から、概要や詳細を聞き取る。

○

大英博物館とイースター島民のそれぞれの主張につ

いて、自分の立場を明確にしながら考えや意見を書

く。

大英博物館とイースター島民のそれぞれの主張につ

いて、書いた内容を基に、考えや意見を交換する。

○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

受動態の完了形、助動詞＋be＋過去分詞、関係代名

詞の非制限用法を使って、校則に対する自分の意見

を書いたり、関心のある有名人を紹介したりする。

○ ○

[L］ルーブル美術館

からモナ・リザが盗

み出された事件につ

いて、対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R］旧宗主国と旧植

民地の間に存在する

文化財返還問題につ

いて、理解を深める

ために、イースター

島民による大英博物

館へのモアイ像の返

還要求に関する文章

を読み取り、概要や

要点を把握してい

る。

[W]  イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、考えを書いて

伝えている。

[Sや] 大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[S発]  自分の関心の

ある有名人につい

て、関係代名詞の非

制限用法を用いて、

紹介している。

(Grammar for 

Communication)

[L] ルーブル美術館

からモナ・リザが盗

み出された事件につ

いての対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 旧宗主国と旧植

民地の間に存在する

文化財返還問題につ

いて、理解を深める

ために、イースター

島民による大英博物

館へのモアイ像の返

還要求に関する文章

を主体的に読み取

り、概要や要点を把

握しようとしてい

る。

[W] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、主体的に考え

を書いて伝えようと

している。

[Sや]  大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[S発]  自分の関心の

ある有名人につい

て、関係代名詞の非

制限用法を用いて、

主体的に紹介しよう

としている。

(Grammar for 

Communication)

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

1 Lesson 9 
Our Lost 
Friend

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(ア)(イ)

●旧宗主国と旧植民

地の間に存在する文

化財返還問題につい

て、理解して考えを

深めることができ

る。

●大英博物館とイー

スター島民のそれぞ

れの主張などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] ルーブル美術館か

らモナ・リザが盗み

出された事件につい

ての対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取ることがで

きる。

[R] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求に関する文章を読

み、概要や要点を把

握することができ

る。

[W] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、自分の立場を

明確にしながら意見

を書いて伝えること

ができる。

[Sや] 大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、書

いた内容を基に、自

分の考えを話して伝

え合うことができ

る。

[S発] 自分の関心の

扉 [知識] 

受動態の完了形、助動

詞＋be＋過去分詞、関

係代名詞の非制限用法

に関する事項を理解し

ている。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] ルーブル美術館か

らモナ・リザが盗み出

された事件について、

対話の中での話題の展

開に注意しながら、対

話を聞き取る技能を身

に付けている。

[R] イースター島民に

よる大英博物館へのモ

アイ像の返還要求につ

いて、受動態の完了

形、助動詞＋be＋過去

分詞、関係代名詞の非

制限用法や本文中で使

われている表現に留意

して、読み取る技能を

身に付けている。

[W] イースター島民に

よる大英博物館へのモ

アイ像の返還要求など

について、自分の立場

を明確にしながら、考

えを書いて伝える技能

を身に付けている。

[Sや］大英博物館と

イースター島民のそれ

ぞれの主張などについ

て、自分の意見を述べ

る表現や賛成・反対を

表明する表現などを用

いて、円滑に意見を交

換する技能を身に付け

ている。

[S発]  自分の関心のあ

る有名人について、関

係代名詞の非制限用法

を用いて、紹介する技

[L］写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついて、対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R］戦争の悲惨さや

平和の重要性、写真

の持つ力について、

理解を深めるため

に、20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を読み取り、概

要や要点を把握して

いる。

[Sや]  本文中で紹介

されている写真や、

戦争のない世界の実

現などについて、基

本的な語句や文を用

いて、考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えたりし

ている。

[W]  戦争のない世界

の実現について、グ

ループで話し合った

内容を基に、基本的

な語句や文を用い

て、考えを書いて伝

えている。

[S発]  最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

構文を用いて、発表

している。

(Grammar for 

Communication)

[L] 写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついての対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 戦争の悲惨さや

平和の重要性、写真

の持つ力について、

理解を深めるため

に、20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を主体的に読み

取り、概要や要点を

把握しようとしてい

る。

[Sや] 本文中で紹介

されている写真や、

戦争のない世界の実

現などについて、基

本的な語句や文を用

いて、主体的に考え

を話して伝えたり、

相手からの質問に答

えようとしたりして

いる。

[W] 戦争のない世界

の実現について、グ

ループで話し合った

内容を基に、基本的

な語句や文を用い

て、主体的に考えを

書いて伝えようとし

ている。

[S発]  最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

構文を用いて、主体

的に発表しようとし

ている。

(Grammar for 

Communication)

7

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

12 Lesson 8 
Not So 
Long Ago

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(イ)

●戦争の悲惨さや平

和の重要性、写真の

持つ力について、理

解して考えを深める

ことができる。

●本文中で紹介され

ている写真や戦争の

ない世界の実現など

について、意見を交

換したり、書いて伝

えたりすることがで

きる。

[L] 写真の持つ力や

歴史的なできごとに

ついての対話の概要

や要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取ること

ができる。

[R] 20世紀を振り返

る写真展のガイドの

解説を読み、概要や

要点を把握すること

ができる。

[Sや] 文章中で紹介

されている写真や戦

争のない世界の実現

などについて、基本

的な語句や文を用い

て、自分の考えを話

して伝え合うことが

できる。

[W] 戦争のない世界

の実現などについ

て、基本的な語句や

文を用いて、グルー

プで話し合った内容

を基に、考えを書い

て伝えることができ

る。

[S発] 最近、テレビ

番組や映画などから

学んだことについ

て、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）の

扉 [知識] 

仮定法過去、S＋V＋

O1+O2（O2＝疑問詞

節）、付帯状況を表す

with に関する事項を理

解している。

ガイドの解説の中で使

われている表現の意味

や働きを理解してい

る。

[技能]

[L] 写真の持つ力や歴

史的なできごとについ

て、対話の中での話題

の展開に注意しなが

ら、対話を聞き取る技

能を身に付けている。

[R] 20世紀を振り返る

写真展のガイドの解説

について、仮定法過

去、S＋V＋O1+O2

（O2＝疑問詞節）、付

帯状況を表すwith や本

文中で使われている表

現に留意して、読み取

る技能を身に付けてい

る。

[Sや］本文中で紹介さ

れている写真や、戦争

のない世界の実現など

について、自分の意見

を述べる表現や賛成・

反対を表明する表現な

どを用いて、円滑に意

見を交換する技能を身

に付けている。

[W] 戦争のない世界の

実現などについて、グ

ループで話し合った内

容を基に、考えを書い

て伝える技能を身に付

けている。

[S発]   最近、テレビ番

組や映画などから学ん

だことについて、S＋V

＋O1+O2（O2＝疑問



Another 

Point of 

View

フランスとベナンの間における文化財返還問題に関

する新聞記事について、概要を聞き取ったり読み

取ったりする。

教科書で紹介されている文化財について、リサーチ

をおこない、わかったことを伝え合ったり、発表し

たりする。

○ ○ ○ ○

Take a 

Moment 

to Think

好きな漫画や『ピーナッツ』のキャラクターについ

て知っていることなどについて、話し合う。

○

What's 

the 

Topic?

『ピーナッツ』の作者やキャラクターについて説明

するモノローグの概要や要点を聞き取り、聞き取っ

た内容を伝え合う。

○ ○

Informat

ion

『ピーナッツ』に関する基本的な情報を読み取り、

さらに知りたいことについて話し合う。

○

本文 チャールズ・M・シュルツさんの作品に対する想い

や考えについて、概要や要点を聞き取ったり読み

取ったりする。

○ ○

Your 

Reactio

n

 チャールズ・M・シュルツさんの考えや自分に影響

を与えた漫画などについて、意見を交換する。

○

Wrap It 

Up!

『ピーナッツ』のキャラクターの特徴や作者の作品

に対する想いや考えについて、概要や要点を表に書

いて整理したりしながら、書いてまとめる。

○ ○

『ピーナッツ』のように人気のある日本のアニメに

ついての対話から、概要や詳細を聞き取る。

○

好きな漫画から学んだこと、印象に残っていること

ばについて、発表する。

好きな漫画から学んだことについて、グループで発

表し合った内容を基に、考えを書く。

○ ○ ○

Gramma

r for 

Commu

nication

仮定法過去完了、used to ～, would ～、形式目的語

it を使って、状況に応じた文や自分の経験を書く。

○

Another 

Point of 

View

2つの『ピーナッツ』の4コマ漫画を紹介する文章に

ついて、概要を聞き取ったり読み取ったりする。

4コマ漫画の内容から登場人物の性格を想像した

り、分析したりしながら考えや意見を交換する。

○ ○ ○

物語の概要や要点、登場人物の心情を聞き取ったり

読み取ったりする。

○ ○

物語の概要や要点について、考えを話したり書いた

りして伝え合う。

○ ○ ○

[L］ 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら聞き取っ

て捉えている。

[R］物語を読み取

り、概要や要点、登

場人物の心情を把握

している。

[S発] 物語の概要に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、イ

ラストやキーワード

を参考にしながら、

発表して伝えてい

る。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W]  物語の要点につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、考え

を書いて伝えてい

る。

[L]  物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら主体的に

聞き取って捉えよう

としている。

[R] 物語を主体的に

読み取り、概要や要

点、登場人物の心情

を把握しようとして

いる。

[S発] 物語の概要に

ついて、イラストや

キーワードを参考に

しながら、基本的な

語句や文を用いて、

主体的に発表して伝

えようとしている。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[W]  物語の要点につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、主体

的に考えを書いて伝

えようとしている。

3

Comprehension

2 Reading 
Santa 
Closet

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)
ウ(ア)
エ(ア)
オ(ア)
カ(ア)

●クリスマスにまつ

わるひとりの少年の

物語を読んで、物語

の概要や要点、登場

人物の心情を捉える

ことができる。

●物語を読んで、物

語の概要や要点を話

したり書いたりして

伝えることができ

る。

[L] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら聞き取る

ことができる。

[R] 物語を読み、概

要や要点、登場人物

の心情を、イラスト

を参考にしながら把

握することができ

る。

[S発] 物語の概要に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、イ

ラストやキーワード

を参考にしながら発

表することができ

る。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝え合う

ことができる。

[W]  物語の要点につ

本文 [知識] 

物語の中で使われてい

る表現の意味や働きを

理解している。

[技能]

[L] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考に

しながら聞き取る技能

を身に付けている。

[R] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考に

しながら、物語の中で

使われている表現に留

意して、読み取る技能

を身に付けている。

[S発] 物語の概要につ

いて、イラストやキー

ワードを参考にしなが

ら、発表する技能を身

に付けている。

[Sや］物語の要点につ

いて、自分の意見を述

べる表現などを用い

て、円滑に意見を交換

する技能を身に付けて

いる。

[W]  物語の要点につい

て、考えを書いて伝え

る技能を身に付けてい

る。

[L］『ピーナッツ』

のように人気のある

日本のアニメについ

て、対話の概要や要

点、必要な情報を、

イラストを参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R］『ピーナッツ』

の世界的人気の理由

や作者が考える「人

生の成功」につい

て、理解を深めるた

めに、作者の作品に

対する想いや考えに

関する文章を読み取

り、概要や要点を把

握している。

[Sや] チャールズ・

M・シュルツさんの

考えや自分に影響を

与えた漫画などにつ

いて、基本的な語句

や文を用いて、考え

を話して伝えたり、

相手からの質問に答

えたりしている。

[S発] 好きな漫画か

ら学んだことや印象

に残っていることば

について、基本的な

語句や文を用いて、

情報や考えを発表し

て伝えている。

[W]  好きな漫画から

学んだことなどにつ

いて、グループで発

表し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、情報や

考えを書いて伝えて

いる。

[L] 『ピーナッツ』

のように人気のある

日本のアニメについ

ての対話の概要や要

点、必要な情報を、

イラストを参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 『ピーナッツ』

の世界的人気の理由

や作者のチャール

ズ・M・シュルツさ

んが考える「人生の

成功」について、理

解を深めるために、

作者の作品に対する

想いや考えに関する

文章を主体的に読み

取り、概要や要点を

把握しようとしてい

る。

[Sや] チャールズ・

M・シュルツさんの

考えや自分に影響を

与えた漫画などにつ

いて、基本的な語句

や文を用いて、主体

的に考えを話して伝

えたり、相手からの

質問に答えようとし

たりしている。

[S発] 好きな漫画か

ら学んだことや印象

に残っていることば

について、基本的な

語句や文を用いて、

主体的に情報や考え

を発表して伝えよう

としている。

[W] 好きな漫画から

学んだことなどにつ

いて、グループで発

表し合った内容を基

に、基本的な語句や

文を用いて、主体的

に考えを書いて伝え

8

Section 
1~4

課末

Give It a 

Try!

1-2 Lesson 
10 Good 
Ol' 
Charlie 
Brown

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(ア)(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(ア)

●『ピーナッツ』の

世界的人気の理由や

作者のチャールズ・

M・シュルツさんが

考える「人生の成

功」について、理解

して考えを深めるこ

とができる。

●自身に影響を与え

た漫画などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] 『ピーナッツ』の

ように人気のある日

本のアニメについて

の対話の概要や要

点、必要な情報を、

イラストを参考にし

ながら聞き取ること

ができる。

[R] チャールズ・

M・シュルツさんの

作品に対する想いや

考えを読み、概要や

要点を把握すること

ができる。

[Sや] チャールズ・

M・シュルツさんの

考えや自分に影響を

与えた漫画などにつ

いて、基本的な語句

や文を用いて、情報

や考えを話して伝え

合うことができる。

[S発] 好きな漫画か

ら学んだことや印象

に残っていることば

について、基本的な

語句や文を用いて、

情報や考えを発表す

ることができる。

[W] 好きな漫画から

学んだことなどにつ

いて、基本的な語句

扉 [知識] 

仮定法過去完了、used 

to ～, would ～、形式

目的語it  に関する事項

を理解している。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] 『ピーナッツ』の

ように人気のある日本

のアニメについて、対

話の中での話題の展開

に注意しながら、対話

を聞き取る技能を身に

付けている。

[R] チャールズ・M・

シュルツさんの作品に

対する想いや考えにつ

いて、仮定法過去完

了、used to ～, would 

～、形式目的語it や本

文中で使われている表

現に留意して、読み取

る技能を身に付けてい

る。

[Sや］チャールズ・

M・シュルツさんの考

えや自身に影響を与え

た漫画などについて、

自分の意見を述べる表

現や例をあげる表現な

どを用いて、円滑に意

見を交換する技能を身

に付けている。

[S発] 好きな漫画から

学んだことや印象に

残っていることばにつ

いて、考えを発表する

技能を身に付けてい

る。

[W] 好きな漫画から学

んだことなどについ

て、グループで発表し

合った内容を基に、考

えを書いて伝える技能

[L］ルーブル美術館

からモナ・リザが盗

み出された事件につ

いて、対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら聞き取って捉

えている。

[R］旧宗主国と旧植

民地の間に存在する

文化財返還問題につ

いて、理解を深める

ために、イースター

島民による大英博物

館へのモアイ像の返

還要求に関する文章

を読み取り、概要や

要点を把握してい

る。

[W]  イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、考えを書いて

伝えている。

[Sや] 大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[S発]  自分の関心の

ある有名人につい

て、関係代名詞の非

制限用法を用いて、

紹介している。

(Grammar for 

Communication)

[L] ルーブル美術館

からモナ・リザが盗

み出された事件につ

いての対話の概要や

要点、必要な情報

を、写真を参考にし

ながら主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R] 旧宗主国と旧植

民地の間に存在する

文化財返還問題につ

いて、理解を深める

ために、イースター

島民による大英博物

館へのモアイ像の返

還要求に関する文章

を主体的に読み取

り、概要や要点を把

握しようとしてい

る。

[W] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、主体的に考え

を書いて伝えようと

している。

[Sや]  大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[S発]  自分の関心の

ある有名人につい

て、関係代名詞の非

制限用法を用いて、

主体的に紹介しよう

としている。

(Grammar for 

Communication)

7

課末

1 Lesson 9 
Our Lost 
Friend

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)(イ)
ウ(イ)
エ(ア)(イ)
オ(ア)
カ(ア)(イ)

●旧宗主国と旧植民

地の間に存在する文

化財返還問題につい

て、理解して考えを

深めることができ

る。

●大英博物館とイー

スター島民のそれぞ

れの主張などについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] ルーブル美術館か

らモナ・リザが盗み

出された事件につい

ての対話の概要や要

点、必要な情報を、

写真を参考にしなが

ら聞き取ることがで

きる。

[R] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求に関する文章を読

み、概要や要点を把

握することができ

る。

[W] イースター島民

による大英博物館へ

のモアイ像の返還要

求などについて、基

本的な語句や文を用

いて、自分の立場を

明確にしながら意見

を書いて伝えること

ができる。

[Sや] 大英博物館と

イースター島民のそ

れぞれの主張などに

ついて、基本的な語

句や文を用いて、書

いた内容を基に、自

分の考えを話して伝

え合うことができ

る。

[S発] 自分の関心の

[知識] 

受動態の完了形、助動

詞＋be＋過去分詞、関

係代名詞の非制限用法

に関する事項を理解し

ている。

本文中で使われている

表現の意味や働きを理

解している。

[技能]

[L] ルーブル美術館か

らモナ・リザが盗み出

された事件について、

対話の中での話題の展

開に注意しながら、対

話を聞き取る技能を身

に付けている。

[R] イースター島民に

よる大英博物館へのモ

アイ像の返還要求につ

いて、受動態の完了

形、助動詞＋be＋過去

分詞、関係代名詞の非

制限用法や本文中で使

われている表現に留意

して、読み取る技能を

身に付けている。

[W] イースター島民に

よる大英博物館へのモ

アイ像の返還要求など

について、自分の立場

を明確にしながら、考

えを書いて伝える技能

を身に付けている。

[Sや］大英博物館と

イースター島民のそれ

ぞれの主張などについ

て、自分の意見を述べ

る表現や賛成・反対を

表明する表現などを用

いて、円滑に意見を交

換する技能を身に付け

ている。

[S発]  自分の関心のあ

る有名人について、関

係代名詞の非制限用法

を用いて、紹介する技



スピーチの概要や要点、話し手の意図を聞き取った

り読み取ったりする。

○ ○

スピーチの要点や話し手の意図について、考えを話

したり書いたりして伝え合う。

○ ○

[L］スピーチの概要

や要点、話し手の意

図を聞き取って捉え

ている。

[R］スピーチを読み

取り、概要や要点、

話し手の意図を把握

している。

[Sや] スピーチの要

点や話し手の意図に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W]  スピーチの要点

や話し手の意図につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、考え

を書いて伝えてい

る。

[L]  スピーチの概要

や要点、話し手の意

図を主体的に聞き

取って捉えようとし

ている。

[R]  スピーチを主体

的に読み取り、概要

や要点、話し手の意

図を把握しようとし

ている。

[Sや] スピーチの要

点や話し手の意図に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[W]  スピーチの要点

や話し手の意図につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、主体

的に考えを書いて伝

えようとしている。

4

Now That You 

Have Read

2-3 Optional 
Lesson 
Find 
Your 
Own 
Donut

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(イ)
ウ(イ)
エ(イ)
カ(イ)

●トヨタ自動車社

長・豊田章男さんの

スピーチにこめられ

たメッセージについ

て、理解して考えを

深めることができ

る。

●豊田章男さんのス

ピーチにこめられた

メッセージについ

て、意見を交換した

り、書いて伝えたり

することができる。

[L] スピーチの概要や

要点、話し手の意図

を聞き取って把握す

ることができる。

[R] スピーチを読

み、概要や要点、話

し手の意図を把握す

ることができる。

[Sや] スピーチの概要

や要点、話し手の意

図について、基本的

な語句や文を用い

て、考えを話して伝

え合うことができ

る。

[W] ] スピーチの概要

や要点、話し手の意

図について、基本的

本文 [知識] 

スピーチの中で使われ

ている表現の意味や働

きを理解している。

[技能]

[L] スピーチの概要や

要点、話し手の意図を

聞き取って把握する技

能を身に付けている。

[R] スピーチの概要や

要点、話し手の意図

を、スピーチの中で使

われている表現に留意

して、読み取る技能を

身に付けている。

[Sや］スピーチの要点

や話し手の意図につい

て、自分の意見を述べ

る表現などを用いて、

円滑に意見を交換する

技能を身に付けてい

る。

[W]  スピーチの要点や

話し手の意図につい

て、考えを書いて伝え

る技能を身に付けてい

る。

[L］ 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら聞き取っ

て捉えている。

[R］物語を読み取

り、概要や要点、登

場人物の心情を把握

している。

[S発] 物語の概要に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、イ

ラストやキーワード

を参考にしながら、

発表して伝えてい

る。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝えた

り、相手からの質問

に答えたりしてい

る。

[W]  物語の要点につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、考え

を書いて伝えてい

る。

[L]  物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら主体的に

聞き取って捉えよう

としている。

[R] 物語を主体的に

読み取り、概要や要

点、登場人物の心情

を把握しようとして

いる。

[S発] 物語の概要に

ついて、イラストや

キーワードを参考に

しながら、基本的な

語句や文を用いて、

主体的に発表して伝

えようとしている。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、主

体的に考えを話して

伝えたり、相手から

の質問に答えようと

したりしている。

[W]  物語の要点につ

いて、基本的な語句

や文を用いて、主体

的に考えを書いて伝

えようとしている。

32 Reading 
Santa 
Closet

(1)ア イ 
ウ エ

(2)ア イ 
ウ

(3)①
ア
イ(ア)
ウ(ア)
エ(ア)
オ(ア)
カ(ア)

●クリスマスにまつ

わるひとりの少年の

物語を読んで、物語

の概要や要点、登場

人物の心情を捉える

ことができる。

●物語を読んで、物

語の概要や要点を話

したり書いたりして

伝えることができ

る。

[L] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考

にしながら聞き取る

ことができる。

[R] 物語を読み、概

要や要点、登場人物

の心情を、イラスト

を参考にしながら把

握することができ

る。

[S発] 物語の概要に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、イ

ラストやキーワード

を参考にしながら発

表することができ

る。

[Sや] 物語の要点に

ついて、基本的な語

句や文を用いて、考

えを話して伝え合う

ことができる。

[W]  物語の要点につ

[知識] 

物語の中で使われてい

る表現の意味や働きを

理解している。

[技能]

[L] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考に

しながら聞き取る技能

を身に付けている。

[R] 物語の概要や要

点、登場人物の心情

を、イラストを参考に

しながら、物語の中で

使われている表現に留

意して、読み取る技能

を身に付けている。

[S発] 物語の概要につ

いて、イラストやキー

ワードを参考にしなが

ら、発表する技能を身

に付けている。

[Sや］物語の要点につ

いて、自分の意見を述

べる表現などを用い

て、円滑に意見を交換

する技能を身に付けて

いる。

[W]  物語の要点につい

て、考えを書いて伝え

る技能を身に付けてい

る。



年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 1 学年 教科： 外国語（英語） 科目： 3 単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 論理表現1

対象学年・組： 第 1 学 年 1組～6組

教科担当者:（1組後藤貴子 ）（2組 後藤貴子 ）（3組 入江彰 ）（4組 入江彰 ）（5組 入江彰 ）（6組 入江彰 ）

使用教科書： EARTHRISE English Logic and Expression 1 Standard

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等：論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等：コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 論理表現1 の目標

聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと ① ② ③

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

105

○

○

○

○

聞くこと：日常的・基本的な会話や短いモノ

ローグを聞いて、要点を捉えることができる。

直接的関係がある領域であればスピーチの概要

を捉えることができる。

読むこと：教科書の文章の要点を捉えることが

でき、英和辞典を参照すれば適切に読み取るこ

とができる。教科書と関連のあるの平易な文章

を、理解することができる。

○

○ ○

36

42

24○ ○

話すこと（やり取り）：自分や身近な人の情

報、買い物、地元の地理などについて、情報交

換ができる。直接的関係がある領域については

質問に適切に応答できる。

話すこと（発表）：自分や身近な人の情報、買

い物、地元の地理など、直接的関係がある領域

については描写することができ、準備をしてス

ピーチで発表することができる。

聞くこと：教科書で学んだ文法や語彙を正しく

使用し、直接的関係がある領域について単純で

直接的な英文を作ることができる。

（CAN-DOリストによる）

○

○

１学期

２学期

３学期

Lesson 9～10

比較　仮定法

○○

○○ ○

態　準動詞　関係詞

○○

論理表現1

配当時数合計

①知識及び技能

教科書で学んだ文法・語法を十分に理解してい

る。平易な発話を聞き取り要点を理解できる。

伝達可能な発音ができる。

②思考力、判断力、表現等

教科書で学んだ知識を元に日常的・基本的な発

話を聞き取り要点を理解できる。直接的関係が

ある領域についての英作文ができる。

③学びに向かう力、人間性等

学年末考査

文型　時制　助動詞

Lesson 1～4

１学期定期考査

Lesson 5～8

２学期定期考査

教科書を予習することにより積極的に授

業に参加し、復習や課題によって言語の

習得に前向きに取り組む。

評価規準
領域 目標

単元の具体的な指導目標 配当時数



教授用資料

年間授業計画

教　科：情報　科　目：情報Ⅰ　単位数：2単位

対象学年組：第1学年　1組～6組

教科担当者：（１組：　窪寺　）（２組：　窪寺　）（３組：　窪寺　）（４組：　窪寺　）（５組：　窪寺　）（６組：　窪寺　）

使用教科書：高等学校情報Ⅰ（数研出版）

教科（情報）の目標：

【学びに向かう力、人間性等】情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

科目（情報Ⅰ）の目標：

知識・技能 思考・判断・表現

効果的なコミュニケーションの実現，コン

ピュータやデータの活用について理解し，

技能を身に付けているとともに，情報社会

と人との関わりについて理解している。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉

え，問題の発見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に活用する力を養

う。

学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実習や指導上の留意点）

第1編　情報社会の問題解決

第1章　情報とメディア 4

A　情報とは何か

B　情報源と情報の検証

C　情報とメディアの特性

D　問題解決のプロセス

・何気なく使っている言葉である「情報」

とは何かを理解させる。

・様々なメディアの特徴や，情報の適切な

表現形式について理解させる。

・情報や情報技術を活用して問題を発見・

解決する方法を身に付けさせる。

・問題解決の目的や状況に応じて，情報や

情報技術を適切かつ効果的に活用して問題

を発見・解決する方法について考えさせ

る。

・クロスチェックの重要性を理解させ

る。

・情報の表現形式の変換により，失われ

たりつけ加わったりする情報があること

について，写真から文章への変換などの

事例を挙げて考えさせる。

・問題解決のプロセスを理解させる。

・巻末実習2を活用し，問題解決の方法

を学習させる。

・問題解決では，具体的な改善案を考え

させる活動を取り入れる。その際，問題

解決の過程や解決後に，評価・改善する

ことの意義や重要性についても理解させ第2章　情報社会における法とセキュリティ 7

A　情報社会と法規・制度

B　個人情報の適正な利活用と保護

C　知的財産権

D　情報セキュリティ

E　情報セキュリティ対策のための技

術

・情報社会でよりよく生きるために，情報

に関する法規・制度や情報社会における個

人の責任，情報モラルにもとづいた行動に

ついて理解させる。

・個人情報やプライバシーの保護・活用に

関連する法律の意義や目的，内容について

・巻末実習1を行い，情報モラルの問題

について話しあいを行わせる。

・知的財産権にかかわる実際の事例を調

べさせるなど，具体的な事例を通して理

解させる。

・情報セキュリティに関しては，パソコ第3章　情報技術が社会に及ぼす影響 3

A　情報技術の発展の光と影

B　情報技術の適切な活用

・人工知能やデジタルトランスフォーメー

ションなど，発展する情報技術と情報技術

がもたらす社会の変化や経済の効率化につ

いて理解させる。

・情報格差，インターネット依存症，イン

ターネット上のトラブルなどを学び，情報

技術の適切な活用について理解させる。

・情報や情報技術の適切かつ効果的な活用

と望ましい情報社会の構築について考えさ

せる。

・人工知能の進化による働き手に求めら

れる能力の変化について話しあう活動を

取り入れる。

・インターネット依存症に関連し，自身

の1日のインターネットの利用時間を見

直す活動を取り入れる。

・望ましい情報社会の在り方について考

えたり，情報社会をよりよくする方法に

ついて提案したりする活動を取り入れ

る。

第2編　コミュニケーションと情報デザイン

第1章　情報のデジタル表現 6

A　アナログとデジタル

B　デジタル情報の表現

C　文字のデジタル表現

D　音のデジタル表現

E　画像のデジタル表現

F　動画のデジタル表現

G　データの圧縮

・情報のデジタル化の基礎的な知識とし

て，アナログとデジタルのちがいとデジタ

ル情報の特徴を理解させる。

・情報のデジタル化の基礎的な知識と技術

として，ビットの概念，2進法による表現，

文字，音，画像，動画のデジタル化の原理

と表現方法を理解させる。

・デジタル情報のデータ圧縮の原理と具体

例について理解させる。

・デジタル化によるメリットやデメリッ

トを対比させながら説明する。

・デジタル化により，情報を劣化させず

に様々な処理が容易にできることを理解

させる。

・できるだけ多くの実習を行い，デジタ

ル化の原理を実感させる。

・巻末実習3を行い，2進法と10進法の関

係を正しく理解させる。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科：情報　科目：情報Ⅰ

1

学

期

情報社会との関わりについて考えながら，問

題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報

技術を活用し，自ら評価し改善しようとして

いる。

主体的に学習に取り組む態度

【 知　識　及　び　技　能 】情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとと

もに, 情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用する力を養う。
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教授用資料

学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実習や指導上の留意点）

第2章　コミュニケーション手段の発展

と特徴

3

A　通信とその進展

B　マスコミュニケーションの進展

C　情報の発信とメディアの性質

・古代からの技術的な進歩やコンピュータ

を使った通信の歴史を概観し，コミュニ

ケーション手段の発展について理解させ

る。

・情報伝達のメディアの性質を科学的に理

解させるとともに，情報をわかりやすく表

現し効率的に伝達するために，適切な情報

機器やメディアを選択し利用する方法を身

に付けさせる。

・身近なコミュニケーション手段を取り

上げ，情報通信技術の進展がコミュニ

ケーション手段を変化させてきたことを

理解させる。

・メディアやコミュニケーション手段を

目的や状況に応じてどのように選択する

かを考える活動を取り入れる。

第3章　情報デザイン 3

A　情報を表現する方法

B　ユニバーサルデザイン

・情報デザインが人や社会に果たしている

役割を理解させる。

・情報を抽象化・構造化・可視化する方法

を身に付けさせる。

・情報を伝える目的や受け手の状況をふま

えた適切かつ効果的な情報デザインを考え

させるとともに，それらを表現し，評価し

改善する活動を行わせる。

・ユーザビリティやアクセシビリティ，ユ

ニバーサルデザイン等について，身近な具

体例を挙げながら理解させる。

・巻末実習4を活用し，伝えたい情報を

わかりやすく表現するために必要な知識

と技術を習得させる。

・ユーザビリティ，アクセシビリティの

意味を理解させ，どのようにすればコン

ピュータやインターネットが使いやすく

なるかを考えさせる。

・バリアフリーやユニバーサルデザイン

の重要性を認識させる。

第4章　プレゼンテーション 4

A　プレゼンテーションとは

B　プレゼンテーションの流れと注意

点

・コミュニケーション手段の1つとして用い

られているプレゼンテーションの基本，重

要性，手法を理解させるとともに，情報デ

ザインの考え方や方法を表現する技能を身

に付けさせる。

・効果的なコミュニケーションを行うため

に，プレゼンテーションの注意点，プレゼ

ンテーションソフトウェアの上手な使い方

を身に付けさせるとともに，プレゼンテー

ションを実施し，評価し改善する活動を行

わせる。

・プレゼンテーション用の資料を実際に

作成し，実践力を高める。

・プレゼンテーションソフトウェアの操

作にあたっては，適宜巻末資料を参照さ

せる。

・プレゼンテーションの実習では，生徒

どうしで相互評価させ，改善させる場面

も取り入れる。

第3編　コンピュータとプログラミング

第1章　コンピュータのしくみ 4

A　コンピュータの構成

B　コンピュータのソフトウェア

C　コンピュータでの数値の内部表現

・コンピュータや外部装置の基本的なしく

みや特徴を理解させる。

・OSやアプリケーションプログラムなどの

ソフトウェアの基本的な機能を理解させ

る。

・コンピュータの内部における情報の表現

方法と計算に関する限界について理解させ

る。

・コンピュータで扱われる数や情報の特徴

とコンピュータの能力との関係について考

えさせる。

・CPU，記憶装置，入出力装置，OS，

ファイルの基礎などについて，できるだ

け実物を扱いながら，そのしくみを理解

させる。

第2章　プログラミング 6

A　アルゴリズム

B　プログラミング言語とは

C　プログラミングの方法

・問題の解法をアルゴリズムを用いて表現

する方法を身に付けさせる。

・プログラミング言語の実行のしくみやプ

ログラミングの基本を理解させるととも

に，プログラミングによってコンピュータ

を活用する方法を身に付けさせる。

・アルゴリズムを考え，プログラミングを

行う過程において，それらを評価し改善し

ていく力を身に付けさせる。

・巻末実習5を行い，表計算ソフトウェ

アでの簡単なプログラムの作成を通して

アルゴリズムの基本を理解させる。

・巻末実習6を行い，フィボナッチ数列

のアルゴリズムとプログラムの作成を通

して，効率的なアルゴリズムの重要性に

ついて考えさせる。

1

学

期

2

学

期
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教授用資料

学習内容 指導目標（学習のねらい）
配当
時間

備考（実習や指導上の留意点）

第3章　モデル化とシミュレーション 4

A　モデル化

B　シミュレーション

・モデル化とシミュレーションの考え方や

方法を理解させるとともに，社会や自然な

どにおける事象をモデル化する方法や，シ

ミュレーションを通してモデルを評価し改

善する方法について理解させる。

・目的に応じたモデル化やシミュレーショ

ンを行い，その結果をふまえて問題を適切

に解決する方法を考えさせる。

・紙やカードを用いてモデルを表現し，

手でシミュレーションさせるなどの工夫

を行う。

・モンテカルロ法や待ち行列などのシ

ミュレーションを体験的な学習活動を通

じて行う。

第4編　情報通信ネットワークとデータの活用

第1章　ネットワークのしくみ 7

A　コンピュータネットワーク

B　通信プロトコル

C　パケット通信

D　通信の信頼性

E　IPアドレスとドメイン名

F　WWWのしくみとURL

G　電子メールの送受信のしくみ　

H　情報の暗号化

・情報通信ネットワークの基本的な方式や

プロトコルの役割について理解させる。

・通信の信頼性や情報セキュリティを確保

するための方法や技術について理解させ

る。

・目的や状況に応じて，情報通信ネット

ワークの方式やプロトコルを選択したり，

情報セキュリティを確保したりする方法に

ついて考えさせる。

・ハブやルータなどの機器やLAN接続の

形態などについて理解させる。

・パケット通信の原理とメリット，通信

の信頼性を確保する方法について理解さ

せる。

・電子メールやウェブサイトなどを具体

的に取り上げ，インターネットの基本的

なしくみを理解させる。

・身のまわりの情報機器を使う際に，情

報セキュリティを確保するための方法に

ついて考えさせる活動を行う。

第2章　データベース 3

A　データベース

B　さまざまな情報システム

・データベースの概念及びデータベース管

理システムの機能やデータの損失を防ぐし

くみについて理解させる。

・データベースが活用されている情報シス

テムについて，それらがサービスを提供す

るしくみや特徴，社会生活に果たす役割と

影響を理解させるとともに，サービスの効

果的な活用について考えさせる。

・構造化されたデータのデータベースか

ら必要な情報を検索してとりだすなどの

実習を行う。

・情報システムが使われている身近な

サービスについて，どんな情報がどのよ

うに処理されているか，社会生活にどの

ような役割を果たしているかを話しあう

活動を取り入れる。

第3章　データの分析 6

A　データのさまざまな形式

B　データの収集方法

C　データの種類と尺度水準

D　データの分析

E　テキストマイニング

・データを表現・蓄積するためのデータの

形式に関する知識と，データの収集，整

理，分析する方法について理解させる。

・表計算ソフトウェアなどを使って簡単な

データ処理や分析を行う方法を身に付けさ

せる。

・データの収集，整理，分析の方法や，そ

の結果を表す方法を適切に選択するととも

に，それらについて評価し改善する力を身

に付けさせる。

・巻末実習7，8を活用し，データ分析の

方法を習得させるとともに，得られた結

果からどのようなことがわかるか考えさ

せる。

2

学

期

3

学

期
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標： よりよい生き方を主体的に選択し行動する資質・能力を育成することを目指す

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

A 単元　進路について考える
【知識及び技能】進路についての講
話を聞き、進路実現に向けた知識を
つける。
【思考力、判断力、表現力等】模試
等を通じて、自分自身の学力を把握
し、進路実現に向けて計画を立て
る。自分の性格や特性を知り、自身
の進路について考える。

・指導事項　模擬試験、進路ガイ
ダンス等
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

○

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

２
学
期

C 単元　社会課題について考える
情報モラルや身体障碍について学
び、課題を理解し、その解決策につ
いて話し合う。また薬物の危険性を
理解する。

・指導事項　視聴覚資料やワーク
シートを用いた授業
・教材　DVD　ワークシート等
・一人１台端末の活用
・体験活動　等

○

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

○ ○

・指導事項　外部講師による講演
・教材　ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
・体験活動

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

○ ○ ○

D 単元　上級救命講習
講習を通して、自助・共助・公助
の精神を養う。

○

6

6

F　単元　小論文に関するルールを
知り、実際に小論文の執筆に取り組
む。

○

E　単元　グローバル化が進展する
社会
演習を通してコミュニケーション能
力を高める。

・指導事項　外部施設における体
験活動
・教材　ワークシート等
・一人１台端末の活用　等

6

・指導事項　小論文
指導

6

合計

36

○ ○

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】授業の出欠
と参加状況、振り返りノートやワークートの
取り組みから判断する。

○ ○

○ ○ 6

態

B 単元　ビジネスプランの作成
ビジネスプランを立てる上での基礎
を学んだうえで、実際に作成に臨む
ことで、社会課題や自己の内にある
問題意識を理解する。

○ ○ ○ 6

・指導事項　外部講師による講演
・教材　ワークシート等
・一人１台端末の活用　等

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

人間と社会

情報を集め、整理・分析して、多面的・多角的に考察する力や考察したことを効果的に説明したり議論したりする力を養う

社会の一員であることを自覚し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

社会の一員であることを自覚し、よりよい社会
を実現しようとする態度を養う

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向
けて必要な知識及び技能を身に付ける

情報を集め、整理・分析して、多面的・多角的
に考察する力や考察したことを効果的に説明し
たり議論したりする力を養う

人間と社会

（　1組：加藤　） （　2組：土屋　） （　3組：樋口　）

主体的に自己や社会の課題を発見し、解決に向けて必要な知識及び技能を身に付ける

（　5組：中野　） （　6組：神山　）

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

（　4組：後藤　）

人間と社会 人間と社会 1

人間と社会



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（２学年用） 教科　国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

論理国語
国語 論理国語 2

（１組：馬場　） （２組：奥平） （３組：馬場） （４組：奥平） （５組：馬場）

【学びに向かう力、人間性等】
言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（６組：奥平）

精選論理国語（東京書籍）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

実社会に必要な言葉の特徴や使い方、話や文章
に含まれている情報の扱い方などの国語の知識
や技能を養う。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、
創造的に考える力を養い、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

<発見への誘い>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
読書における「パラドックス」の状
態と「読書の実践」との関係性を理
解し説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者の主張を踏まえたうえで、「読
書」について自分の考えをまとめ、
説得力のある説明をしようとしてい
る。

・教材　教科書「いつもそばには本
があった」および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
「読書」について自分の意見をまとめ，発表し
ようとしている。

○ ○

定期考査
○ ○

<人間を見つめる>
【知識及び技能】
論証や学術的な学習の基礎を学ぶの
に必要な語句を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確
に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで筆者の主張を読み取り、人間
の在り方について自分の考えを深め
る。

・教材　教科書「メディアの変容」
および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章以外の多様なメディアから得た情報を文章
化できる。
【学びに向かう力、人間性等】
人間関係の分析を理解し，必要な情報を関係付
けて自分の考えを広げたり深めたりしている。

○

○ 6

<発見への誘い>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方について理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
問題について，多面的な視点で読
み，論理の展開を批判的に捉え，論
点を明確にしている。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の理解を踏まえたうえで，「芸
術」についての見方を深め，説明し
ようとしている。

・教材　教科書「ミロのヴィーナ
ス」および副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において，文章の構成や論理の展
開，表現の仕方について，書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点から評価して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで芸術における具体と抽象の関係性や，筆
者の論の進め方を捉え，学習課題に沿って見え
ないものへと思考を広げる，芸術に対する見方
を深めようとしている。

○ ○ ○ 7

1

<人間を見つめる>
【知識及び技能】
論証や学術的な学習の基礎を学ぶの
に必要な語句を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確
に捉え，論点を明確にしながら要旨
を把握する。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで筆者の主張を読み取り、人間
の在り方について自分の考えを深め
る。

・教材　教科書「分人とは何か」お
よび副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
筆者独自の造語に基づく主張を読み取り，今ま
での学習を生かして「分人」という観点から自
分とその人間関係について考えを深めようとし
ている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

<学問のまなざし>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
対比に注意して論の展開をつかみ、
要旨を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
現代における「リスク」について具
体的に考えをまとめ話し合う。

・教材　教科書「『リスク』と『リ
スク社会』」および副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的にベックとルーマンの各記述から中心的
主張を捉えて要約し、話し合おうとしている。

○ ○ ○ 6

<学問のまなざし>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や接
続の仕方の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
対比に注意して論の展開をつかみ、
要旨を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
「環世界」などの概念に注意しなが
ら「環境」について理解を深める。

・教材　教科書「『環境』とは何
か」および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
「環境」に対する筆者の主張を理解し，持続可
能な社会環境の実現に向けた具体的な取り組み
について考え，話し合おうとしている。

○ ○ ○ 7

定期考査
○ ○ 1

<社会を捉え直す>
【知識及び技能】
論証や学術的な学習の基礎を学ぶの
に必要な語句を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
例示と意見の関係を整理して主張を
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
変化する社会における人間の在り方
について考える。

・教材　教科書「『である』ことと
『する』こと」および副教材
・一人１台端末の活用　等

○ 〇

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
二項対立の論理展開や具体例と筆者の主張との
関係をつかみ、「現代社会」に対する認識を深
めようとしている。

7

定期考査

○ ○ ○ 6

<社会を捉え直す>
【知識及び技能】
論証や学術的な学習の基礎を学ぶの
に必要な語句を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
例示と意見の関係を整理して主張を
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
メディアとスポーツの関係について
理解を深める。

・教材　教科書「消費されるスポー
ツ」および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的にスポーツとメディアという社会事象の
分析を通した筆者の主張を読み取り，自分の考
えをまとめようとしている。

<イメージを読む>
【知識及び技能】
論証や学術的な学習の基礎を学ぶの
に必要な語句を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
図を適切に参照して本文中の対比を
捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
項対立の論理展開を資料と結びつけ
て理解する。

・教材　教科書「日本人の美意識」
「地図の想像力」および副教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ ○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
語句の量を増し，文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成，論理の展開などを的確に捉え，論
点を明確にしながら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
提示された図と筆者の主張との関係性や図像の
意図を把握し、積極的に要旨をまとめようとし
ている。

○ ○ ○

定期考査

11

合計

○ ○ 1

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科　国語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・
聞 書 読

古典探究
国語 古典探究 2

（１組：奥平） （２組：石井） （３組：加藤） （４組：石井） （５組：奥平） （６組：加藤）

精選古典探究（東京書籍）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

態
配当
時数

【学びに向かう力、人間性等】
言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思

○

<詩>
【知識及び技能】
唐詩の鑑賞を通して，我が国と中国
との文化の関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
唐詩の鑑賞を通して，言語感覚や想
像力を豊かにする。

・教材　教科書「近体詩」および
副教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

【知識及び技能】
我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国
など外国の文化との関係について理解を深め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の作品や文章などに表れているものの見
方，感じ方，考え方を踏まえ，内容の理解を
深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んでさまざまな唐詩を読み味わい，言語感
覚や想像力を豊かにすることができる。

○

【知識及び技能】
語句の意味や用法を理解し，必要な語句の量
を増やすことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的
確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
歌物語の特徴について正確に理解し，作品に
表れているものの見方，感じ方，考え方を読
み取ることができる。

○ ○

定期考査
○

○ ○

○

【知識及び技能】
古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理
解を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的
確に捉えて，古典特有の表現に注意し内容を
的確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで作者の観察眼や「をかし」という語に
代表される価値観について理解し，平安時代
の後宮生活について考えを深めることができ
る。

○ ○

○ 6

１
学
期

<歌物語>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や語
句の意味や用法を理解し，語感を磨
き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れているものの見方，感じ
方，考え方を読み取る。

・教材　教科書『伊勢物語』
「初冠」「月やあらぬ」および副
教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

○ 15

○ 15

<小話>
【知識及び技能】
語句の意味や用法を理解し，語感を
磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
漢文の基本的な読み方を確認する。

・教材　教科書「先従隗始」およ
び副教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

【知識及び技能】
語句の意味や用法を理解し，必要な語句の量
を増やすことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的
確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで漢文の読み方を確認し，学習課題に
沿って，故事成語の果たす役割について考え
ることができる。

1

<歌物語>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や語
句の意味や用法を理解し，語感を磨
き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れているものの見方，感じ
方，考え方を読み取る。

・教材　教科書『枕草子』「中納
言参り給ひて」「雪のいと高う降
りたるを」および副教材
・一人１台端末の活用　等

○

○ ○ 8

定期考査
○ ○ 1



○ ○

○ ○

16

1

18

定期考査 1

<作り物語り>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や語
句の意味や用法を理解し，語感を磨
き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れているものの見方，感じ
方，考え方を読み取る。

・教材　教科書『源氏物語』「若
紫」および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○ ○ ○ ○

２
学
期

【知識及び技能】
語句の意味や用法を理解し，文章の構成や展
開の仕方について理解を深めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注
意して、文章の構成や展開，表現の特色を的
確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで軍記物語の表現の特徴について整理・
理解しつつ描かれた人物像を読み取ることが
できる。

○ ○ ○

【知識及び技能】
語句の意味や用法を理解し，文章の構成や展
開の仕方について理解を深めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注
意して、文章の構成や展開，表現の特色を的
確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
登場人物の言動や話の概要とその意味につい
て考察し、まとめることができる。

○

３
学
期

<軍記物語>
【知識及び技能】
文や文章の効果的な組み立て方や語
句の意味や用法を理解し，語感を磨
き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
古典特有の表現に注意して内容を的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に表れているものの見方，感じ
方，考え方を読み取る。

・教材　教科書『平家物語』「忠
則の都落ち」「壇ノ浦の合戦」お
よび副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

定期考査

<史記>
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景を踏まえなが
ら、内容の解釈を深め，作品の価値
について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
項羽や劉邦の生き方を比較し人間の
あり方について関心を深める。

・教材　教科書「項羽」および副
教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりを踏まえ、文章の構成や展開の仕方
について理解を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の作品を多面的・多角的な視点から評価
することを通して，我が国の言語文化につい
て自分の考えを広げたり深めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
進んで項羽と劉邦の人物像を読み比べ，両者
の人生の共通点や相違点について調べ，まと
めることができる。

○ ○

14

<思想>
【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまりについて理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の成立した背景を踏まえなが
ら、内容の解釈を深め，作品の価値
について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
文章内容からそれぞれの考え方を進
んで読み取り，各テーマに対する自
分自身の考えをまとめようとする。

・教材　教科書「儒家の思想」
「道家の思想」および副教材
・一人１台端末の活用　等

〇 ○

定期考査 105

【知識及び技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりを踏まえ、文章の構成や展開の仕方
について理解を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
古典の作品を多面的・多角的な視点から評価
することを通して，我が国の言語文化につい
て自分の考えを広げたり深めることができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
思想の異なる三人の儒家の文章を読み，各
テーマに対する共通点や相違点を文章にまと
めることができる。

○ ○ ○
8

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組 (2組をのぞく)

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【知識・技能】
中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史
に関わる情報を収集して読み取る技能を身に
つけている。木簡の記録をもとに、資料から
歴史に関わる情報を収集して読み取る技能を
身につけている。
【思考・判断・表現】
中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して
読み取れる情報から、原始・古代の特色につ
いて多面的・多角的に考察し、仮説を表現し
ている。木簡の特性を踏まえ、資料を通して
読み取れる情報から、原始・古代の特色につ
いて多面的・多角的に考察し、仮説を表現し
ている。
【主体的態度】
日本列島における小国およびヤマト政権と中
国・朝鮮半島などとの交流について考察する
ことを通じて、古代の対外交流の実態を明ら
かにしようとしている。木簡を資料として活
用し、律令国家における文字文化の広がりに
ついて主体的に考察しようとしている。

○

【知識・技能】
日本列島における旧石器文化・縄文文化の成
立と変容を、自然環境の変化や大陸との影響
に着目して理解している。水稲耕作の開始・
金属器の伝来が弥生文化の社会に与えた影響
を理解し、弥生土器などの出土品から得られ
る情報を収集して読み取る技能を身につけて
いる。
【思考・判断・表現】
黒曜石などの考古資料をもとに、集落・風
習・食生活の変化などを踏まえて旧石器文
化・縄文文化の社会について考察し、表現し
ている。小国の形成から邪馬台国などの小国
の連合について、環濠集落や武器の出現、
「魏志」倭人伝などの文献資料にもとづき、
国内外の情勢を踏まえて多角的に考察した結
果を、根拠を示して表現している。
【主体的態度】
黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成
について考察することを通じて、旧石器文化
や縄文文化の特色を明らかにしようとしてい
る。日本列島における農耕社会の特色ととも
に、国家の形成につながるような社会構造の
変化について考察することを通じて、弥生文
化の特色を明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 6

○

『詳説　日本史探究』山川出版社　　

地歴公民

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を
養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土
や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。

○ 3

第1章日本文化のあけぼの
①人類文化の発生を考え、日本列島
における旧石器文化・縄文文化の時
代の社会を理解する。
②打製石器・磨製石器・縄文土器の
発掘、竪穴住居の状況など考古学の
成果によって教科書の叙述が成り
立っていることに気づく。
③大陸からの稲作伝播の様子や地域
性の顕著な道具の分布を踏まえて、
弥生文化の形成を考察する。
④集落・墓の変容から富の蓄積を理
解し、小国が形成される過程を東ア
ジア世界との交流と関連づけて考察
する。
⑤集落・墓の変容から富の蓄積を理
解し、小国が形成される過程を東ア
ジア世界との交流と関連づけて考察
する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

歴史資料と原始・古代の展望
　
①中国の歴史書の記事をもとに、日
本列島の倭の小国やヤマト政権（倭
国）と中国・朝鮮半島の諸国との交
流について、多面的・多角的に考察
する。
②古代の対外交流がヤマト政権や律
令国家の展開に向かってどのように
変化していったか、仮説を表現して
展望する。
③遺跡から出土した木簡の記載内容
をもとに、文書主義を特徴とする律
令制のもとで人・物・情報がどのよ
うに移動していたのか、多面的・多
角的に考察する。
④古代の中央・地方をめぐる物流や
地方における文字文化の広がりにつ
いて、仮説を表現して展望する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

地歴公民 日本史探究
地歴公民 日本史探究 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

(１組：中野)(3組：荒井)(4組：中野)(5組：荒井)(6組：中野)

 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

１
学
期



定期考査 ○ ○

第2章古墳とヤマト政権
①地域の首長の出現から統一国家に
至る過程を、古墳の変容からとらえ
る。
②ヤマト政権による国家の形成過程
について、東アジア世界との関係を
踏まえて考察する。
③古墳時代後期から終末期の変容
と、ヤマト政権の政治制度を理解す
る。
④ヤマト政権の権力争いや大陸文化
の摂取に着目して、飛鳥時代を考察
する。
⑤飛鳥文化に世界の諸地域の文化の
影響がみられることを理解する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

第3章律令国家の形成

①律令国家の成立期にあたる白鳳文
化の形成過程について考察する。
②天平文化における政治性と国際
性、国家仏教の展開などに着目し
て、古代国家の展開を理解する。
③平安前期を中心とした古代国家の
推移について、東北経営や政治改
革、地方統治の変容を踏まえて、律
令体制の変質を考察する。
④東アジアとの関係を踏まえて、唐
風文化である弘仁・貞観文化を理解
する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

定期考査 ○
【知識・技能】
国家の形成と古墳文化について、中国大陸・
朝鮮半島との関係に着目して、小国の形成過
程や古墳の特色を理解している。推古天皇・
厩戸王・蘇我馬子による政権運営や飛鳥文化
の特色について、中国大陸・朝鮮半島との関
係などに着目して理解している。
【思考・判断・表現】
中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石
文、小国の王墓の副葬品などをもとに、中国
大陸・朝鮮半島との交渉がもつ意味や、小国
の形成過程について多面的・多角的に考察
し、表現している。仏教の受容や遣隋使の派
遣などの大陸との交流について、資料をもと
に考察した結果を、根拠を示して表現してい
る。
【主体的態度】
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目し

【知識・技能】
隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響
などに着目して、律令体制の形成と密接に関
連する仏教文化の特色を理解している。東ア
ジアとの関係の変化や社会の変化と文化との
関係などに着目して、平安遷都前後の諸政策
や平安初期の文化の変容を理解している。
【思考・判断・表現】
盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や
仏教美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家
の思想の誕生などについて考察し、表現して
いる。蝦夷や東アジア世界との関係の変化を
踏まえて、中央における藤原北家の台頭、地
方における土地支配体制の動揺について考察
し、根拠を示して表現している。
【主体的態度】
隋・唐などの中国王朝から導入された文化を
考察し、政治や社会の動きとのつながりを見
出そうとしている。東アジアとの関係の変化
や社会の変化を考察することを通じて、文化
とのつながりを主体的に追究しようとしてい
る。

○

○ ○ ○

第3章律令国家の形成

①律令国家が成立するまでの政治過
程について考察する。
②律令にもとづく国内統治体制につ
いて理解する。
③律令体制の完成期としての奈良時
代を、律令体制の状況を多角的・多
面的にとらえて考察する。
④平城京における政治動向につい
て、土地政策も含めて考察する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識・技能】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
に着目して、東アジア情勢の変容と政治の関
係、律令体制の成立過程などを理解してい
る。平城京における大宝律令・養老律令によ
る律令体制の整備について、遣唐使の派遣や
地方社会との関わりなどに着目して理解して
いる。
【思考・判断・表現】
天智朝・天武朝・持統朝の政治動向に着目し
て、律令体制整備の過程について考察し、表
現している。文献資料をもとに、藤原氏を中
核とする政治抗争の進展と墾田永年私財法に
みられる土地制度の変容を関連づけて考察
し、根拠を示して表現している。
【主体的態度】
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
などに着目して、律令体制の成立過程とのつ
ながりを明らかにしようとしている。平城京
の造営と奈良時代の政治の動向に着目して、
律令体制の展開に関する課題を主体的に追究
しようとしている。

○ ○

○ ○ ○

○

１
学
期

2
学
期

1

8

1

7

6



○

歴史資料と中世の展望

①政治や文化の中心であった中世の
京都を描いた絵画作品から、情報を
収集して読み取る技能を身につけ
る。
②資料から適切に読み取った情報を
もとに、中世の特色についての仮説
を表現して展望する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

第5章院政と武士の躍進

①院政期前後の土地支配形態を踏ま
えて、院政期の政治・経済・社会・
文化を理解する。
②外戚関係や人材登用など、後三条
天皇が摂関家に遠慮せず改革を進め
た背景を考察する。
③政治の動向、国際関係・経済・文
化への対応を踏まえて、平氏政権の
特性について考察する。
④古代から中世への変化について考
察し、時代を通観する問いを表現す
る。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

第4章貴族政治の展開

①藤原氏による摂関政治の成立過程
と政治運営への影響について考察す
る。
②日本と東アジアとの関係におい
て、民間の貿易や交流が中心となっ
たことをとらえる。
③大陸文化の消化と末法思想を前提
とした新しい貴族文化として、国風
文化が展開されたことを理解する。
④摂関政治の在り方と文化の展開
に、どのような関係があるかを考察
する。
⑤律令制にもとづく地方統治体制の
崩れへの対応が、公領支配の変質、
荘園の拡大をもたらした経過を考察
する。
⑥地方の反乱やその鎮圧など、武士
の成長過程について、源氏などを例
にとって考察する。

定期考査

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識・技能】
『年中行事絵巻』『一遍上人絵伝』『洛中洛
外図屛風』を比較して、様々な情報を適切か
つ効果的に調べてまとめている。
【思考・判断・表現】
複数の絵画資料に描かれている中世の都大路
の様子を比較した結果について、時代を通観
する問いを踏まえて考察し、仮説を表現して
いる。
【主体的態度】
中世の京都を描いた絵画資料から得られる情
報をもとに、中世社会の特色について主体的
に課題を見出そうとしている。

○

○

【知識・技能】
藤原北家が権力を掌握していく過程を資料か
ら読み取り、律令体制の変容の観点から摂関
政治を理解している。大陸からの文物の定着
を前提として、平安時代にはより日本の風土
にあった文化が形成されたことを理解してい
る。地方の諸勢力の成長と影響などに着目し
て、律令制度の実態や地方における開発、治
安の維持、荘園の発達などについて、その特
色や変容を理解している。
【思考・判断・表現】
奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比
較しながら、摂関政治の特色について考察
し、根拠を示して表現している。国際関係の
変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、浄土教の
出現による浄土の信仰の変容、かな文学の成
立による国文学の発達などに着目して、貴族
の生活・文化の特色を考察し、表現してい
る。文献資料を活用して、国司の支配の変容
と公領の変質、荘園の発達を踏まえて地方支
配の状況を考察し、根拠を示して表現してい
る。
【主体的態度】
唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に
与えた影響を考察することを通じて、摂関政
治期の社会の特色を明らかにしようとしてい
る。平安時代の政治の在り方と文化との関係
を考察することを通じて、そのつながりを見

○ ○ ○

【知識・技能】
貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸
資料から得られる情報を適切かつ効果的に調
べてまとめ、古代から中世の国家・社会の変
容を理解している。平氏政権の台頭とその背
景、宋との交易などについて、諸資料から
様々な情報を読み取り、武士の政治進出につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
武士が台頭する契機や、この時期の土地制度
の仕組みなどを考察し、古代から中世への時
代の転換について根拠を示して表現してい
る。武家政権の権力基盤となる武士の土地所
有に至る変化を考察し、歴史における土地の
支配や所有がもつ意味について多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的態度】
中世社会の特色について多面的・多角的に考
察することを通じて、時代を通観する問いを
表現し、追究しようとしている。古代との比
較などを通して、中世では同じ時期に政治的
な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

○

○

○

○ ○

定期考査 ○ ○

3
学
期

2
学
期

1

1

12

8

3



第6章武家政権の成立

①モンゴル襲来による政治・経済・
文化への影響が、幕府の衰退につな
がっていくことを理解する。
②非御家人に対する権限拡大など、
幕府勢力が西国に浸透したことの意
義を考察する。
③庶民や武士の活動が活発化し、鎌
倉仏教が成立するなど、文化の新し
い気運が生まれたことを理解する。
④伝統的な公家文化の世界で、有職
故実・古典研究などの学問が進展し
た背景を考察する。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

【知識・技能】
宋・元などユーラシアとの交流に着目して、
モンゴル襲来の国際的な背景や国内政治への
影響について理解している。公武関係の変化
に着目し、鎌倉時代の宗教や文化の特徴につ
いて、諸資料から情報を収集して読み取る技
能を身につけている。
【思考・判断・表現】
宋・元との交流の窓口や貿易の担い手などを
視野に入れて、ユーラシアとの交流を多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的態度】
宋・元などユーラシアとの交流と経済や文化
への影響について、主体的に追究しようとし
ている。鎌倉時代の宗教や文化にみられる平
安時代からの特徴の継承や差異について、主
体的に追究しようとしている。

○

第6章武家政権の成立

①鎌倉幕府が東国の地方政権から全
国的な武家政権に成長していく過程
を理解する。
②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説
に関して、それぞれの根拠を明確に
して考察する。
③承久の乱にともなう公武関係の変
化に着目して、将軍独裁体制から執
権政治の確立に至る過程を理解す
る。
④武士の生活と地方支配を通じて、
土地に対する実質的な支配権を地頭
が掌握するに至った過程を考察す
る。

・指導事項　指導目標をもとに、
板書やPowerPointなどを利用して
説明する。
・教材　教科書および副教材
・適宜、通信機器を利用させ、調
べ学習や発表授業を行う。
・適宜、グループワークを行う。

合計

【知識・技能】
諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌
倉幕府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配
構造、封建制度の成立、承久の乱が幕府と朝
廷との関係に与えた影響などについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色につい
て、諸資料から得られた情報をもとに、根拠
を明確にして表現している。武家と公家の関
係の変化が土地の支配に及ぼした影響を考察
し、根拠を明確にして表現している。鎌倉時
代の生産の発達と商品の流通、東アジア情勢
や国内での貨幣経済の発達とその意義につい
て、多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的態度】
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関す
る課題を主体的に追究し、前の時代とのつな
がりを見出そうとしている。公武関係の変化
による武家政権の展開に着目し、鎌倉時代を
通じた武家の支配の特質について主体的に追
究しようとしている。

○ ○ ○

6○

70

○

3
学
期

1

6

定期考査 ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組 (1組をのぞく)

教科担当者：

使用教科書：（　山川出版社　世界史探究 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1 イスラーム教の諸地域への伝播
【知識及び技能】イスラーム教の内
容と広まりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】学ん
だ内容を理解が深まるようにまとめ
る。
【学びに向かう力、人間性等】興味
ある内容を調べてまとめる

①イスラーム化が中央アジアにもたらし
た変化について理解している。
②南アジアにおいてイスラーム教が受け
入れられていった経緯を理解している。
③東南アジアにおいてイスラーム化が進
んだ背景について考察し表現している。
④アフリカにおいてイスラーム化が進ん
だ要因を考察し表現している。

【知識・技能】中央アジア・南アジア・東南アジア・
アフリカの各地でどのようにイスラーム化が進んだの
かを理解している。
【思考・判断・表現】諸地域の交流・再編に関わる諸
事象の背景や原因、結果や影響、事象相互の関連、諸
地域相互のつながりなどに着目し、諸地域の交流・再
編を読み解く観点について考察し、問いを表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】諸地域の交流・再編
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

２
学
期

３
学
期

○

定期考査
○

○

○ ○

○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

4　古代ギリシアの都市国家
【知識及び技能】　古代ギリシアに
関して基本的な知識を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】　理
解した内容をまとめたり表現する。
【学びに向かう力、人間性等】　自
ら学ぼうと努める。

1

○

4 中国の古代文明
【知識及び技能】古代文明から中国王朝
初期の知識を得る。
【思考力、判断力、表現力等】関心を
持って、得た知識の定着をはかる土両区
を行う。
【学びに向かう力、人間性等】さらに深
める努力をする。

①東アジアでは、気候の異なる地域が混
在していたことを理解し、それぞれの気
候が各地の生業などに与えた影響を考察
し表現する。
②殷と周の支配形態を比較し、共通点と
相違点を理解する。
③春秋時代と戦国時代を比較し、とくに
それぞれの秩序について違いを見出す。
④戦国時代の社会において、鉄器の普及
がおよぼした影響を多面的・多角的に考
察し表現する。

【知識・技能】東アジア各地の風土が、それぞれの地
で多様な生業とそれに基づく先史文化を生み出したこ
と、各地で人々の移動や交流がおこなわれたことを理
解している。
【思考・判断・表現】青銅器や獣骨など考古学的資料
や『春秋左氏伝』などの資料をもとに、当時の政治や
支配のあり方を多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】中国の古代文明につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

○

○ 1

定期考査

３　南アジアの古代文明
【知識及び技能】風土やそこで誕生した
文明及び歴史の展開を理解する
【思考力、判断力、表現力等】学んだ内
容を要約したりして、理解を深める。
【学びに向かう力、人間性等】自ら調べ
て、関心を深めようとする。

①仏教やジャイナ教などの新たな宗教に
共通する点について理解する。
②南アジア最初の統一王朝であるマウリ
ヤ朝のもとでの仏教の発展について理解
する。
③クシャーナ朝と周辺諸地域との関係を
多面的・多角的に考察し表現する。
④「海の道」の交易における南インドの
役割を多面的・多角的に考察し表現す
る。

【知識・技能】南アジアで生まれたさまざまな宗教
が、南アジアの社会や周辺諸地域へ与えた影響を理解
している。
【思考・判断・表現】インド洋航海図（地図）や『エ
リュトゥラー海案内記』などの資料をもとに、インド
洋交易の広がりを多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】南アジアで生まれた
諸宗教について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

○ ○ ○

1○ ○

16

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的
条件や日本の歴史と関連付けながら理解しているとともに、諸資料
から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特
色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界との
つながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に
考察したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構
想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、
それらを基に議論したりする力を養う。

山川出版社　世界史探究

17

○ ○

①ポリスの特徴およびそこでの人々
の生活について、オリエントの都市
国家と比較したうえで理解する。
②スパルタが軍国主義をしいた理由
を多面的・多角的に考察し表現す
る。
③民主政発達の経緯および現代の民
主主義との相違点について理解す
る。
④ギリシアの諸ポリスがマケドニア
に敗れた要因を多面的・多角的に考
察し表現する。
⑤ヘレニズム時代の歴史的意義を多
面的・多角的に考察し表現する。
⑥ギリシア文明が近代ヨーロッパに
もたらした影響を多面的・多角的に
考察し表現する。

【知識・技能】アテネにおいてどのような経緯
で民主政が出現したのか、またギリシア文化に
はどのような特徴があるのかを理解している。
【思考・判断・表現】オストラコンなどの考古
学的資料や「ペリクレスの演説」などの資料を
もとに、ギリシアの人の社会の特徴を多面的・
多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】古代ギリシア
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ 17

定期考査
○

【 知　識　及　び　技　能 】

15

定期考査
○

○ 18

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理 解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。 

（5組：粕谷　） （６組：粕谷　　）

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を
養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や
他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとし ている。

世界史探究

２　古代オリエント文明とその周辺
【知識及び技能】オリエントの気候風土
と歴史を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】　当時の
歴史や社会を考え、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】オリエン
ト文明への興味をいだき、深めようとす
る。

①オリエントの風土と、その文明の歴史
的特質の関係を多面的・多角的に考察し
表現する。
②都市国家に富や権力が集まった理由を
多面的・多角的に考察し表現する。
③メソポタミア文明が今日に残した文化
的遺産を理解する。
④エジプト王国が長期にわたって安定し
た支配を続けられた理由を多面的・多角
的に考察し表現する。
⑤シリア・パレスチナ地方で多くの民族
が興亡を繰り返した背景を理解する。
⑥クレタ文明とミケーネ文明を比較し、
そのあいだの性格の違いを理解する。
⑦アッシリアがオリエントをはじめて統
一することができた背景を多面的・多角
的に考察し表現する。

【知識・技能】オリエントの大半が乾燥地帯であるこ
と、そのなかで大河流域のメソポタミアとエジプトで
灌漑農業をもとにいち早く文明化したことを理解して
いる。
【思考・判断・表現】ハンムラビ法典や『旧約聖書』
などの資料をもとに、当時の社会の特徴や世界の歴史
に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】オリエント文明につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

地歴公民 世界史探究

（1　組：　　　） （2組：　粕谷　） （　3組：粕谷　　）（4　組：粕谷）

地歴公民

地歴公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公 正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。 

世界史探究 2



1 イスラーム教の諸地域への伝播
【知識及び技能】イスラーム教の内
容と広まりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】学ん
だ内容を理解が深まるようにまとめ
る。
【学びに向かう力、人間性等】興味
ある内容を調べてまとめる

①イスラーム化が中央アジアにもたらし
た変化について理解している。
②南アジアにおいてイスラーム教が受け
入れられていった経緯を理解している。
③東南アジアにおいてイスラーム化が進
んだ背景について考察し表現している。
④アフリカにおいてイスラーム化が進ん
だ要因を考察し表現している。

【知識・技能】中央アジア・南アジア・東南アジア・
アフリカの各地でどのようにイスラーム化が進んだの
かを理解している。
【思考・判断・表現】諸地域の交流・再編に関わる諸
事象の背景や原因、結果や影響、事象相互の関連、諸
地域相互のつながりなどに着目し、諸地域の交流・再
編を読み解く観点について考察し、問いを表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】諸地域の交流・再編
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究して
みたいことなどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

定期考査

３
学
期

○

1

合計

70

○ ○
17



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

経済的な主体となる私たち

　経済活動の意義，経済循環，市場
経済のしくみと政府の役割，国民所
得と経済成長，金融のしくみと働
き，中央銀行の
役割と金融環境の変化，財政の働き
と課題，社会保障の考え方と課題に
ついて，実際の社会生活の事象とも
関連させながら理解する。
　経済のしくみや動向についての基
礎的理解を基礎に，経済についての
政策，財政や金融に関する政策課
題，社会保障
にかかわる課題について関心を持っ
て考察し追究する。

・私たちと経済
・労働者の権利と労働問題
・技術革新の進展と産業構造の変化
・企業の活動
・日本経済史
・市場経済と経済運営
・市場経済のしくみ
・経済発展と環境保全
・経済成長と国民福祉
・金融の意義や役割
・政府の経済的役割と租税の意義
・社会保障と国民福祉

【知識・技能】
・経済活動の意義，経済循環，市場経済のしくみと政府の役
割，国民所得と経済成長，金融のしくみと働き，中央銀行の
役割と金融環境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考考

え方と課題について理解している。

【思考・判断・表現】
・経済活動の意義，経済循環，市場経済のしくみと政府の役
割，国民所得と経済成長，金融のしくみと働き，中央銀行の
役割と金融環境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考え
方と課題について，多面的・多角的に考察し，表現してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・・経済活動の意義，経済循環，市場経済のしくみと政府の
役割，国民所得と経済成長，金融のしくみと働き，中央銀行
の役割と金融環境の変化，財政の働きと課題，社会保障の考
え方と課題について，主体的に追究している。

○ 14

定期考査 ○ ○ 1

○ ○

○ ○ ○

評価規準 知 思 態

1

○ ○ 6

【知識・技能】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社会・伝統と文化

の三つの視点から捉えた人間のあり方について理解する。

【思考・判断・表現】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社会・伝統と文化
の三つの視点から捉えた人間のあり方について，多面的・多

角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・青年期の特徴と自己形成の課題，個人・社会・伝統と文化
の三つの視点から 捉えた人間のあり方について，自分自身の
課題としても捉え，主体的に追究している。

○ ○

2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための
手掛かりとなる概念や理論について理解するととも
に，諸資料から，倫理的主体などとして活動するた
めに必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身に付けるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手
掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的
原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察
し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野
に入れながら構想したことを議論する力を養う。

高等学校 公共（第一学習社）、最新公共資料集2025（第一学習社）、公共ノート（第一学習社）

公民

公共的な空間における基本的原理

　公共的な空間における基本的原理
である，民主主義，法の支配と立憲
主義，人間の尊厳と平等などの意義
について理解
する。
　これらがなぜ公共的空間の基本原
理とされるのか，また，それらを実
現する上での課題について考察す
る。
　

・人間の尊厳と平等
・個人の尊重
・民主政治の基本原理
・法の支配
・自由・権利と責任・義務
・世界の主な政治体制
・日本国憲法に生きる基本的原理

【知識・技能】
・公共的な空間における基本的原理である民主主義，法の支
配と立憲主義，人間の尊厳と平等などの意義について理解し

ている。

【思考・判断・表現】
・公共的な空間における基本的原理である民主主義，法の支
配と立憲主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実現
する上での課題について，多面的・多角的に考察し，表現し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・公共的な空間における基本的原理である，民主主義，法の
支配と立憲主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実
現する上での課題について，主体的に追究している。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公
正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとし
ている。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

・社会に生きる私たち
・個人の尊厳と自主・自律
・多様性と共通性
・キャリア形成と自己実現
・伝統と文化とのかかわり

公共的な空間をつくる私たち

　青年期の特徴と発達課題，及び個
人・社会・伝統と文化の視点から人
間のあり方について理解するととも
に，自己形成及び社会形成に主体的
に参画することの意義について考察
する。

1

○　

公民 公共

（１組：加藤春） （２組：加藤春） （３組：加藤春） （４組：加藤春）

○ ○

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理
解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

（５組：加藤春） （６組：加藤春）

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，
現代社会に生きる人間としての在り方生き方につい
ての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公
民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ること
や，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合
うことの大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

○

配当
時数

9

【知識・技能】
・現代の諸課題について判断し選択する際の手がかりとなる

功利主義や義務論などの考え方について理解している。

【思考・判断・表現】
・公共的な空間における基本的原理である民主主義，法の支
配と立憲主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実現
する上での課題について，多面的・多角的に考察し，表現し

ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・公共的な空間における基本的原理である，民主主義，法の
支配と立憲主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実

現する上での課題について，主体的に追究している。

○

6

定期考査

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

定期考査

公共的な空間における人間としての
あり方生き方

　現代の諸課題について判断し選択
する際の考え方としての功利主義と
幸福の原理や義務論と公正の原理を
理解する。
　生命倫理や環境倫理にかかわる課
題について，功利主義や義務論の視
点から考察し議論する。

・人間と社会のあり方についての
見方・考え方
・環境保護
・生命倫理
・公共的な空間を形成するための
考え方
・よりよく生きる行為者としての
活動

公民 公共

○

【知識・技能】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約, 消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加

の意義などについて，理解している。

【思考・判断・表現】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加
の意義などについて，多面的・多角的に考察し，表現してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加
の意義などについて，主体的に追究している。

○ ○ ○ 5

２
学
期

定期考査 ○ ○ 1

法的主体となる私たち

　法や規範の意義と役割，法の成立
と適用，市民生活における法と契約
,消費者の権利と責任，司法のしく
みと司法参
加の意義などについて，実際の社会
生活の事象とも関連させながら理解
する。
　法の意義と役割，消費者の権利と
義務，司法参加などにかかわる課題
について考察し表現する。

・私たちの生活と法
・法と基本的人権
・自由・平等と法・規範
・法をよりよく変えていくために
・さまざまな契約と法
・消費者の権利と責任
・裁判所と人権保障

【知識・技能】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約, 消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加

の意義などについて，理解している。

【思考・判断・表現】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加
の意義などについて，多面的・多角的に考察し，表現してい

る。

【主体的に学習に取り組む態度】
・法や規範の意義と役割，法の成立と適用，市民生活におけ
る法と契約、消費者の権利と責任，司法のしくみと司法参加
の意義などについて，主体的に追究している。

○ ○ ○ 7

政治的主体となる私たち

　政治と民主主義，地方自治及び国
会，内閣のしくみと役割，政治参加
と選挙，政党と利益集団，メディア
と世論につい
て，民主政治の実現の観点から理解
する。
　地方政治，国政に関する課題につ
いて，民主政治や民意の反映などの
視点から解決に向けて考察し表現す
る。

・選挙の意義と課題
・政治参加と世論形成
・国会と立法
・内閣と行政の民主化
・地方自治と住民の福祉



○ ○ 70

12○○○

○ ○ ○

合計

6３
学
期

持続可能な社会づくりの主体となる
私たち

　現代社会の諸課題について，探究
的な課題を設定し，課題解決に向け
て必要な情報を収集して分析したり
考察したりする。
　探究の結果や自らの主張を論拠を
明確にして説明したり表現したりす
る。

・地球環境問題
・資源・エネルギー問題
・生命倫理
・情報
・国際社会の課題

【知識・技能】
・課題解決に必要な事項を理解している。また，第１編・第
２編で学習した知識と関連付けている。
・必要な資料を収集・整理し，必要な事項を抽出しまとめて

いる。

【思考・判断・表現】
・課題解決に向けて必要な資料や情報を収集し，分析したり
考察したり判断したりしている。
・得られた結果や自らの主張を，論拠を明確にして説明した

り表現したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・探究のための学習計画をふまえて，探究活動の進行を自ら
ふり返り調整しながら，解決に向けて主体的に取り組んでい

る。

国際社会に生きる私たち

　国際社会の成り立ち，国際連合の
役割，日本の平和主義と冷戦，冷戦
後の日本，現代の紛争とその影響，
国際平和に向けた課題，貿易のしく
み，国際金融のしくみと動向，グ
ローバル化と国際経済，国際経済の
諸課題について，実際の国際社会の
事象とも関連させながら理解する。
　国際政治，国際経済にかかわる諸
課題について多面的・多角的に考察
する。

・国家と国際法
・国境と領土問題
・国際連合の役割と課題
・平和主義と安全保障
・核兵器の廃絶と国際平和
・今日の国際社会
・人種・民族問題と地域紛争
・国際社会における日本の役割
・国際分業と国際貿易体制
・国際種収支と為替相場
・経済のグローバル化と日本
・地域的経済統合の動き
・国際社会における貧困や格差
・地球環境問題
・資源・エネルギー問題
・国際社会のこれから

【知識・技能】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日本の平和主義と
冷戦，冷戦後の日本，現代の紛争とその影響，国際平和に向
けた課題，貿易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グロー
バル化と国際経済，国際経済の諸課題について理解してい

る。

【思考・判断・表現】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日本の平和主義と
冷戦，冷戦後の日本，現代の紛争とその影響，国際平和に向
けた課題，貿易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グロー
バル化と国際経済，国際経済の諸課題について，多面的・多

角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会の成り立ち，国際連合の役割，日本の平和主義と
冷戦，冷戦後の日本，現代の紛争とその影響，国際平和に向
けた課題，貿易のしくみ，国際金融のしくみと動向，グロー
バル化と国際経済，国際経済の諸課題について，主体的に追

究している。

定期考査



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○ 24

　指数関数、対数関数について理解
させ、基礎的な知識の習得と技能の
習熟を図り、それらを的確に活用す
る能力を伸ばすとともに、数学的な
見方や考え方の良さを認識できるよ
うにする。

*指数の拡張
*負の数のn乗根
*指数関数
*対数とその性質
*対数関数
*常用対数

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（記述式等の思考力・判断力・表現力をはか
る問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○

数学 数学Ⅱ 4

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

（５組：内田、山田、重松） （６組：内田、山田、重松）

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分
析について数学的な見方や考え方の良さを認識
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分
析について理解させ、基礎的な知識の習得と技
能の習熟を図る。

　数と式、２次関数、図形と計量、データの分析に
ついて基礎的な知識と技能を的確に活用する

高等学校数学Ⅱ（数研出版）,　新課程４プロセス数学Ⅱ完成ノート、新課程チャート式数学Ⅱ＋B（数研出版）

数学

知識を的確に活用する能力を伸ばす。

数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組：内田、山田、重松） （２組：内田、山田、重松） （３組：内田、山田、重松） （４組：内田、山田、重松）

○ ○ 24

図形と方程式について理解させ、基
礎的な知識の習得と技能の習熟を図
り、それらを的確に活用する能力を
伸ばすとともに、数学的な見方や考
え方の良さを認識できるようにす
る。

*直線上の点
*平面上の点
*直線の方程式
*2直線の関係
*2直線の交点を通る直線
*円の方程式
*円と直線
*2つの円
*2つの円の交点を通る図形
*軌跡と方程式
*不等式の表す領域
*放物線を境界線とする領域

定期考査 ○

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（記述式等の思考力・判断力・表現力をはか
る問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○ ○ 32

○ ○

○ ○

合計

140

○ ○ 1

○ 23

1

○ ○ 1

○ ○

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

○ 32

○ ○

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1○

　複素数と2次方程式の解、高次方
程式について理解させ、基礎的な知
識の習得と技能の習熟を図り、それ
らを的確に活用する能力を伸ばすと
ともに、数学的な見方や考え方の良
さを認識できるようにする。

*複素数とその計算
*2次方程式の解
*解と係数の関係
*2次方程式と2次関数のグラフ
*剰余の定理と因数定理
*組み立て除法
*高次方程式
*3次方程式の解と係数の関係

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（記述式等の思考力・判断力・表現力をはか
る問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○

３
学
期

　微分法と積分法について理解さ
せ、基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図り、それらを的確に活用する
能力を伸ばすとともに、数学的な見
方や考え方の良さを認識できるよう
にする。

*微分係数
*導関数とその計算
*接線の方程式
*関数の増減と極大・極小
*関数の増減・グラフの応用
*不定積分
*定積分
*定積分と面積
*曲線と接線で囲まれた部分の面積
*放物線とｘ軸で囲まれた部分の面積

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（記述式等の思考力・判断力・表現力をはか
る問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

定期考査

２
学
期

　三角関数、三角関数の加法定理に
ついて理解させ、基礎的な知識の習
得と技能の習熟を図り、それらを的
確に活用する能力を伸ばすととも
に、数学的な見方や考え方の良さを
認識できるようにする

*角の拡張
*三角関数
*三角関数のグラフ
*三角関数の性質
*三角関数の応用
*加法定理
*加法定理と点の回転
*加法定理の応用
*和と積の硬式

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの結
果（記述式等の思考力・判断力・表現力をはか
る問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

定期考査

定期考査

定期考査



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 ※学期ごと単位認定数学BC3単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

　確率分布，統計的な推測につい
て理解させ、基礎的な知識の習得
と技能の習熟を図り、それらを的
確に活用する能力を伸ばすととも
に、数学的な見方や考え方の良さ
を認識できるようにする。

*確率変数と確率分布
*確率変数の期待値と分散
*確率変数の和と積
*確率変数の積の分散
*二項分布
*二項分布のグラフ
*正規分布
*連続型確率変数の期待値，分散，
標準偏差
*偏差値
*母集団と標本
*標本平均の分布
*推定
*仮説検定
*標本の抽出方法

*問題演習

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

２
学
期 漸化式と数学的帰納法について理

解させ、基礎的な知識の習得と技
能の習熟を図り、それらを的確に
活用する能力を伸ばすとともに、
数学的な見方や考え方の良さを認
識できるようにする。

*漸化式
*数列の階差数列
*図形と漸化式
*隣接3項間の漸化式
*数学的帰納法
*自然数に関する命題のいろいろな
証明

*問題演習

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○ ○

等差数列と等比数列、いろいろな
数列について理解させ、基礎的な
知識の習得と技能の習熟を図り、
それらを的確に活用する能力を伸
ばすとともに、数学的な見方や考
え方の良さを認識できるようにす
る。

*数列と一般項
*等差数列
*等差数列の和
*等比数列
*等比数列の和
*複利計算
*フィボナッチ数列
*和の記号Σ
*階差数列
*いろいろな数列の和

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

○

態

17

○ 16○ ○

（４組：谷口、渡辺、久津見）

合計

70

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

34

数学 数学B 2

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

（５組：谷口、渡辺、久津見） （６組：谷口、渡辺、久津見）

　数列、統計的な推測について理解させ数学的
な見方や考え方の良さを認識できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　数列、統計的な推測について理解させ、基礎
的な知識の習得と技能の習熟を図る。

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

　数列、統計的な推測について基礎的な知識と
技能を的確に活用する。

高等学校数学B（数研出版）,　新課程４プロセス数学B完成ノート、新課程チャート式数学Ⅱ＋B（数研出版）

数学

知識を的確に活用する能力を伸ばす。

数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。

数学B

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組：谷口、渡辺、久津見） （２組：谷口、渡辺、久津見） （３組：谷口、渡辺、久津見）

1

定期考査
○ ○ 1

定期考査
○ ○



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位 ※学期ごと単位認定数学BC3単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

*平面上の位置ベクトル
*空間のベクトル

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

〇 〇

（１組：谷口、渡辺、久津見） （２組：谷口、渡辺、久津見） （３組：谷口、渡辺、久津見） （４組：谷口、渡辺、久津見）

数学 数学C 1

（５組：谷口、渡辺、久津見） （６組：谷口、渡辺、久津見）

数学

〇 17

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　平面上のベクトル、空間のベクトルについて
理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を
図る。

　平面上のベクトル、空間のベクトルについて
基礎的な知識と技能を的確に活用する。

高等学校数学C（数研出版）,　新課程４プロセス数学C、新課程チャート式数学C（数研出版）

数学

知識を的確に活用する能力を伸ばす。

数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。

数学C

【 知　識　及　び　技　能 】

　平面上のベクトル、空間のベクトルについて
理解させ数学的な見方や考え方の良さを認識で
きるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

数学C

1

平面上のベクトルについて理解さ
せ、基礎的な知識の習得と技能の習
熟を図り、それらを的確に活用する
能力を伸ばすとともに、数学的な見
方や考え方の良さを認識できるよう
にする。

*平面上のベクトル
*平面上のベクトルの成分と内積
*平面上の位置ベクトル

【知識及び技能】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（知識・技能をはかる問題）
【思考力、判断力、表現力等】
定期考査、課題テスト、授業中の小テストの
結果（記述式等の思考力・判断力・表現力を
はかる問題）
【学びに向かう力、人間性等】
レポート・提出物、および授業への参加の意
欲・関心の結果で総合的に評価

〇 〇 〇 16

平面上のベクトルと空間のベクトル
について理解させ、基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図り、それらを
的確に活用する能力を伸ばすととも
に、数学的な見方や考え方の良さを
認識できるようにする。

態

1〇定期考査 〇

定期考査

合計

35

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

２
学
期

３
学
期



年間授業計画

高等学校 令和7年度（２学年）
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

の目標：科目

日常生活や社会との関連を図りながら、物体の
運動と様々なエネルギーについて理解するとと
もに、科学的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本的な技術を身に着ける。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を
養う。

物理基礎（啓林館）、セミナー物理基礎（第一学習社）

理科

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究す
る。

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、科学的に探究しようとする。

物理基礎

物体の運動と様々なエネルギーに主体的にかか
わり、粘り強く自己の学習を調整しながら、科
学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

理科

（１組：　熊崎　）（２組：　土屋　） （３組：　熊﨑　）（４組：　土屋　）

理科

（５組：　土屋　）（６組：　熊崎　）

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記
録などの技能を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

物理基礎 2

配当
時数

○ ○ 15

態思

１
学
期

基本的な計算を通して、単位や式の扱い
方を身に着ける。落下運動の実験を通じ
て、測定方法やデータの処理の仕方、有
効数字の取り扱いを身に着ける。

第１編　運動とエネルギー
　第１章　運動の表し方
　１　速度
　２　加速度
　３　落体の運動

【知識・技能】
物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関連付けながら，運動の表し方を理解
しているとともにそれらの観察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
物体の運動とエネルギーについて，観察，実験などを通して探究し，運動の表し
方，様々な力とその働き，力学的エネルギーにおける規則性や関係性を見出し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動とエネルギーに主体的に関わり，見通しを持って振り返るとともに、自
己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。

○

力の概念を習得し、力を取り扱う上での
基本事項を身に着ける。慣性は見かけの
上の力であることを理解するとともに、
扱い方を整理する。また、力と加速度の
関係を式を使って、表せるようになる。
様々な力に関する基本法則を正しく身に
着ける。演習を通じて様々な状況での運
動方程式を立て、活用する力を養う。

　第２章　運動の法則
　１　力とそのはたらき
　２　力のつり合い
　３　運動の法則
　４　摩擦を受ける運動
　５　液体や気体から受ける力

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

7

合計

75

【知識・技能】
様々な物理現象とエネルギーの利用を日常生活や社会と関連付けながら，波とその
利用を理解しているとともに，それらの観測，実験などに関する技能を身に付けて
いる。
【思考・判断・表現】
様々な物理現象とエネルギーの利用について、観測，実験などを通して探究し，波
とその利用における規則性や関係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な物理現象とエネルギーの利用に主体的に関わり，見通しを持って振り返ると
ともに、自己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。

○ ○

【知識・技能】
物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関連付けながら，様々な力とその働き
を理解しているとともにそれらの観察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
物体の運動とエネルギーについて，観察，実験などを通して探究し，運動の法則に
おける規則性や関係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動とエネルギーに主体的に関わり，見通しを持って振り返るとともに、自
己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。

○ ○ ○ 15

３
学
期

実験と作図を取り入れ、理解の定着を図
る。単振動の知識に関連付けて波の伝わ
り方について理解する。重ね合わせの原
理の知識の定着を図る。また、その知識
に関連付けて定常波、反射波、合成波を
理解し、正しく作図をし、波を表現する
力を養う。演示実験、生徒実験を取り入
れ、楽器やスピーカーなど身近な道具や
音波現象に関連付ける。

第３編　波
　第１章　波の性質
　１　波と媒質の運動
　２　重ね合わせの原理
　第２章
　１　音の性質
　２　発音体の振動と共振・共鳴

２
学
期

仕事の概念をしっかりと理解させ、数値
として処理する能力を養う。仕事率の意
味を理解し、日常生活での道具を使った
仕事等に関連付け考察する力を養う。エ
ネルギーの概念を仕事と関連付けて理解
する。各エネルギーの関連について考察
し、エネルギーの変換と保存について理
解する。

　第３章　仕事と力学的エネルギー
　１　仕事
　２　運動エネルギー
　３　位置エネルギー
　４　力学的エネルギーの保存

実験を通して、オームの法則、電気抵抗
の接続を確認し、理解する。電気を身近
なエネルギーとしてとらえ、日常の生活
に関連付けて考察する力を養う。化石燃
料以外のエネルギーを理解し、よりよい
利用方法について考察し、表現する力を
養う。

熱の基本的概念を、物質の熱運動と関連
付け理解する。また、物質の熱運動に関
連付けて、熱の持つ特性を考察する力を
養う。熱エネルギーと仕事の関係を、数
的処理も含め理解する。

第２編　熱
　第１章　熱とエネルギー
　１　熱と物質の状態
　２　熱と仕事

第４編　電気
　第１章　物質と電気抵抗
　第２章　磁場と交流
第５編　物理学と社会
　第１章　エネルギーの利用

○ 8

【知識・技能】
様々な物理現象とエネルギーの利用を日常生活や社会と関連付けながら，電気，エ
ネルギーとその利用，物理学が拓く世界を理解しているとともに，それらの観測，
実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な物理現象とエネルギーの利用について、観測，実験などを通して探究し，電
気，エネルギーとその利用における規則性や関係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な物理現象とエネルギーの利用に主体的に関わり，見通しを持って振り返ると
ともに、自己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。

○

○ ○

○

【知識・技能】
物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関連付けながら，力学的エネルギーを
理解しているとともにそれらの観察，実験などに関する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
物体の運動とエネルギーについて，観察，実験などを通して探究し，力学的エネル
ギーにおける規則性や関係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動とエネルギーに主体的に関わり，見通しを持って振り返るとともに、自
己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。

○

○

○ ○ ○ 15

15

【知識・技能】
様々な物理現象とエネルギーの利用を日常生活や社会と関連付けながら，熱，エネ
ルギーとその利用を理解しているとともに，それらの観測，実験などに関する技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
様々な物理現象とエネルギーの利用について、観測，実験などを通して探究し，熱
エネルギーとその利用における規則性や関係性を見出し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な物理現象とエネルギーの利用に主体的に関わり，見通しを持って振り返ると
ともに、自己の学習を調整しながら粘り強く探究しようとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（２学年用）
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：化学

【 知　識　及　び　技　能 】

1･2･3･4

理科 化学 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

化学的な事物･現象に対する探究心を高め、基本
的な概念や原理法則の理解を深め、科学的な自然
観を養う。

化学的な事物･現象に対する探究心を高め、化学
的に探究する能力を身に着ける。探究の方法や
結果を表現する能力を身に着ける。

高等学校　化学　　啓林館

理科　　化学

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に思考し判断する能力を育てる。

1

無機物質
無機物質の性質や反応を観察，実験
などを通して探究し，元素の性質が
周期表に基づいて整理できることを
理解するとともに，それらを日常生
活や社会と関連付けて考察する。

○

○

12

定期考査

○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察実験に対する技能を身に着け
ようとする能力を養う。

○

配当
時数

１
学
期

 無機物質
無機物質の性質や反応を観察，実験
などを通して探究し，元素の性質が
周期表に基づいて整理できることを
理解するとともに，それらを日常生
活や社会と関連付けて考察する。

　

水素と貴ガス
ハロゲン
酸素・硫黄
窒素・リン
炭素・ケイ素
　

【知識・技能】
　非金属元素の単体及び化合物の性質がわか
る｡
【思考・判断・表現】
非金属元素の単体及び化合物の性質を，電子
配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけ
て考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
非金属元素の単体及び化合物について，それ
らの反応や性質を考えたり，調べたりしよう
とする。

○

合計

70

○ ○ 1

1

1

芳香族炭化水素
酸素を含む芳香族化合物
窒素を含む芳香族化合物
有機化合物の分離
医薬品
染料
食品

【知識・技能】
有機化合物の性質や反応についてその構造と
関連付けて理解できる。
【思考・判断・表現】
有機化合物の分類と特徴を理解しそれを日常
生活や社会と関連付けて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
有機化合物の性質や反応について実験･観察を
通じて探究できる。

○ 14

理科　　化学

（　多田　　　）

15

1

定期考査
○

○

結晶の構造
アモルファス
状態変化
気液平衡と蒸気圧
気体の体積変化
気体の状態方程式

【知識・技能】
固体･気体について状態変化、溶解平衡につい
て理解できる。
【思考・判断・表現】
固体･気体についてその性質を日常生活や社会
と関連付けて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
固体･気体の性質や反応について実験･観察を
通じて探究できる。

○３
学
期

固体の構造　物質の状態変化　気体
の性質
気体，固体の性質を観察，実験など
を通して探究し，物質の状態変化，
状態間の平衡，溶解平衡及び溶液の
性質について理解するとともに，そ
れらを日常生活や社会と関連付けて
考察する。

定期考査 ○ ○

２
学
期

○

○

自然の事物・現象についての知識･理解を深める。

化学的な事物･現象に対する探究心を高め、目的
意識をもって観察実験などを行う。

【学びに向かう力、人間性等】

○

有機化合物
有機化合物の性質や反応を観察，実
験などを通して探究し，有機化合物
の分類と特徴を理解するとともに，
それらを日常生活や社会と関連付け
て考察する。

有機化合物の特徴と分類
有機化合物の分析
飽和炭化水素
不飽和炭化水素
アルコールとエーテル
アルデヒドとケトン
カルボン酸
エステルと油脂

【知識・技能】
有機化合物の性質や反応についてその構造と
関連付けて理解できる。
【思考・判断・表現】
有機化合物の分類と特徴を理解しそれを日常
生活や社会と関連付けて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
有機化合物の性質や反応について実験･観察を
通じて探究できる。

アルカリ金属
２族元素
アルミニウム亜鉛・水銀
スズ・鉛
遷移元素
金属イオンの分離

【知識・技能】
　非金属元素の単体及び化合物の性質がわか
る｡
【思考・判断・表現】
非金属元素の単体及び化合物の性質を，電子
配置や酸・塩基，酸化・還元などと関連づけ
て考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
非金属元素の単体及び化合物について，それ
らの反応や性質を考えたり，調べたりしよう
とする。

○

定期考査

○ 14

有機化合物
有機化合物の性質や反応を観察，実
験などを通して探究し，有機化合物
の分類と特徴を理解するとともに，
それらを日常生活や社会と関連付け
て考察する。

定期考査



年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 2 学年 教科： 外国語（英語） 科目： 3 単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

対象学年・組： 第 2 学 年 1組～6組

教科担当者:（1組渡邉敦子 ）（2組 渡邉敦子 ）（3組 渡邉敦子 ）（4組 秋山英恵 ）（5組 秋山英恵 ）（6組 秋山英恵 ）

使用教科書：

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等：論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等：コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 の目標

聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと ① ② ③

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

3

聞くこと：教科書で学んだ文法や語彙を正しく

使用し、身近な話題や個人的に関心のある話題

について2パラグラフ以上の筋の通った文章を

作ることができる。

（CAN-DOリストによる）

○ ○○

○

○

○

聞くこと：社会、学校、娯楽などで普段で会う

ような身近な話題についてのスピーチやインタ

ビューなどが標準的な話し方であれば要点を理

解することができる。

読むこと：教科書の文章の要点を捉えることが

でき、英和辞典を参照すれば適切に読み取るこ

とができる。身近な事態についての文章を読み

取ることができる。

○

○

○

話すこと（やり取り）：社会、学校、娯楽など

について、自分の意見や感想を述べ合うことが

できる。身近な話題について討論などの意見交

換を行うことができる。

話すこと（発表）：社会、学校、娯楽などにつ

いて、自分の意見や感想を筋の通った構成でス

ピーチに仕立て、効果的に発表することができ

る。

○○

○○

○

○

１学期

２学期

３学期

Lesson 9～10

説明文　意見

学年末考査

対話文　説明文　論証文

Lesson 1～4

１学期定期考査

Lesson 5～8

報告文　説明文　物語　意

見

２学期定期考査

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

配当時数合計

配当時数

①知識及び技能

教科書で学んだ文章を理解できる。題材につい

ての発話を聞き取ることができる。身近な話題

について言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現等

教科書で学んだ文法・語彙の知識を応用し、社

会、学校、娯楽などについて、討論や発表がで

きる。

③学びに向かう力、人間性等

教科書を予習することにより積極的に授

業に参加し、復習や課題によって言語の

習得に前向きに取り組む。

評価規準
領域 目標

単元の具体的な指導目標

○

○○



年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 2 学年 教科： 外国語（英語） 科目： 3 単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 論理表現2

対象学年・組： 第 2 学 年 1組～6組

教科担当者:（1組秋山、藤田 ）（2組 秋山、佐野 ）（3組 秋山、吉川 ）（4組 佐野、吉川 ）（5組 藤田、佐野 ）（6組 吉川、佐野 ）

使用教科書： Vision Quest English Logic and Expression 2

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等：論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等：コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 論理表現2 の目標

聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと ① ② ③

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

105

聞くこと：教科書で学んだ文法や語彙を正しく

使用し、身近な話題や個人的に関心のある話題

について2パラグラフ以上の筋の通った文章を

作ることができる。

（CAN-DOリストによる）

24○ ○○

36

42○

○

○

聞くこと：社会、学校、娯楽などで普段で会う

ような身近な話題についてのスピーチやインタ

ビューなどが標準的な話し方であれば要点を理

解することができる。

読むこと：教科書の文章の要点を捉えることが

でき、英和辞典を参照すれば適切に読み取るこ

とができる。身近な事態についての文章を読み

取ることができる。

○

○

○

話すこと（やり取り）：社会、学校、娯楽など

について、自分の意見や感想を述べ合うことが

できる。身近な話題について討論などの意見交

換を行うことができる。

話すこと（発表）：社会、学校、娯楽などにつ

いて、自分の意見や感想を筋の通った構成でス

ピーチに仕立て、効果的に発表することができ

る。

○○

○○

○

○

１学期

２学期

３学期

Lesson 9～10

比較　仮定法

学年末考査

文型　時制　助動詞

Lesson 1～4

１学期定期考査

Lesson 5～8

態　準動詞　関係詞

２学期定期考査

論理表現2

配当時数合計

配当時数

①知識及び技能

教科書で学んだ文法・語法を十分に理解してい

る。標準的な発話を聞き取り要点を理解でき

る。標準的な発音ができる。

②思考力、判断力、表現等

教科書で学んだ知識を元に身近な出来事につい

ての発話を聞き取り要点を理解できる。身近な

話題についての英作文ができる。

③学びに向かう力、人間性等

教科書を予習することにより積極的に授

業に参加し、復習や課題によって言語の

習得に前向きに取り組む。

評価規準
領域 目標

単元の具体的な指導目標

○

○○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭基礎

7【知識・技能】
・自立した責任ある消費者として，よりよい意
思決定ができるよう，現代の消費生活における
意思決定の重要性と情報の活用について理解す
る。
【思考・判断・表現】
生涯安定した経済生活を営めるように，経済的
自立の重要性や生涯を見通した働き方について
思考しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活における経済の計画について，課題の解決
に主体的に取り組んだり，振り返って改善した
りして，生活を工夫し創造し，実践しようとし
ている。

〇 1○

第6章
食生活を作る

第3章子どもと共に育つ

第8章
住生活を作る

4生涯の健康を見通した食事計画　5
調理実習２回目
6調理の基礎　　　　　　　     7
食生活の文化と知恵　　　　　　8
これからの食生活

1子どもの育つ力を知る         2
子どもと関わる

1住生活の変遷と住居の機能　　　2
安全で快適な住生活の計画　　　3
これからの住生活

【知識・技能】ライフステージに応じた食生活
の特徴を理解している　　　　　　　　　【思
考・判断・表現】食品の調理上の性質について
問題を見出し解決する力を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と
協力し自分の家庭や地域の充実向上に実践しよ
うとしている

【知識・技能】乳幼児期の心身の発達と生活に
ついて適切にかかわるための基礎的な技術を身
につける
【思考・判断・表現】子どもの健やかな発達、
親や家族及び地域社会の果たす課題を設定し論
理的に表現するなどして課題を解決する力を身
につける
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもの生活と保育について課題の解決に主体
的に取り組み改善し、自分や家庭生活の充実向
上を図るために実践しようとしている

【知識・技能】
・ライフステージに応じた住生活の特徴を理解
している
【思考・判断・表現】
・住居の機能性や快適性の課題を設定し、実践
を評価・改善し住居と地域社会との関わりにつ
いての問題の解決策を論理的に解決する力を身
につける
【主体的に学習に取り組む態度】
・住環境と住生活について自分や家庭、地域の
生活の充実向上を図るために実践しようとして
いる

18

○

○

○1情報の収集・比較と意思決定
2購入・支払いのルールと方法
3消費者の権利と責任
4生涯の経済生活を見通す
5これからの経済生活

○

２
学
期

第2章
 人生をつくる

1 人生をつくる
2 家族・家庭を見つめる
3 これからの家庭生活と社会
4 家族が抱える問題
  ディベート

【知識・技能】
家族・家庭の機能と家族関係について理解を深
めている。
【思考・判断・表現】
・男女が協力して，家族の一員としての役割を
果たし家庭を築くことの重要性について問題を
見いだして課題を設定し，解決策を構想して課
題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変化や課
題について理解を深めている。
・家族・家庭と社会との関わりについて理解を
深めている。

○ ○ ○ 16

第6章
食生活をつくる
　

○ 11○ ○

態 配当
時数

１
学
期

家庭科の学び方
（・言語活動の充実）
第1章
生涯を見通す
1人生を展望する

・ホームプロジェクトと学校家庭ク
ラブ活動
・生活に生かそう・自分の意見を文
章にまとめよう
・人の一生について，自己と他者，
社会との関わりから様々な生き方が
あることを理解している。
・生涯発達の視点で青年期の課題を
理解している。

【知識・技能】
ホームプロジェクト意義と実施方法について理
解している。
【思考・判断・表現】
自己の家庭生活の生活上の課題を設定し，解決
方法を考え，計画を立てて実践しようとする。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返っ
て改善したりして，自分や家庭の生活の充実向
上を図るために実践しようとしている。

○ ○ ○ 4

第９章
経済生活を営む

1食生活の課題について考える
2食事と栄養・食品
3食生活の選択と安全　　　　　　4
調理実習1回目

【知識・技能】
・より良い食習慣を身につけ、生涯を健康に過
ごすため食品の栄養的特質、調理上の性質につ
いて理解する
【思考・判断・表現】
・食生活の課題について考察したことを根拠に
基づいて論理的に表現するなどして課題を解決
する力を身につけている
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な人々と協働し、食生活と健康について振
り返って改善したり充実向上を図るため実践し
ようとしている

定期考査　HPの実践　（夏休み）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向
けて，地域社会に参画しようとするとともに，
自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうと
する実践的な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭科 家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費
生活・環境などについて，生活を主体的に営む
ために必要な基礎的な理解を図り，それらに係
る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組：武藤・佐々木）（２組：武藤・佐々木）（３組：武藤・佐々木）（４組：武藤・佐々木）

家庭 家庭基礎 2

人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を図り，それらに係る技能を身に付けるようにする。

（５組：武藤・佐々木）（６組：武藤・佐々木）

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだして課題を設定し，
解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。

東京書籍  家庭基礎　自立・共生・創造　　第一学習社　生活ハンドブック



1

第6章
食生活を作る

第3章子どもと共に育つ

第8章
住生活を作る

4生涯の健康を見通した食事計画　5
調理実習２回目
6調理の基礎　　　　　　　     7
食生活の文化と知恵　　　　　　8
これからの食生活

1子どもの育つ力を知る         2
子どもと関わる

1住生活の変遷と住居の機能　　　2
安全で快適な住生活の計画　　　3
これからの住生活

【知識・技能】ライフステージに応じた食生活
の特徴を理解している　　　　　　　　　【思
考・判断・表現】食品の調理上の性質について
問題を見出し解決する力を身につける
【主体的に学習に取り組む態度】様々な人々と
協力し自分の家庭や地域の充実向上に実践しよ
うとしている

【知識・技能】乳幼児期の心身の発達と生活に
ついて適切にかかわるための基礎的な技術を身
につける
【思考・判断・表現】子どもの健やかな発達、
親や家族及び地域社会の果たす課題を設定し論
理的に表現するなどして課題を解決する力を身
につける
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもの生活と保育について課題の解決に主体
的に取り組み改善し、自分や家庭生活の充実向
上を図るために実践しようとしている

【知識・技能】
・ライフステージに応じた住生活の特徴を理解
している
【思考・判断・表現】
・住居の機能性や快適性の課題を設定し、実践
を評価・改善し住居と地域社会との関わりにつ
いての問題の解決策を論理的に解決する力を身
につける
【主体的に学習に取り組む態度】
・住環境と住生活について自分や家庭、地域の
生活の充実向上を図るために実践しようとして
いる

18

○ ○ 6

第7章
衣生活を作る

○

２
学
期

３
学
期

第11章
これからの生活を創造する

ホームプロジェクトの発表
夏・冬休みに実践した活動内容をパ
ワーポイントで作成し、発表する。

第4章
生涯の経済生活を見通す
将来の経済生活を考える

＊社会保障と民間保険
　

自分が実践したホームプロジェクト
をわかりやすくパワーポイントで作
成し、発表をわかりやすく説明でき
るプレゼンテーション力を養う。

家計資産をマネジメントする。
 1.家計資産の形成
 2.経済的リスクへの備え

【知識・技能】
ホームプロジェクトで実践した活動内容をパ
ワーポイントでわかりやすく作成し、発表内容
を十分に検討する。
【思考・判断・表現】
解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するなど
して課題を解決する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に
向けて，ホームプロジェクトと学校家庭クラブ
活動について，課題の解決に主体的に取り組ん
だり，振り返って改善したりして，地域社会に
参画しようとするとともに，自分や家庭，地域
の生活の充実向上を図るために実践しようとし
ている。

1被服の役割を考える　　　　　　2
被服を入手する　　　　　　　　3
被服を管理する　　　　　　　　4
被服実習　　　　　　　　　　　5
これからの衣生活

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　ラ
イフステージや目的に応じた被服の機能と着想
について、理解している被服の計画・管理に必
要な技能を身につけている　　　　　　【思
考・判断・表現】　　　　　　　　　　被服の
着用や管理を行うにあたって、機能性や快適性
について問題を見出し、考察したことを根拠に
安全で安心な生活と消費について解決する力を
身につける　　　　　　　　　　　　【主体的
に学習に取り組む態度】様々な人々と協働し、
衣生活と健康について課題の解決に主体的に取
り組み、改善し地域社会に参画し、環境に配慮
した衣生活について考え、被服を長期にわたり
着用することができるような力を身につけてい
る

6

合計
70

定期考査 ○ ○



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【笑顔と学びの体験プロジェクト】
東京都のプログラムを実施予定。希
望体験内容は「芸術・文化に触れる
体験」とした。詳細は6月以降。

【公民科教育】
公民科と外部団体が主となって行う
体験活動。選挙に関する講演を実施
した後、模擬選挙を実施すること
で、有権者としての意識を高める。

・指導事項　視聴覚資料やワーク
シートを用いた授業・教材　DVD
ワークシート等・一人１台端末の
活用・体験活動　等

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の出欠と参加状況、振り返りノートや
ワークートの取り組みから判断する。

○ ○

合計

○ ○ ○ 12

○

8

○ ○ ○ 18

総合的な探究 総合的な探究

（１組：多田　　） （２組：吉田　　） （３組：花井　　） （４組：内田　　）

総合的な探究 総合的な探究

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科

（５組：沢田　　） （６組：秋山　　）

1

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見
いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整
理・分析して，まとめ・表現することができる
ようにする

なし

総合的な探究

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析
して，まとめ・表現することができるようにする

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，より
よい社会を実現しようとする態度を養う

総合的な探究

【 知　識　及　び　技　能 】

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互
いのよさを生かしながら，新たな価値を創造
し，よりよい社会を実現しようとする態度を養
う

【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成
し，探究の意義や価値を理解するようにする

38

３
学
期

２
学
期

探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，自己の在り方生
き方を考えながら，よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【校外学習事前学習】
修学旅行の事前学習の一環として羽
田空港への経路を確認する。、
また横浜での行動計画を立て、班ご
とに実施できるよう準備を行う。

【修学旅行事前学習】
文化・気候などの複数項目について
班ごとに調査し発表準備を行う。ま
た映画「月桃の花」や、沖縄平和
ネットワーク講師による平和関連講
演も実施し、修学旅行の事前学習と
する。

・指導事項　視聴覚資料やワーク
シートを用いた授業・教材　DVD
ワークシート等・一人１台端末の
活用・体験活動　等

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の出欠と参加状況、振り返りノートや
ワークートの取り組みから判断する。

【修学旅行事前学習】
班ごとに調査した内容のポスター
セッション、学年発表を行い、調査
内容をクラス・学年で共有する。ま
た自由行動時の計画を立て沖縄で実
施できるよう準備をする。

【進路研究】
進路選択や科目選択を踏まえ、学部
や卒業後の進路について、班ごとに
調査する。調査後はクラス・学年で
共有（発表）する。

・指導事項　視聴覚資料やワーク
シートを用いた授業・教材　DVD
ワークシート等・一人１台端末の
活用・体験活動　等

【知識・技能】
【思考・判断・表現】
【主体的に学習に取り組む態度】
授業の出欠と参加状況、振り返りノートや
ワークートの取り組みから判断する。

知 思 態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

探究の過程において，課題の発見と解決に必要
な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念
を形成し，探究の意義や価値を理解するように
する



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。

精選論理国語　東京書籍

国語

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

２
学
期

Ｄ 困難な時代に
「社会の壊れるとき　知性的である
とはどういうことか」鷲田清一
【知識及び技能】
平易な語りで叙述しつつも、逆説的
にも見える特徴的な論の展開を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
「摩擦」の絶えない現代においてど
のように生きるか、その可能性を協
議する。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な問題でも社会問題でもある内
容に対して、広い視野を持とうとす
る。

・指導目標をもとに、板書や
PowerPoint、プリントなどを利用し
て説明する。
・教科書および関連する評論文の抜
粋を、大学入試の傾向を踏まえて使
用する。
・作品に出てくる社会的事件につい
てなど、適宜通信機器を利用させ、
調べ学習や発表授業を行う。 ○ ○

○

○

１
学
期

Ａ　学問のまなざし
評論「『リスク』と『リスク社
会』」神里達博
【知識及び技能】
接続詞などの語を踏まえ、文章の構
成を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者の意見と引用を適切に読み取
り、それぞれの内容を自分でまとめ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の生活に密接に関連する文章
に、興味関心を持って取り組む。

・指導目標をもとに、板書や
PowerPoint、プリントなどを利用し
て説明する。
・教科書および関連する評論文の抜
粋を、大学入試の傾向を踏まえて使
用する。
・作品に出てくる社会的事件につい
てなど、適宜通信機器を利用させ、
調べ学習や発表授業を行う。

○

○

【知識及び技能】
言語論についての抽象的な内容を理解すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
文中での抽象的な内容に、自身で具体例を考え
て周囲に説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
非日常的な視点を有する抽象的な文章に、興味
を持って取り組むことができる。

○

○

○

【知識及び技能】
接続詞などの語を踏まえ、文章の構成を理解す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者の意見と引用を適切に読み取り、それぞれ
の内容を自分でまとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
現代の生活に密接に関連する文章に、興味関心
を持って取り組むことができる。

○

（6組：石井）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を
向上させ，我が国の言語文化の担い手としての
自覚を深め，言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

論理国語

配当
時数

（1組：福永）

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 論理国語 2

（2組：福永） （3組：福永） （4組：福永） （5組：石井）

生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

論理国語国語

態

○ ○

領域
評価規準 知

○○○ ○

○

○○

8

1

【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容を捉えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
テレビや娯楽で馴染みのある妖怪について、学
術的な視点から論じた文に、関心を持って取り
組むことができる。

C 入試問題演習
副教材『現代文 共通テスト＋セン
ター試験 国語過去問題』尚文出版
「江戸の妖怪革命」香川雅信
【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容
を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
テレビや娯楽で馴染みのある妖怪に
ついて、学術的な視点から論じた文
に、関心を持って取り組む。

・指導目標をもとに、板書や副教材
を利用して説明する。
・大学入試希望者が多いため、入試
で用いられた文章をすばやく適切に
読む練習を、タイマーを用いて行わ
せる。
・作品に出てくる人文学的な用語に
ついてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。 5

○ 1

B 言語を再考する
評論「言語と記号」丸山圭三郎
【知識及び技能】
言語論についての抽象的な内容を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文中での抽象的な内容に、自身で具
体例を考えて周囲に説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
非日常的な視点を有する抽象的な文
章に、興味を持って取り組む。

・指導目標をもとに、板書や
PowerPoint、プリントなどを利用し
て説明する。
・教科書および関連する評論文の抜
粋を、大学入試の傾向を踏まえて使
用する。
・作品に出てくる人文学的な用語に
ついてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。

7

定期考査

【知識及び技能】
平易な語りで叙述しつつも、逆説的にも見える
特徴的な論の展開を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
「摩擦」の絶えない現代においてどのように生
きるか、その可能性を協議することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な問題でも社会問題でもある内容に対し
て、広い視野を持とうとすることができる。

○ ○

定期考査
○

○ ○ ○

○ ○

○

Ｅ 入試問題演習
副教材『現代文 共通テスト＋セン
ター試験 国語過去問題』尚文出版
「『もの』の詩学」多木浩二
【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容
を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
椅子がもつ、人間の身体や歴史、政
治とのかかわりを読み、複数の視点
からものごとを分析することに興味
を持つ。

・指導目標をもとに、板書や副教材
を利用して説明する。
・大学入試希望者が多いため、入試
で用いられた文章をすばやく適切に
読む練習を、タイマーを用いて行わ
せる。
・作品に出てくる歴史的な用語につ
いてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。 ○ ○

【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容を捉えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
椅子がもつ、人間の身体や歴史、政治とのかか
わりを読み、複数の視点からものごとを分析す
ることに興味を持つことができる。 ○ ○ 3



合計

47

２
学
期

３
学
期

授業なし

○ ○ ○ ○ 1

○

【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容を捉えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
詩など複数のジャンルの文章にまたがって論述
する文章に、興味関心を持つことができる。

○ ○ 4

Ｆ 自己と社会
評論「構想する人間」今村仁司
【知識及び技能】
難度の高い評論文で用いられるキー
ワードについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者のいう「倫理」や「虚栄心」の
内容を踏まえ、自身の考えを記述す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
抽象的な内容の硬質な文章に挑戦す
る姿勢を持つ。

・指導目標をもとに、板書や
PowerPoint、プリントなどを利用し
て説明する。
・教科書および関連する評論文の抜
粋を、大学入試の傾向を踏まえて使
用する。
・作品に出てくる思想的な用語につ
いてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。

○ ○ ○

【知識及び技能】
難度の高い評論文で用いられるキーワードにつ
いて理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者のいう「倫理」や「虚栄心」の内容を踏ま
え、自身の考えを記述することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
抽象的な内容の硬質な文章に挑戦する姿勢を持
つことができる。

○ ○ ○

定期考査

1

Ｅ 入試問題演習
副教材『現代文 共通テスト＋セン
ター試験 国語過去問題』尚文出版
「『もの』の詩学」多木浩二
【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容
を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
椅子がもつ、人間の身体や歴史、政
治とのかかわりを読み、複数の視点
からものごとを分析することに興味
を持つ。

・指導目標をもとに、板書や副教材
を利用して説明する。
・大学入試希望者が多いため、入試
で用いられた文章をすばやく適切に
読む練習を、タイマーを用いて行わ
せる。
・作品に出てくる歴史的な用語につ
いてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。 ○ ○

【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容を捉えるこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
椅子がもつ、人間の身体や歴史、政治とのかか
わりを読み、複数の視点からものごとを分析す
ることに興味を持つことができる。 ○ ○ 3

定期考査
○ ○

9

Ｇ入試問題演習
副教材『現代文 共通テスト＋セン
ター試験 国語過去問題』尚文出版
「想像力の考古学」饗庭考男
【知識及び技能】
文章をすばやく適切に読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
複数の文章について、比較して内容
を捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
詩など複数のジャンルの文章にまた
がって論述する文章に、興味関心を
持つ。

・指導目標をもとに、板書や副教材
を利用して説明する。
・大学入試希望者が多いため、入試
で用いられた文章をすばやく適切に
読む練習を、タイマーを用いて行わ
せる。
・作品に出てくる人文学的な用語に
ついてなど、適宜通信機器を利用さ
せ、調べ学習や発表授業を行う。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

○ ○

○ 6

【知識・技能】
・政治における基本的原理である民主主義，法の支配と立憲
主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実現する上で
の課題について，理解する。

【思考・判断・表現】
・政治における基本的原理である民主主義，法の支配と立憲
主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実現する上で

の課題について，多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・政治における基本的原理である，民主主義，法の支配と立
憲主義，人間の尊厳と平等などの意義とそれらを実現する上
での課題について，主体的に追究している。

定期考査 　

○ ○

○

1

1

○ 5

9

○ 6

1

市場経済の機能と限界

・経済活動と市場、経済主体と経済
循環、国民経済の大きさと経済成
長、物価と景気変動、市場の失敗と
公害、消費者問題の知識と理論を，
実際の社会生活の事象とも関連させ
ながら理解させる。
　

・経済活動と市場
・経済主体と経済循環
・国民経済の大きさと経済成長
・物価と景気変動
・市場の失敗と公害・消費者問題

【知識・技能】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済の大きさ
と経済成長、物価と景気変動、市場の失敗と公害・消費者問

題の考え方と課題について理解している。

【思考・判断・表現】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済の大きさ
と経済成長、物価と景気変動、市場の失敗と公害・消費者問

題などについて，多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・経済活動と市場、経済主体と経済循環、国民経済の大きさ
と経済成長、物価と景気変動、市場の失敗と公害・消費者問
題などについて，主体的に追究している。

２
学
期

日本国憲法と現代政治のあり方
　
日本の政治機構に影響を与えている
議院内閣制や大統領制のシステムの
基本的な用語や理論を学び、国会や
内閣、裁判所等の統治機構について
の理解を深める。

・議会制民主主義と世界の政治体
制
・国会の組織と立法
・内閣の機構と行政
・裁判所の機能と司法制度

【知識・技能】
・議院内閣制や大統領制のシステムの基本的な用語や理論を
学び、国会や内閣、裁判所等の統治機構について理解してい

る。

【思考・判断・表現】
・議院内閣制や大統領制、国会や内閣、裁判所等の統治機構
についてのあるべき姿とそれらを実現する上での課題につい

て，多面的・多角的に考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・議院内閣制や大統領制、国会や内閣、裁判所等の統治機構
についてのあるべき姿とそれらを実現する上での課題につい
て，主体的に追究している。

現代の諸課題について，事実を基に理論などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公
正に判断して，合意形成や社会参画を視野に入れながら自らの意見を展開できる。

国家及び社会の有為な形成者として，よりよい社会の実現を求めて，現代の諸課題を主体的に解決しようと
している。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】

・政治と法の意義と機能
・法の支配と立憲主義
・基本的人権
・新しい人権
・権利と義務

日本国憲法と現代政治のあり方

政治や法を理解する基本的な用語や
理論を学び、法の支配と立憲主義、
基本的人権や新しい権利、義務の概
念や意味とその背景について理解す
る。

○ ○ ○

配当
時数

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための
手掛かりとなる知識や理論について理解するととも
に，諸資料から，主権者として活動するために必要
となる情報を適切かつ効果的に調べ、まとめる技能
を身に付けられるようにする。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手
掛かりとなる考え方や歴史的事実を学び、生徒が主
権者として，事実を基に多面的・多角的に考察し公
正に判断する力や，合意形成や社会参画を実現する
ために必要な知識や技能の習得を支援する。

○ 14

現代日本の諸課題の研究

・格差の理由とその対策、少子高齢
社会における社会保障、地域社会の
自立と政府、過労死を防ぐ多様な働
き方、生き方を可能にする社会等の
現代日本の諸問題について実際の社
会生活の事象とも関連させながら理
解させ、主権者の一人としてどう対
応するべきか考えさせる。

・格差の理由とその対策
・少子高齢社会における社会保障
・地域社会の自立と政府
・多様な働き方、生き方を可能にす
る社会
・産業構造の変化と起業
・市場経済と経済運営
・歳入歳出面での財政健全化
・食料の安定供給の確保と持続可能
な農業構造の実現
・防災と安全、安心な社会の実現

【知識・技能】
・格差の理由とその対策、少子高齢社会における社会保障、
地域社会の自立と政府、多様な働き方、生き方を可能にする

社会等の現代日本の諸問題について理解している。

【思考・判断・表現】
・格差の理由とその対策、少子高齢社会における社会保障、
地域社会の自立と政府、多様な働き方、生き方を可能にする
社会等の現代日本の諸問題について，多面的・多角的に考察

し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・格差の理由とその対策、少子高齢社会における社会保障、
地域社会の自立と政府、多様な働き方、生き方を可能にする
社会等の現代日本の諸問題について，主体的に追究してい
る。

定期考査 ○

公民 政治・経済

（１組：青野）

思

○

望ましい政治のあり方と主権者とし
ての政治参加のあり方
　
民主主義の学校である地方自治の本
質について学び，主権者として政党
の特色や政策の違い、政治の力学な
どを理解させ、選挙権を行使できる
ようにする。

　

・地方自治制度と住民の権利
・政党政治と選挙

【知識・技能】
・民主主義の学校である地方自治の本質についてのあるべき
姿とそれらを実現する上での課題について，多面的・多角的
に考察し，表現している。

【思考・判断・表現】
・地方自治制度と住民の権利、政党政治と選挙のあるべき姿
とそれらを実現する上での課題について，多面的・多角的に
考察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・地方自治制度と住民の権利、政党政治と選挙ついてのある
べき姿とそれらを実現する上での課題について，主体的に追
究している。

○ ○

○

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

公民 政治・経済 2

選択・判断の手掛かりとなる知識や理論，及び政治・経済などに関わる現代の諸課題について理
解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に抽出できる。

（５組：青野） （６組：疋田）

より良い社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体
的に解決しようとする態度を養う。また、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代
社会に生きる人間としての在り方生き方についての
自覚や，主権者として，自国を愛すとともに，自他
の違いを認め、他国の文化も尊重できる多文化共生
を受容できる寛容さの育成に努める。

【学びに向かう力、人間性等】

（２組：青野） （３組：青野） （４組：青野）

知

高等学校 政治・経済（第一学習社）、最新政治・経済資料集2024（第一学習社）、政治・経済ノート（第一学習社）

公民

態

7

持続可能な経済活動と福祉の向上

・財政や金融の仕組みと働き、日本
経済の変化と中小企業、農業問題、
労使関係と労働問題、社会保障制度
と福祉のあり方の知識と理論を，実
際の社会生活の事象とも関連させな
がら理解させる。

・財政のしくみと租税の意義
・金融のしくみと働き
・日本経済の変化と中小企業、農業
問題
・労使関係と労働問題
・社会保障制度と福祉のあり方

定期考査 ○ ○

○

○ ○

【知識・技能】
・財政のしくみと租税の意義、金融のしくみと働き、日本経
済の変化と中小企業、農業問題、労使関係と労働問題、社会

保障制度と福祉のあり方などについて，理解している。

【思考・判断・表現】
・財政のしくみと租税の意義、金融のしくみと働き、日本経
済の変化と中小企業、農業問題、労使関係と労働問題、社会
保障制度と福祉のあり方などについて，多面的・多角的に考

察し，表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・財政のしくみと租税の意義、金融のしくみと働き、日本経
済の変化と中小企業、農業問題、労使関係と労働問題、社会
保障制度と福祉のあり方などについて，主体的に追究してい
る。

○



○３
学
期

授業なし

定期考査 ○ ○

合計

0
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年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 3 学年 教科： 外国語（英語） 科目： 3 単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

対象学年・組： 第 3 学 年 1組～6組

教科担当者:（1組佐野聖崇 ）（2組 佐野聖崇 ）（3組 佐野聖崇 ）（4組 藤田薫 ）（5組 藤田薫 ）（6組 藤田薫 ）

使用教科書： CROWN  English Communication Ⅲ

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等：論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等：コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 の目標

聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと ① ② ③

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

105

○

○

○

○

聞くこと：自然な速度や多様なアクセントで話

される英語を聞き取ることができる。幅広い領

域における抽象的で複雑な話題について要点を

理解することができる。

読むこと：教科書の文章の要点を捉え、英和辞

典を参照すれば正確に読み取ることができる。

抽象的で複雑な文章を理解でき、筆者の意図を

考察できる。

○

○ ○

36

42

24○ ○

話すこと（やり取り）：相手が母語話者であっ

ても緊張せず普通にやり取りができるくらい流

暢かつ自然な会話ができる。相手の意見を聞い

た上で自らの主張を述べ、議論ができる。

話すこと（発表）：自分の専門分野についての

説明ができる。教科書の題材に限らず幅広い話

題について論理的に意見を発表できる。

聞くこと：自分の専門分野の技術的な議論も含

め、幅広い話題について英語として自然な文脈

で複数パラグラフで適切に構成された文章を作

ることができる。

（CAN-DOリストによる）

○

○

１学期

２学期

３学期

Lesson 9～10

比較　仮定法

○○

○○ ○

態　準動詞　関係詞

○○

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

配当時数合計

①知識及び技能

教科書で学んだ文章を理解できる。題材につい

ての発話を聞き取ることができる。幅広い話題

について言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現等

教科書で学んだ文法・語彙の知識を応用し、専

門分野を含む幅広い話題について、議論や発表

ができる。

③学びに向かう力、人間性等

学年末考査

文型　時制　助動詞

Lesson 1～4

１学期定期考査

Lesson 5～8

２学期定期考査

教科書を予習することにより積極的に授

業に参加し、復習や課題によって言語の

習得に前向きに取り組む。

評価規準
領域 目標

単元の具体的な指導目標 配当時数



年間授業計画

高等学校　令和 7 年度 3 学年 教科： 外国語（英語） 科目： 3 単位

教科： 外国語（英語） 科 目 ： 論理表現3

対象学年・組： 第3学年 1組～6組

教科担当者:（1組吉川彰規 ）（2組 入江彰 ）（3組 吉川彰規 ）（4組 渡邉敦子 ）（5組 渡邉敦子 ）（6組 入江彰 ）

使用教科書： Vision Quest English Logic and Expression 3

教科（外国語（英語））の目標：

①知識及び技能： 外国語で読む、書く、聞く、話すの４技能を中心とした統合的な言語活動を行うことができる。

②思考力、判断力、表現力等：論理の構成や展開を考察して的確に把握でき、情報や考えをまとめて論理的に表現できる。

③学びに向かう力、人間性等：コミュニケーションの技能を磨き論理的思考を習得するために積極的な姿勢で学習できる。

科目 論理表現3 の目標

聞くこと 読むこと 話すこと 書くこと ① ② ③

やり取

り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取

り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

やり取

り

○

発表

○

○ ○ ○ ○ ○ 1

105

論理表現3

配当時数合計

配当時数

①知識及び技能

教科書で学んだ文法・語法を十分に理解してい

る。多様なアクセントの発話を聞き取り要点を

理解できる。流暢な発音ができる。

②思考力、判断力、表現等

教科書で学んだ知識を元に専門分野を含む幅広

い話題についての発話を聞き取り要点を理解で

きる。複数段落の英作文ができる。

③学びに向かう力、人間性等

教科書を予習することにより積極的に授

業に参加し、復習や課題によって言語の

習得に前向きに取り組む。

評価規準
領域 目標

単元の具体的な指導目標

○

１学期

２学期

３学期

共通テスト問題演習

学年末考査

Next Stage Best Trainer

EARTHRISE III  Lesson 1～

Lesson 6

１学期定期考査

EARTHRISE III  Lesson 7～

Lesson 12

Next Stage Winning Spirit

○○

２学期定期考査

○○

○○

○

○

○

○

聞くこと：自然な速度や多様なアクセントで話

される英語を聞き取ることができる。幅広い領

域における抽象的で複雑な話題について要点を

理解することができる。

読むこと：教科書の文章の要点を捉え、英和辞

典を参照すれば正確に読み取ることができる。

抽象的で複雑な文章を理解でき、筆者の意図を

考察できる。

○

○

○

24○ ○○

36

42○

話すこと（やり取り）：相手が母語話者であっ

ても緊張せず普通にやり取りができるくらい流

暢かつ自然な会話ができる。相手の意見を聞い

た上で自らの主張を述べ、議論ができる。

話すこと（発表）：自分の専門分野についての

説明ができる。教科書の題材に限らず幅広い話

題について論理的に意見を発表できる。

聞くこと：自分の専門分野の技術的な議論も含

め、幅広い話題について英語として自然な文脈

で複数パラグラフで適切に構成された文章を作

ることができる。

（CAN-DOリストによる）


